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序章





　五歳の時だ。――母さんがこの世を去った次の日の夜。

　飼い猫のミィが死んでしまった。

　父さんは夜になっても、いつまでたっても、帰ってこなかった。

　もう動かない老ろう猫ネコのミィを抱えて、僕は泣きながら家を出た。歩くたびにミィの首輪の鈴が、ちりんちりんと鳴っていた。

　季節は春。真っ黒な夜の空には満月。

　花の香りでいっぱいの空気を、春の風がどこからともなく運んで来る。

　どこかへと運んでいく。

　まるでその風に背中を押されるかのように、僕は行く当てなく夜の道を歩いていた。そして気がつくと長い長いサクラの花のトンネルの中に立っていた。

　ここ『桜さくらヶが丘おか』のサクラは満開で、街灯に照らされた白紫の天井のように道を両端から覆おおっていた。

　人は、誰だれもいなかった。

　僕は花びらの舞うサクラの下を、ワンワン泣きながら歩いていく。

「どうしたの？」

　振り向くと涙で歪ゆがんだ視界に、知らない大人おとなの女の人が立っていた。

　――その人はまるで待ち伏せでもしていたかのように……僕が来るのを知っていたかのように、すぐ真後ろに立っていた。

「どうしたの？」

　もう一度、そう訊きかれる。

　そしてあの時の僕は、不思議な女性の不思議さよりも、自分のことを訴えるだけで精一杯だった。

「みんながボクをおいていってしまうんだ！」

「まあ」

「おかあさんは……いなくなっちゃった。おとうさんはかえってこない。ミィもいない」

　支し離り滅めつ裂れつなあの時の僕の説明は、大人の彼女に通じたのだろうか？

　しかし彼女は僕の抱えた動かないミィの頭を撫なでてくれた。

　そして再び僕をじっと見る。

　不思議な目。

「この子はまだ、ここにいるよ」

「ミィが？」

　女の人は頷うなずいた。

「君が泣いてばかりだから、心配でどこにも行けないの」

「だってもう動かないんだよ？」

「うん。でも辛つらくて苦しいのを我慢して、まだこの体にしがみついてる」

　すぐに僕は病気に苦しんでいた時の、お母さんのことを思い出した。お母さんはお父さんと僕のために、お医者さんが言うより半年だけ長く生きた。

「ミィもそうなの？　苦しんでる？　……ボクのせい？」

「違う。でも苦しんでる。だから君は、この子に『いってらっしゃい』を言ってあげて」

　そう言うと女の人は、きれいな手でもう一度ミィの頭を撫でてくれた。

　僕は再び涙を流したあと、ミィに言ってあげた。

「…………いってらっしゃい」

　途端、僕の抱えたミィの体から大きな鳥の羽根が、ふわりと浮かび上がる。

「うわぁ……」

　驚く間もなく、巻きあがるような強い風が、サクラのトンネルを吹き抜けていった。

　花びらが散る。サクラの花びらが舞いあがる。

　そしてミィの羽根は風に乗り、散り舞うサクラの花びらごと真っ白な風になって、高く高く飛んでいった。その先に浮かぶのは満月。まるでそこへと向かうかのように。

　僕はそれを見送る。

「……あれ？」

　気がつくとあの女の人は、いなくなっていた。いやあの人が、ミィを連れていってくれたのだろう。そう僕は勝手に納得していた。

　僕の生きている中で、多分、一番苦しかった夜。

　その夜に僕は彼女から、最初の『別れの方法』を教えてもらった。

　でもそれから数日して僕は、父さんの都合で『東京』に引っ越すことになった。あの人にたった一つのお礼も言わず、この町に別れを告げたのだ。

　いやお礼じゃなくて、単なる挨あい拶さつがどうしてもしたかった。

　僕は「いってきます」と彼女に言わなければならなかったのだ。



　そうして十年がたった。

　十五歳になった僕――というか、最近ではすっかり『俺おれ』になった柊ひいらぎ行ゆき也やは、再び桜さくらヶが丘おかに帰ってきた。高校の進学先に、かつて住んでいたこの桜ヶ丘の学校を選んだのだ。

　親元を離れて生活しながら、あの時の不思議な女性――『夜桜のお姉さん』と勝手に呼んでいる女性を、ゆっくり探したいと思っていた。

　午後の太陽の下で満開となった春のサクラ並木が、そんな行也を迎えてくれる。

「全然変わってないな……」

　歩きながら少し笑って周囲を見回す。登る坂道も風景も、子供のころに見覚えがある通りだ。

　さらに立ち止まって後ろを振り返る。その散っていく薄桃色の花びらの向こうに、密集した下界の町並みが見下ろせた。この桜ヶ丘はその名の通りちょっとした高台――というか小山になっている。坂道は多いが絶景だった。

　そうして再び、自分の登っていく先、坂道の上に視線を転じる。こちらはサクラの桃色の雲から突き出るように、古びた建物の黒ずんだ木の壁と屋根が覗のぞいていた。八百年も前からあるという、物もの見み櫓やぐらや古い蔵くらである。

　元々この桜ヶ丘は、街道の宿しゆく場ば町まちとして栄えてきた意外と歴史のある町だった。だから古いのは建物ばかりではない。不思議な昔話もたくさん残っている。狐こ狸り妖よう怪かいに幽霊話、鬼退治に不思議な旅人の小話など。枚まい挙きよにいとまがない。

　それらが一つに混じり合って、この独特の雰囲気を作り出しているのだ。

「……まあ景色は近いうちに、ゆっくり見て回ればいいか」

　そう一人合が点てんして、行也は急ぎ足で坂道を登り始めた。この調子では下宿先のアパートに、引っ越し荷物を積んだトラックの方が先についてしまう。その前に管理人さんに挨拶し、部屋の鍵かぎをもらって、できれば掃除をしておきたい。そして明日は高校の入学式だ。――何だかんだで結構、慌あわただしい。

　やがて目的地の下宿先『桜さくら丘おかアパート』が見えてくる。赤い瓦かわら屋や根ねの小さな建物だった。築十年――と見積もろうとしたが、ボロい。多分、築三十年以上。

　壁は何度か塗り替えているらしく、今は明るい清潔なクリーム色。しかし建物の外側に張り出した鉄階段は、赤茶色のペンキが割れて錆さびが浮いていた。

「やっぱ下見しといた方が良かったかな……」

　家賃激安の掘り出しモノ物件だったので安易に飛びついたが、ちょっと失敗だったかもしれないと行ゆき也やは思い始めていた。だがひとまず目的の部屋に急ぐ。

　アパート一階、入ってすぐの一号室。そこが管理人室だった。

　部屋番号を確認した行也は、口の中だけで挨あい拶さつの言葉を確認する。

「……こんにちは。今度新しく引っ越してきた『柊ひいらぎ行ゆき也や』と言います。高校一年生、十五歳です。ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、よろしくお願いします。――よし！」

　意を決して、管理人室のチャイムを押した。

　……しかし反応はない。

「？」

　行也は聞き耳を立てた。扉の向こうからは『ドタンバタン』と、何やら騒そう々ぞうしい音が聞こえてくるのだ。ひとまず管理人室に人がいないわけではないらしい。

　――もう一回。

　と、行也が再びチャイムに手を伸ばした途端、中から扉が開いた。小さな女の子が飛び出して来る。

　彼女は行也の腹に真正面から思いきり、ショルダータックルをブチかました。自分はそのまま後ろにひっくり返って、尻しり餅もちをつく。

「あいた――！」

「……あの……大丈夫？　…………かい？」

　そう言って倒れた子に手を差し出すが、腹に一撃を喰くらった行也の方が、あまり大丈夫ではなかった。しかしその激痛も、室内の異様な状況に全すべてぶっ飛んだ。

「一体何やってるんだ……？」

　アパートの狭い一室で、甲かつ冑ちゆうを着た金髪碧へき眼がんの少年騎士が剣を振り回している。今まさに対決相手らしきガイコツ兵士の頭を叩たたき割ったところだった。小気味のいい音とともに骨の破片があたり一面に飛び散る。

「誰だれだいキミ？」

　尻餅をついた少女が訊きき行也が答えようとしたところで、今度は背中を思いっきり蹴けっ飛ばされた。

「何するんだ――！」

　転びつつ反射的に振り向いた行也の視界の端に、新たなガイコツ兵士の姿が映った。剣と木の楯たてを持っている。というか、まだもう一体いたのだ。

「むぎゃあ」

　倒れた行也の下敷きになって、少女が挽ひきつぶされたカエルのような悲鳴を上げる。

「ああゴメン、すぐにどくから」

　行ゆき也やとしてはそうしたかったのだが、背中を蹴けったガイコツは行也を踏み台にして、室内に侵入しようとする。

「ちょっと待て、踏むな！　人を何だと思ってるんだ！　お前ちょっと!!」

　しかしガイコツの方は遠慮なしに、行也の背中と頭を何度も踏んづける。さらに直後、ガンガンガン！　と鉄の打ちあう凶悪な音が響き始めた。どうやら行也の背に乗ったまま、先ほどの少年騎士とチャンバラを始めたらしい。

　――ケガとかごめんだぞ。何とかしないと。

　踏んづけられて身動きが取れないまま、行也は慌あわてる。そこでひとまず、自分が下敷きにしている目の前の少女に訊きいた。

「ねえ、管理人さんどこかな？」

　直後に行也は横に首を振った。いま聞くことはそれじゃない！

「……私だけど」

　少女は組み敷かれた姿勢のまま、自分を指さした。頭の上では剣けん戟げきの音。目はグルグル。

　――ああこの子、管理人さん？　管理人さんなんだ。管理人さんに会って――。

　そう。礼儀正しく。まずは挨あい拶さつだ。

「あ、あの、始めまして管理人さん！　ご迷惑をおかけする十五歳です！　こんにちはと言います！　今度新しく高校一年生に引っ越してきたこともあるかと思いますが、柊ひいらぎ行也とよろしくお願いします!!」

　少女はポカンとする。

「しまった！　噛かんだ!!」

「噛んだじゃないよ、キミ……。それよりまずは、手をどけてくれないかな。足も邪魔だね。存在自体が邪魔」

　よく見ると少女は真っ赤な顔で、大層辛しん辣らつに言う。だがそこで行也はようやく自分の体勢に気がついた。

　組み敷いた少女に足を絡ませ、胸の豊かな丸みを指で、鷲わし掴づかみにしてしまっている。多分、蹴られてこけた時からずっとだ。

「かか、かばおうとして無意識にこうなったんだ。他意はないって」

　ああしかし、この手の柔らかな感触……。

　もちろん、母親以外の女性の胸に手が触れてしまうなどというのは、生まれて初めての経験だった。行也史上初である。いま行也はすごかった。そして眼前の少女は醒さめた目。

「……キミはとても興奮しているようだから、落ちついて一つずつ行こうかな？　まずキミ自身の右手を見て？　キミは私にとても失礼なことをしているのさ。これは分かる？」

　行也は無言で頷うなずいた。そして手の中の感触を転がす。柔らかい。

「揉もみなおすな！」

　しかしこの感触は何より、まず「元気」と呼びたい。そう行也は思った。

　そう。

　――元気！

　むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。むに。

　――あああああ、何やってるんだ俺おれよ。

　そう確かに思ってはいる。なのに脳が慌あわてすぎているのか手を止められない。

「ひゃん……！」

　唐突に少女は今までと違う反応を返した。ツボったらしい。

　だがおかげで行ゆき也やの方は、反射的な行動から脱出できた。右手が離れる。やった！

　行也は満面の笑顔で、自由の戻った右手を少女に見せた。だが少女は真っ赤な顔で口をすぼませ、涙のにじんだ上目遣いで行也を睨にらんでいる。

「いいかげんにしろ！」

　叫びとともに、行也は視界の端に危機を感じた。まだ組み敷いている少女の右手を中心に、すごい勢いで『渦』が巻いている。そう思った次の瞬間、腹に強烈な衝撃を喰くらい、行也の身体からだは無茶苦茶に吹っ飛んだ。

　――何せ、伏せた状態から背中に乗ったガイコツ兵士を巻きこんで天井に激突し、さらに床へ再落下したのだから強烈だ。

　グシャリと音を立てて床に横たわった行也は、もうピクリとも動くことはなかった。



　骨折十八ヵ所。全治六ヶ月。

　多分、それくらい。



    

  
    
      


第一章





　――と思っていたのだが。

　ハッ、と気がついて行ゆき也やは跳ね起きた。

　横たわった身体からだにかけられているのは見たことがないタオルケット。枕まくらは座布団。いつの間にか行也は、部屋の畳の上に寝かされていた。

　何が何だかわけが分からず、頭を振る。ひとまず自分の身体を確認。特に痛いところはないし、両手両足ともちゃんと動く。

「あれ？」

　じゃああれは全部幻だったのか？　どこから？　と、周囲を改めて見回す。

　場所は先ほどの部屋の中だ。つまり管理人室の中。部屋中に白い骨の破片が散乱している。全部が全部、幻だったわけではないらしい。行也はまだボンヤリした頭で、自分の身に何が起きたのか思い出そうとする。

「や、気がついたかい？　もう少し寝ていた方がいいよ」

　先ほど行也が大変失礼を働いた少女がやってきた。いや本当に、悪気はなかったのだ。

「大丈夫だから……」

　行也は答えた。ちょっと頭がクラクラな気もするが、寝直すほどではない。「そうかい」と彼女は気取った男の子のように答えて、行也の隣に座った。

　行也の方も座り直すと、彼女からの借り物らしいタオルケットを畳たたむ。その作業をしながらようやく、ぼんやりしていた頭に全すべての記憶が甦よみがえった。

「――そうだ！　何か手がギュルギュルで、天井で、重力が！」

　少女は目を逸そらした。

「気のせいじゃないかな？　全て一時的な幻覚か、元々頭がおかしいんだよ」

「そっぽ向くな。ってか、どんな言い草だ！　――何かアッチの人、後始末してるし!!」

　別室から現れた金髪の甲かつ冑ちゆう少年が、箒ほうきをはく手を止めて「どうもー」と丁寧に頭を下げる。行也も思わず「ども」と挨あい拶さつを返してしまった。何かいいヤツそうだし！

　しかしよく見ると室内の惨状は酷ひどく、壁や家具のあちこちに刃物あとや引ひっ掻かき傷きずが残っている。彼が暴れたあとだ。

「とりあえず気のせいや、白昼夢の類たぐいじゃねえだろ……」

　その言葉に少女は「う～」と唸うなって、ついにそのまま頭を下げた。

「ごめん……。私もあそこまでやるつもりはなかったんだよ。でもセクハラとかされると自動的に手が出ちゃう体質でさ」

「いやそっちか？　ああでもそのことは謝ってもらうほどのことじゃない。もう何ともないし、悪いのは俺おれだし。――信じてほしいんだが、わざとじゃなかったんだ」

　行ゆき也やも頭を下げる。途端、少女は満面の笑みを向けてくる。

「え？　許してくれるの？」

「……お前、現金だな」

「いやだって『重じゆうおとめパンチ』をまともに喰くらったんだよ？　ダンプカー一台分の威力だよ？　下へ手たしたら死んでたよ？」

「じゅ？　重おとめパンチ……？」

　ああ『技』の名前か、と直也は気がついた。あれ『技』なんだ。

　とにかく、この連中は変だった。あまり深入りして関かかわらない方が良さそうと、本能が告げている。そしてちょうどいい具合に、行也には用事があったのだ。急ぎの。

「その――俺、管理人さんに会いに来たんだけど、どこかな？　ここ管理人室だよな？」

「うん。私が管理人」

「さっき聞いたよ。黙れ未成年め」

　言うだけ言っておいて、行也はちょっと考える。そしてもう一度目の前の少女を、上から下までじっくりと見た。

　気楽そうでいてパッと明るい目と眉まゆのライン。背は低い。

　自然に跳ねた明るい色の前髪からはおでこが見えて、活発な印象を後押ししてくる。ただ髪は芯しんのあるストレートで和風な感じだ。今は一本の太いお下げに編んでいる。

　服装はまず薄黄色の大きなエプロンが目に入る。それを内側から元気に押し上げる胸。

　エプロンの下にはワイシャツと紺のネクタイをしており、スカートはタイト。太ふと股もももえらく肉感的だ。最近の中学生は発育がいい――。

「格好だけ見れば管理人に見える？　気もする？」

「このアパートの管理人は私。名前は『吉よし野の桜さくら』っていいます。よろしくね！」

　強調するように、少女は一語一語はっきりと言った。そういう反応が子供っぽい。中学生以下だ。

　――いやいやしかし。

　行也は落ちつこうと自分の眉み間けんをつまんだ。

　身体的特徴で相手にレッテルを貼はるなどというのは、最低の人間のすることだ。世の中にはいろいろな人がいる。彼女が自分で管理人と言うのだから管理人なのだ。ひとまずそういう設定で行こう。

「……だったらすいませんでした、管理人さん。えっと、今日からお世話になります」

「うん聞いてる。それより急に丁寧語かい？　エライえらい」

「えっと名前は――」

「吉野桜！」

「品種みたいですね」

　正直な感想に彼女は「むぐ」と口を噤つぐみ、腕を組んだ。

「……たまたまだよ。憶おぼえやすくていいじゃん。キミの名前は？」

「あ、そっちが先ですよね。すいません。俺おれは柊ひいらぎ行ゆき也やっていいます」

「キミ、字じ画かく悪いねぇ！」

　ものすごく嬉うれしそうな顔で言われる。さっそく反撃だ。というか、口で言って『行也』の字は分かったんだろうか？　ホントに画かく数すう数えたか？

　しかし管理人・吉よし野の桜さくらは、ますます絶好調にニッコリ笑って言う。

「まあ字画悪いんじゃしょうがない。適当にあだ名で呼ぶことにしよう！」

「いや普通に読んで下さい」

「そうだね、キミのことは――『ムッツリスケベ』で呼ぶことにするよ。すぐ鍵かぎを渡して部屋に案内するよ、コードネーム、ムッツリ・スケベ！」

「コードネームって何だよ、それっぽく区切るなよ！　っていうか、あだ名のフリしたレッテル貼はるなよ！」

　桜は「フンム」と口を噤つぐむ。

「……ところでキミ、名前なんだっけ？」

　ずっこける。

「いやごめんね。実はさっきの、よく聞いてなくて」

「……つくづく失礼なヤツだな。俺は、柊行也！」

「へえ、そう。字画が――」



    

  
    
      



    

  
    
      「やり直すな！」

「キミ、女顔のクセしてツッコミきッついよねー」

　桜さくらはとっても不満顔だった。

　行ゆき也やは首を振る。この見えない力関係をひっくり返すには、大人おとなの態度だ。

「それで吉よし野のさ――」

「ああ、桜でいいよ」

　出鼻を挫くじかれる。

「吉野って名字は牛ぎゆう丼どん思い出すから、お腹なかが空すくんだよー。あとその言葉づかいもいいよ。何か喋しやべりにくそうだし。お互い気楽に行こうよ？　歳としそんなに違わないみたいだし」

　――いやあなた明らかに年下ですから！

　そう言ってやりたかったが、大人げないので止やめておく。

　とにかく管理人さんには会えた。あとは鍵かぎをもらって部屋に行くだけ。

　ならその前に、どうしても一つだけ聞いておきたい。

「じゃあ桜」

「オッさっそく砕けた態度だね？」

「……。さっそくついでに訊ききたいことがあるんだが、いいか？」

「うんナニカナ？」

「要するに、さっきの騒ぎは一体何だったんだ？　あのガイコツ――っていうか何なのか。自分で勝手に動いてなかったか？　あと――」

　今も甲かつ冑ちゆうをガチャガチャ言わせながら掃除をしているこの少年。彼は一体何者なんだと行也は思った。対して桜はやれやれと肩をすくめ、最初の質問に答える。

「あれがディサマス人の尖せん兵ぺいだよ。骨に法ほう術じゆつかけて動かすヤツ。まあ雑ざ魚こだけどさ。スピリット・アンティークの実物見るのって初めて？」

「いや、ディサマス人って何だよ？」

「やれやれ、キミ何にも勉強せずに『桜さくら羅ら』に来ちゃったのかい？　しょうがないなあ」

「いやだから、『さくらら』って何だ？」

　行也の問いに、桜はアレ？　と首をひねった。目をパチクリさせる。

「ああ……うん。それで大体は分かったよ。あ～あ、何か変なの来ちゃったなあ。――さて誰だれのイタズラだ？」

「俺おれの新生活は、イタズラ扱いかよ！」

「そもそもキミはその歳で家を出て一人暮らしなのかい？　一般的日本人高校生としては珍しいよネ？　ああ珍しい！」

　早口にまくし立てる桜を、行也は睨にらんだ。

「露ろ骨こつに話を逸そらすな！　――それよりあの騒ぎは何だったのか説明しろ！」

「ふむ」

　桜がそう返事をしてから、ポク、ポク、ポク、チーン。ぐらいの間があった。

「……………………………………………………町内会のお芝居の練習してたんだよ」

　明らかにいま考えてた。

　だが行ゆき也やはあえて追及せず、目の前の動かし難がたい不自然――甲かつ冑ちゆうの少年を指さす。

「じゃあ彼は？」

「……さ、三丁目の田た中なか太た一いちさん」

「日本人かよ！」

「も、もちろんさ。普段はパン工場で『メロンパンの丸さ』をチェックする仕事をしてるんだ。これがまた辛つらい作業なのさ。そんな彼も最近町内演劇に目覚めて――」

「待て待て、目が踊ってる踊ってる。あとすごい給料安そうだな、丸さチェック」

　こんな酷ひどい出任せ聞かされたのは、生まれて初めてだ。

「だがひとまず、芝居の練習だってことで納得しておく。ただし今後は、どこかよそでやってくれ。理由は二つ。剣を振り回すのに、管理人室は向いてないと思う。あと俺おれが生命の危機を感じる」

「キミ、結構な神経質だね？」

　行也は『ぽん』と桜さくらの頭に手を乗せ黙らせた。

「そういう問題じゃないからな？」

　そこへ鎧よろいをガチャガチャ言わせながら、甲冑少年が二人のところへやって来た。

「片づけ終わりましたよ、桜さま。――どうかしたんですか？」

　行也の『何者？』という表情が露ろ骨こつすぎたのか、少年が首を傾かしげる。だが彼は先ほど見た通り、金髪で青灰色の目。ひとまず明らかに日本人ではなかった。

　もっとも行也が映画などで知る白人イメージともちょっと違い、肌がやや浅黒い。それが細かな傷によって白みを帯びた金属甲冑との対比で、やけに目立つ。

「ご苦労サマー。途中から掃除手伝えなくて、悪かったね」

　桜は頭の行也の手を払いのけ、彼を労ねぎらう。しかし甲冑少年の方は何とも気弱に笑った。

「迷惑をおかけしたのはこちらですから。完全に原状回復と行かないのが……」

「大丈夫。どうとでもするよ」

「はい。ところでこちらの方、気づかれてよかったですね。一時はどうなるかと」

「え、俺？」

　行也が自分を指さすと、「はい」と頷うなずいて彼は手を差しだした。とりあえず握手する。

「はじめまして。私はエラントリィと言います」

「三丁目の田中太一さんじゃないのか？　さっき桜が言った名前と違うんだが……」

　行也の問いにエラントリィは「？」と首を傾げ、桜は慌あわてる。

「えっと！　役になりきってるのさ！　田中さんはそういう人なんだよ！」

「まあもういいけどさ……」

「私は放浪中でありながら追われる身でして、『サクララ』に保護を求めて来たんですよ。騎士団総長である桜さまに助けていただこうと思いまして。匿かくまってもらうぐらいのつもりだったのですが、巻きこんでしまいました」

「わーわー」

　突然桜さくらが騒ぎ出す。

「桜さま、こちらの方は？」

　甲かつ冑ちゆうのエラントリィは全くマイペースで桜に訊きく。なぜか桜は胸を張って答えた。

「彼はビッグシティ『東京』からやって来た柊ひいらぎ行ゆき也や！」

「ビッグシティいらなくないか……？　まあいいや、もう」

　桜は全く説明する気はないらしい。こだわっていても仕方がない。

「――それより、そう。部屋の鍵かぎを受け取りに来たんだった。そろそろ引っ越しトラックの来る時間だし」

「ああそうだね。ちょっと待って。持ってくるよー」

　桜は急いで立ち上がると、早足に隣の部屋へ行く。行也も腰を上げると「あの――」と異国の甲冑少年が声をかけてきた。

「どうした？」

「はい、行也さん。ここへ引っ越されたばかりで何ですが、行也さんは『おもちゃ』など持っていないでしょうか？」

「おもちゃ？」

　行也はまた突拍子もない申し出にビックリするが、エラントリィは真剣に頷うなずく。

「何かあまっているものがあれば、譲ゆずっていただけないでしょうか？」

　フウムと行也は考えた。

「あるにはあるし、いいけど――」

「本当ですか！　あの、もちろんタダでとは言いませんからぜひ！」

「いいよ、そんな大したものじゃないし。――でもまあちょうどいいか」

　視線を落とした行也は一人で頷いて、エラントリィを振り向く。

「おもちゃ譲るから、ちょっとこれから手を貸してもらえるか？」

「はい、喜んで！」

　嬉うれしそうにエラントリィは答えた。



　トラックの排気音がアパートの前で止まる。

「うかがいました!!」

　そう溌はつ剌らつとした声で現れたのは、行也が頼んでいた引っ越し業者だった。体格のいい頼もしいニイサンたちが三人、トラックから下りてくる。

　その彼らをアパートの前で出迎えたのは、行也と軍手姿の甲冑騎士・エラントリィである。ニイサンたちは三人ともが、目を皿のようにしてエラントリィを見る。

「ちょっと事情がありまして。なっ？」

「はいっ！」

　エラントリィの方は素直な返事。――というか多分、何も考えていない。

「町内演劇の練習中なのさ！」

　つっかけで出てきた桜さくらが転びそうな勢いで飛び出してきて、口を挟む。

「大丈夫か、桜？」

「大きなお世話さ、それより――」

　桜は手にした鍵かぎを行ゆき也やに放ほうる。

「それがキミの部屋の鍵だから、なくさないでね。部屋は二階の一番奥、十号室。管理人の私に許可なくマスターキー作るのは禁止」

「おう、ありがとう」

　行也は礼を言うと、トラックの荷ほどきを始めたニイサンたちに断って部屋を見に行く。階段を上がる行也に、なぜか桜もついてきた。

「どうした？」

「あ、いや。私も引っ越し作業手伝うよ。その方が早くすむだろうし」

「そりゃ助かるな。ありがとう」

「どういたしまして……」

　桜は苦々しげに目を逸そらす。

　まあ実際のところは、あの甲かつ冑ちゆう少年が妙なことをしでかさないか気になって、ということだろう。だがそれは行也の事情ではない。

　気にせず行也は自分の十号室へ行くと、もらったばかりの鍵で部屋の扉を開けた。

　中はまず、小さな玄関に台所。

　ガス管はあるがコンロはないので、早々に買いに行かなければならない。冷蔵庫もだ。

　バス・トイレは部屋ごとだが、十年ほど前に増設したらしい。他ほかの部分と壁紙が違う。

　奥側が四畳半あるので、机や布団を置くのは問題なさそうだった。押入もちゃんとある。

　あと管理人の桜がしておいてくれたのか、掃除が行き届いて清潔だった。

「いい部屋だな。ありがとう」

　行也は部屋を見回しながら桜に礼を言ったが、返事がない。振り向くと、彼女の注意は完全に、下に残ったエラントリィに向いている。

「気苦労が多くて大変だな……」

「えっ!?　何だい？」

　ようやく桜は驚いた声を上げたが、行也は答えず階段を下りて、アパートの外へ向かった。慌あわてて桜がついてくる。

　外では甲冑をしげしげと見る引っ越し業者と、黙ってニコニコ行儀よくしているエラントリィの姿があった。

「それじゃお願いします。二階の一番奥の部屋ですから」

　行也が言うとなぜか引っ越しニイサンたちの方がホッとした表情になって、無言のまま家具や段ボールを運び始めた。エラントリィと行也、そして桜も、荷運びを始める。

「ところで重くないのか？　その鎧よろい」

　行ゆき也やは途中からどうしても気になって、エラントリィにそう訊きいてみた。

「大丈夫ですよ。慣れてますから」

　呑のん気きな返事が返ってくる。実際、金属の鎧を着込んでいるというのに、エラントリィは常人を上回る力持ちぶりを発揮した。スイスイ荷物を運んでいく。

　トラックがついてから三十分ほど。予想以上の短時間で引っ越し作業は終了した。

「それでは、我々はこれで」

　最後にトラック荷台を片づけた引っ越しニイサン三人を、行也はアパート外で見送る。

「どうも、お世話になりました」

「またよろしくお願いします」

　そう言ってトラックのエンジンをかけ、彼らは首を傾かしげながら行ってしまった。

「こういう時は客相手にツッコまないよう、指示でもされてるんだろうか……」

　部屋に引き返しながら行也は呟つぶやく。だがまあ、そんなことをいちいち気にしても仕方がない。

　まだ引っ越し荷物を部屋に運んだだけ。

　これから家具を配置したり段ボールを開けたりと、やるべきことがたくさん残っている。



　行也が部屋に戻ってみると、桜さくらは段ボールをガサゴソ漁あさっている最中だった。何やらすっかり夢中らしく、行也が戻ってきたことに気づいていない。見るとエラントリィも、それにつき合わされゴソゴソやっている。

　――人の荷物で何やってんだ、まったく。

　行也は目を細めると、まだ丸めたままのカーペットを手に取る。それを桜の頭の上に落とした。

「ぷぎゃ」

　ようやく桜が荷物漁りを止やめて顔を上げる。それを行也は恐こわい顔で見下ろして訊いた。

「何をやっている？」

「うん。えげつなくも露ろ骨こつなるエロエロ本、略してエロ本の捜索だね。常識じゃん？」

「ンなモン、引っ越し荷物の中にゃねぇよ！」

「現地調達かい？」

　もう一回、桜を叩たたいておく。

「ぷぎゅう」

　しかしエラントリィが何かを取り出した。

「これ、そうみたいですよ、桜さま」

　手にしたものを確認することもなく、行也は光よりも速くそれを奪い取った。

　桜はフッフッフと笑う。

「やはりか！　――男子たるものどれほどエロ本を使い捨てようと、絶対に一生取っておく『心の書』なるものが存在するという。で、エラントリィ君？　エロ本のタイトルはナニカナ？」

「プリリンクラブ八月号でした」

「そうかい、雑誌か！　いよいよ本格的だネ!!」

　桜さくらはパチンと指を鳴らした。

「で、特集タイトルは!?」

「真夏の果実たち・水着はこんなに外れやすい大特集でした」

「キャー！　行ゆき也やはオトナ～!!」

「……死ね……もう死ね」

　静かなドスの効いた声で桜に詰め寄ると、行也は顔を真っ赤にしたまま背の低い桜の首根っこをひっ掴つかんだ。そのまま部屋から運び出すと、廊下に置いて玄関の鍵かぎを閉める。

「まったく……」

「すいませんでした。プライベートとかまずいですよね」

　エラントリィが謝るのを、行也は手で押しとどめる。

「どうせ桜の悪ノリにつき合わされただけだろ。アンタが謝ることないよ。――手伝ってくれて助かってるし。――割れものの食器から片づけたいから、そっちのハコ開けてもらえるか？」

「はい」

　しばらくは真面目まじめにガチャガチャ、食器の音だけが部屋に響く。

「……ところでアンタ、おもちゃってさ。何でそんなもの必要なんだ？」

「故郷に持ちかえるためです」

「故郷どこなんだ？」

　エラントリィは横に首を振った。

「分かりません。だから世界中を旅しています。故郷を探しているんですよ」

「へぇ……」

　行也は小首を傾かしげる。三丁目の田た中なか太た一いちさんじゃないのはまあ当然として、何やら込み入った事情があるようだった。

「それで、どんなところなんだ故郷って？」

「いいところ、ですよ……」

　何かそれが根本的に嘘うそだというのは、エラントリィの複雑な表情を見れば察しがついた。

　押し黙った行也に、エラントリィは慌あわてて言葉をつけ加える。

「その、いいところなんですが、生来の方向音痴のせいでなかなか見つからなくて。世界中をさまよい続けて、もう七百年になります」

「なるほど。……その若さで七百年の旅じゃ大変だな」

　行也も気を取り直し、話を合わせる。しかしエラントリィは横へ首を振る。

「それがどうも、六日間で一年歳としを取り、一年が終わると歳がリセットされるという妙な性分でして。今は三月も終わったころだから、従士から騎士に成り立ての十六歳ごろなんですよ」

「へえ……そりゃまた何か大変そうな設定だな…………」

「設定、ですか？　ええっとまあ、大変なのはその通りかもしれません。一月なんか身動きもままなりませんし――」

「スト――ップ！」

　桜さくらの大声が突然思いもかけない方から響いて、行ゆき也やはビクリとそちらを振り向いた。

　ガタガタと部屋の奥側のガラス窓を振るわせて、桜が部屋に侵入してくる。

「何やってんだ、ここ二階だぞ！」

　慌あわてて窓を開けてやる。見るとどうやら、雨あま樋どいを伝ってきたらしい。

　手を貸してやり、窓枠に手をかけた桜を、部屋に引きずり入れる。

　桜はハアハア息をつきながら訊きいた。

「行也、どこまで聞いちゃった？」

「いやもう、大体全部」

　桜は目を瞑つぶり天井を見上げた。無言で自分の額ひたいを『ぺちん』と叩たたく。

　ともあれ行也は困惑しているエラントリィを指さし、小声で桜に訊いた。

「あのさ、桜。彼、もしかして幽霊か何かなのか？」

「いやだなキミはそんな非科学的なことを信じるのかい？」

「何で棒読みなんだよ。俺おれだって別に信じちゃいないが……」

　しかし行也には子供のころの不思議な体験の記憶がある。

　そして今このアパートで妙なことが起きているのも確かだ。それも次々と。

　だから不思議をまず理解できる形で受け入れないと、目の前で起きていることが消化しきれない。不思議の上にさらに不思議が積みあがってしまう。

　そう真剣に考えている行也に、桜は観念したように肩を落とした。

「まあ話せば長くなるんだけどさ。桜さくらヶが丘おかには昔っからいろいろ出るんだよ」

「確かにそういう昔話は、たくさん残ってるみたいだが――」

「うん。まあエラントリィの場合は幽霊っていうのともちょっと違って、あの鎧よろいの方が本体なんだけどね。あれが外居アーク」

「外居アーク？」

「要するに『入れ物』だよ。箱でも何でも入れ物があると、そこに精神体が宿ることがあるのさ。彼の場合は異郷で死んだ大勢の戦士の精神が、『聖ニコラウスの鎧』っていう一つの入れ物に入ってるんだ。まあその名前さえもちょっとした伝説の類たぐいで、年代が全然合わないんだけどね」

「年代とか言われてもよくわかんねえけど、つまり亡者の類ってことか……。でも悪いモノって感じはしないんだよなあ」

　行也は押し黙った。

　不思議な話だが、幽霊だという前提を置いてみても、やはりエラントリィは恐こわい感じがしない。今も行ゆき也やと桜さくらが小声で話し込むのを見て、仲直りしたのだとニコニコしている。

　人間か、そうではないのか？　そもそも何なのか？

　そんなことを抜きにして、『そういうものだ』とエラントリィを認めたくなる。

「……つまり気に入っちまってる、ってことなんだろうか？」

「ならそれでいいっていうのが、私の流儀だね」

　何だか偉そうに、桜は答えた。



　その後、一通り小こ綺ぎ麗れいに片づけを終えた行也の部屋で、三人は話し込んでいた。

　行也としてはエラントリィの正体について、まだいろいろと詮せん索さくしたい気持ちもあった。だが本人を前にすると、どうにも無ぶ粋すいであるという気分になってしまう。結局、あとで桜に全部訊きけばいいかと考え直して、日が沈むころまで駄話に明け暮れた。

　やがてエラントリィが『出発の時刻』と言うのでお開きとなり、エラントリィ自身は支度をするため管理人室に戻った。そこに荷物を置いているのだという。

　行也の方は、桜と一緒に見送りのため、ビニールの包みを持ってアパートの表へ出た。驚いたことにそこには、鞍くらのついた白い立派な馬が待っていた。毛の長い、神秘的な雰囲気を漂ただよわせた馬である。

「さっきまでいなかったのに……。エラントリィを迎えに来たのか？」

　行也の問いに桜が「そうだよ」と答える。

「本当に、もう行っちまうんだな」

「名な残ごり惜しい？」

「そりゃ桜の方だろ」

「まあね」

「……俺おれもちょっとはな」

　行也はため息をついた。

「でもアイツが七百年かけて探してる場所は、ここじゃないからな……」

　そしてだからこそ、どうしても気になることが一つあった。

「――なあアイツが故郷にたどり着いて、旅が終わる可能性って、本当にあるのか？」

　桜は横に首を振った。

「……彼の目的地は複数の人格の中で、分裂しちゃってるからね。おまけにそのほとんどは、当時の戦争でもう滅んだあとだよ。大半は場所がどこかもはっきりしないし、遺跡として見つかる可能性すら極めて低いね」

「そうか……何だか不ふ憫びんな話だな。意味ないじゃないか」

「ここで立ち止まるならね」

　桜の力強い声に、行也は「えっ？」と振り向く。

「七百年かかって見つかりませんでしたならバッドエンドだ。でも旅はまだ終わってないよ。――千年かかってまだ探しています、ならハッピーエンドじゃないかな？」

　急に頼もしいことを言いだすので、行ゆき也やは苦笑してしまった。

「そうだな。――でもさすがに『日本』じゃないだろ？」

「まあ、それはね……」

「何でアイツ、ここに立ち寄ったんだ？」

「――桜さくらヶが丘おかは、特別な土地なのさ」

　まるでその声を遮さえぎるかのように、強い風が吹き抜ける。桜さくらは舞いあがった自分の髪を、慌あわてて手で押さえつけた。

「や、風が出てきたねえ。春も本番だよ」

「そうやって普通のことに慌ててると、ようやく女の子に見えるな」

　苦笑する行也に、なぜか桜も苦笑で返す。

「ニヒルを気取って皮肉のつもりかい？　でもソイツは『社会の窓を全開にした男』が言っても決まらないのさ！」

「へえ」

　行也はものすごくつまらなそうに、肩をすくめた。桜は落ちつかなげに左右へ目をやる。

「……直さないのかい？」

「そんな手に引っかかるかよ。小学生じゃあるまいし」

「仕込みがないとやっぱりダメか――」

「勘弁してくれ。俺おれの社会の窓に、何を仕掛けようってんだ……」

　だが桜は単純に悔くやしいらしい。腕を組んでムムと唸うなる。

「お待たせしましたー!!」

　そう言ってエラントリィが管理人室から出てくる。

　笑えることに、彼は予想外の大荷物を抱えていた。幽霊とはいえ世界を旅するとあっては、それぐらいの準備が必要なのかもしれない。引っ越しで見せたあの力持ちが、強風に煽あおられ、荷物ごとフラフラと流されていく。行也は途中から手を添えて助けてやった。

「すいません、助かります」

「だが残念、もっと増えるぞ。はい、これ約束のおもちゃ」

　行也は手に持っていた白いビニールの包みを渡す。

「おお……ありがとうございます」

　うやうやしく丁寧に、エラントリィはそれを受け取った。何だか大おお袈げ裟さな感動ぶりだが、中に入っているのはただのオセロである。これならルールは憶おぼえやすいし奥も深いから、ちょうどいいだろうと思ったのだ。

　エラントリィは喜き々きとして、白馬に大きな荷物と小さなプレゼントを積み始める。手伝おうかとも思ったが、勝手が分からないので手間を増やすだけだろう。再び待つ。

　桜は――と視線をやると、彼女は何やら夕ゆう映ばえの空を、黙ってじっと見上げていた。

「何だ、天体観測か？」

「うん」

「うんって……」

「そろそろ『こと座流星群』ってのが見える季節なのさ。気になってね」

「流星群？」

　行ゆき也やも夕焼け空を見上げる。日も沈んで星も出始めているが、桜さくらの言う流星のようなものは見えなかった。

「俺おれはそれよりも――」

　行也は天から地へと、視線を下ろす。そこには一面のサクラが咲いている。空の青に薄桃色の花びらが映えて、絶妙の色合いとなっていた。

　隣の――管理人の方の桜が、同じようにサクラの木を見て訊きく。

「行也はサクラが好きなのかい？」

「好きだぞ。……言っとくけど、お前とは関係ないからな」

「だってサクラって、不気味だと思わないの？」

　急にひときわ高く風が鳴ったような気がした。煽あおられたサクラの枝が、一斉に大きく揺れる。

「不気味？　……いやまあちょっと、妙な感じがすることはあるかな。妖あやしい感じっていうか。でもさすがに『不気味』とまでは思わないが」

「――いいかい。サクラってのは、葉を出さないでいきなり花を咲かせるわけさ」

　桜の口ぶりは明るいのに、その言葉は迫る夜の闇やみの中で不吉に響く。

「枯れ木にいきなり花が咲く。――死んでいるものが動き出す」

「おいおい、どうしたんだ……？」

　何か桜の様子はおかしかった。そして三度、春の荒っぽい風が吹き抜ける。

　今回は桜さくらヶが丘おか全体を鳴らすように、木の梢こずえがザワザワと鳴る。風がやんでも全く鳴りやまない。ガタガタ、ゴトゴトと、いつまでも往おう生じよう際ぎわ悪く続いている。

　桜はため息をつくと、周囲を一いち瞥べつして宣言した。

「――来たね」

「何がだ？」

　だが答えはない。そして行也が改めて聞き返す必要もなかった。

　行也の目の前にいるのは、忽こつ然ぜんと現れた白、白、白のガイコツたちの群だった。



「どうやって……」

　行也はどうにかそれだけ口にする。

　しかしとにかく、何の予兆もないまま桜さくら丘おかアパートは剣や鎧よろいで武装したガイコツ兵士の大軍に取り囲まれてしまっていた。まるで空気の中から涌わいて出たとしか思えない。

　おまけにその数は、遠慮というものが全くない。

　大軍と言ってもまだ言い足りないぐらいの、ものすごい数である。百体や二百体どころではない。多分一万体ほどいるのではないかと思える。

　行ゆき也やと桜さくらはそれぞれの表情で周囲を見回す。すでに荷物を積み終わったエラントリィは、黙って愛馬に跨またがった。馬上から警戒するように、厳しい視線を走らせている。

　そうこうするうちにガイコツたちの向こうから、蹄ひづめの音と馬のいななきが聞こえてきた。現れたのは全身を見事な漆しつ黒こくの鎧よろい兜かぶとに包む、ガイコツの騎士だった。その乗る大馬はやはり、骨しかない。

　骨の馬が止まると、ガイコツ騎士は兜かぶとの下のアゴ骨をカタカタと鳴らして言った。

「我輩は常世国デイサマスからの使い。『逆撃のコン＝トルパリ』」

「分かりやすい格好で助かるね。キミが責任者？」

　桜は全く気楽に言い、ガイコツ騎士は頷うなずいた。

「その通りである」

「じゃあここはもう桜さくら羅ら騎士団領だって分かってるわけだ？　それともこれって『進軍』なのかい？」

　――ナニ？　何団領だって？

　行也にはよく聞き取れなかった。そもそも状況が理解できない。

　だがどうやら桜が怒っているらしいことは、その声だけで分かった。いや『緊張しているのか？』と行也は思い直す。桜はピリピリしていた。

　一方、黒甲かつ冑ちゆうの騎士の方は実に横おう柄へいな態度でエラントリィへ視線をやる。

「我が方の犯罪者逃亡を阻止するための、やむを得ない措置である。お許しいただこう。同じ騎士として我輩の苦渋の決断と丁重なる配慮を、桜羅の長おさ殿にも理解していただきたい」

「ふうん。それはご苦労さまだね。それで犯罪者エラントリィの罪状は？」

「常世国デイサマスへの裏切り。スパイ行為。地上世界トェルフタへの亡命――」

「彼が死の国デイサマスに所属したという事実はない。だからそれは誤解だね」

「犯罪人を匿かくまうのであるか？」

　変なしゃべり方の黒い骨騎士は、今度は怒りだした。しかし桜は譲ゆずらない。

「それはキミたちの法ロゴスだ。しかしこの土地での法ロゴスは、全すべて私にあるんだよ。そして桜羅は路みち守もりの騎士団だ。月天の『あちら』と地上の『こちら』、その行き来で起る全てから、また全てを守るために存在している。だから彼は渡せない」

「……もう一度だけ訊きくのである。犯罪者エラントリィの身を引き渡す気はないと？」

「旅するだけの存在を、私が縛りつける道理はないさ。キミは法ロゴスに裁かれるよ？」

「我輩に対し、何という不ふ遜そんな口の利きよう！」

　黒騎士コン＝トルパリは激怒して、自分の骨馬に地団駄を踏ませた。カポカポと蹄のうるさい音が響く。

　しかし桜は眉まゆをひそめた。

　――違う。これは、関心ひき!?

　すぐにそう見抜く。

　コン＝トルパリは自分に注意を引きつけようとしている。ならばその狙ねらいは――。

　桜さくらは横目の一いち瞥べつで、それを確認していた。背後にある植え込みの葉が鳴ると同時。そこからガイコツの一体が飛びかかってくる。ぎらつく剣の刃やいばがひらめく。

　しかし桜は唇の端で笑うと、ガイコツ騎士コン＝トルパリに視線を戻した。

「まあ、いいさ。……私の力、究極防御にして真実の楯たて無なし、『赤せき山ざん明みよう神じんの鎧よろい』とはどれほどのものか見せてあげ――」

「桜ッ、あぶなああい!!」

「ええっ？」

　すっかり存在を忘れていた行ゆき也やの大声に、桜は頓とん狂きような声を上げた。いや白馬の上のエラントリィや、その場にいた敵のガイコツたちまで、全員が行也を振り向く。

　暗殺者の凶きよう刃じんの前へ飛び出した行也は、思いきり袈け裟さ懸がけに斬きられた。

「あの、ちょっ――」

　慌あわてて駆け寄った桜の目の前で、行也の身体からだはフラフラ揺れる。

　グダグダと血を流しながら、振り返った行也は微笑ほほえんで言った。

「大丈夫、こんなのかすり傷ダゼ……」

　その一言で力尽きた行也は、グシャリと変なポーズで地面に倒れた。

「あぁ……」

　口をパクパクさせた桜は、次の瞬間、血だらけの行也に思いきり叫んだ。

「もしかしてキミ、すごいバカなのかい!?」



　間の抜けた困惑からいち早く立ち直ったのは、暗殺に失敗したコン＝トルパリだった。

「ええい！　何やら我輩の段取りが大幅に狂った。が、問題はないぃ!!　このまま全員八つ裂きにしてしまえぃ!!」

　振り上げた手を振り下ろし、ガイコツの親玉は配下のガイコツ兵士たちに突撃を指示する。今までは距離を保っていたガイコツたちが、一斉に桜たちへ襲いかかってきた。

「……悪いけど、しばらく一人で時間を稼いでもらえるかい？」

　桜は白馬に跨またがったエラントリィに向かって言った。

「行也を運んで治療するよ。このままだと死んじゃうっぽい」

「承知です」

　答える馬上のエラントリィは一刻も無駄にはしない。荷物にくくりつけた自分の剣を鞘さやから抜くと、敵に向かって突っこんでいく。

　残された桜は倒れた行也を肩に担かつぎ、両目を瞑つぶる。

「離り坤こん震しん兌だ・艮ごん坎かん乾けん天てん人じん！」

　次々に手印を切ると、桜の足下の土が弾はじけ飛ぶ。代わってそこには輝く光の輪が出現した。そのままふわりと宙に浮いた桜は、行也を担いで真上に飛んだ。

「……さく…ら……？」

　この一連の不思議な技を、行ゆき也やは朦もう朧ろうとした意識で見ただけだった。

　気がつくと行也の身体からだは、固い傾斜した地面の上に寝かされている。どうやら桜さくら丘おかアパートの瓦かわら屋や根ねの上に寝かされているらしいと、しばらくしてようやく行也は理解した。

「意識はあるかい？　まったく。……見なかったことにしてほっぽり出そうかと思ったよアホが」

「…………アホじゃない」

　息も絶たえ絶だえに反論する行也の額ひたいを、桜さくらはビシイと叩たたいて黙らせた。

「うぐ……」

「私を守ろうなんて十年早いよ。ただそういう骨のあるところは見直したかな？」

　桜は懐ふところからお札を取り出すと行也の傷の真ん中に貼はり、また手印を切る。

　直後、札は行也の身体の上で、青白い炎に包まれて燃え始めた。

「う、うわぁ……」

　弱々しく情けない悲鳴を上げる行也の額を、桜がガッシリ掴つかむ。

「大丈夫、すぐ終わるから」

　強引に寝ころばせる。すぐに札は焼け落ち、青白い炎も消えた。

「はい終わり。傷、治ってる？」

　桜の問いに「んなわけないだろ」と言いたいのをこらえて、行也は恐る恐る傷口を触ってみた。だが本当に傷は塞ふさがっていた。それどころか先ほどまでの酷ひどい痛みもきれいになくなっている。何やら化ばかされたような気分だった。

「大丈夫そうだ……ありがとう」

「どういたしまして、と言いたいところだけどね。ホント同じ人間に一日二回も高等回復法ほう術じゆつ使うなんて、私も初めてのことさ」

「……二回？」

　途端、桜はギクッとしたように目を逸そらして言った。

「い、一回ダヨ？」

「嘘うそつけ！」

　最初の一回目は多分、初対面で天井に叩きつけられた時なのだろう。その時も桜はこの術を行也に使い、ケガを治したのだ。

「一日に二度も半殺しにされるとは……」

「でもどっちもキミのせいさ。自業自得だよ」

「開き直るか、そこで――」

　文句を言いながら行也は身を起こした。

　だがすぐ激しい目眩めまいに襲われ、横に手をついてしまう。その手にも力が入らず、感覚が痺しびれたように鈍にぶい。体が崩れ、目の前がずっとチカチカする。

「あれ……」

「傷口を構造的に復元しただけだから、血が足りてないのさ。動かない方がいい」

　行ゆき也やはしばらく肩で大きく深呼吸する。ようやく視界が戻ってきた。

「大丈夫かい？」

「……何とかな。――でも今、どうなってるんだ？　そうだエラントリィは？」

　桜さくらは無言のまま視線で、屋根の下を促うながした。

　完全に日の落ちたアパート前で、愛馬に乗ったエラントリィはガイコツ兵士を蹴け散ちらし奮闘している。しかし数の多さだけはどうしようもなく、苦戦していた。

「さすがに助けが必要だね。この敵の量だと、私も力ちから紙がみがいるか――」

　言いながら桜は再び懐ふところから、今度は真っ白な紙を取り出した。それを細く畳たたんで、自分のお下げの根元あたりで結んだ。紙は「ポン」と破裂するような音を立て、白いリボンのようになる。

「何を始めるんだ……？　お前が一人で行ったって――」

「ん？」

　そう不思議そうに首を傾かしげた桜の手元と足下から、金属の回転で生じるような甲かん高だかい音がキンキンキンと響き始めた。そして突如、空気の中から渦を巻いて現れた鎖が桜の手足に巻きつき、組み合わされていく。連続する金属音を立てながら、桜の手足をしっかりと覆おおう鎧よろい――金属製の籠手ガントレツトと脛当てグリーヴブーツが出現する。

　形は西洋風ながら、基調となる黒の上を紅あかの線が縦に走る。色だけのイメージはどこか、歴史劇に出てくる武将の鎧のようだった。

「桜、お前それ……」

「これが赤せき山ざんの鎧だよ」

　桜はさらに懐から三枚目の紙――今度は先ほどとは違う色のお札を取り出す。これを折ってまとめ一つにすると、ポンと音を立てて一振りの刀が出現した。

「ここまで来たら、もうついでだ。行也も見ていくといいさ、騎士の戦いを！」

　そう告げると桜は、屋根から飛びおりた。

「ちょっと、おい！」

　行也は這はうようにして屋根の端まで行く。

　だが桜は大きな光の輪を背負う位置に出現させ、宙を飛んでいた。地面スレスレまで高度を落とすと、飛行したままガイコツ兵士の群の中をジグザグに移動。

　走るより速く移動しながら、手にした刀でガイコツをバッタバッタとなぎ倒す。

　――というか、強い。

　行也は唾つばを飲みこんだ。

　少女とは思えない豪腕で刀を振るったかと思うと、跳躍で反撃をかわし、密集した敵に自分から飛びこむ。

「だがそんなやり方じゃ……」

　行也が心配する間もない。桜はあっという間にガイコツの大軍に取り囲まれてしまった。

　だが桜さくらは直後、刀を左に大きく振りかぶった独特の構えに入る。

「――颯サは鋭く現れる形さま！」

　そう叫ぶとまるで体当たりのように、敵の集団の一角に突撃する。

「区クは分かたれる形さま！」

　剣が届くギリギリの距離で、桜は剣を振るった。最初に大きく『フ』の字に斬きると、次に『』に斬る。『区』の字を一ひと筆ふで書がきする剣の動きに巻きこまれたガイコツ数十体が一気に、バラバラの破片となってまだその場に舞う。

「開ラは開かれたる形さま！　喰くらえ、さくら斬りィ!!」

　桜は最下点にあった剣先を、その体勢から一気に切り上げた。空気を鳴らす轟ごう風ふうの元、細切れになったガイコツが紙吹雪のように夜空へ向けて吹っ飛ぶ。

　桜はさらにその場に踏みとどまり、二度三度と『さくら斬り』なる技を決めていく。そのたびに噴火する山のごとく、ガイコツの骨の細切れが、春の夜空へ飛び散った。

　これに敵の親玉・黒騎士コン＝トルパリが慌あわてた声を上げる。

「何をしておる、たった二人だぞ！」

　たまらず叫んだのはいいが、――その通り。もう一人いるのだ。

　桜が敵を引きつける間かん隙げきを縫って、白馬に乗ったエラントリィは一気に馬を走らせた。狙ねらいは黒騎士コン＝トルパリ。行く手を遮さえぎるガイコツ兵士は、雑草のように剣で頭を狩られていく。



    

  
    
      



    

  
    
      　その経験と技術で全く容よう赦しやなく戦いながら、エラントリィは歌い始めた。

『我らが故く郷にに、踊りなく歌もなく――』

「何だ！」

　コン＝トルパリの方は起っている全すべてのことに疑問の声を上げる。しかしエラントリィはそのまま突進。

『――民は争いに明け暮れ、国は戦に明け暮れ、地は血によって固められる』

　そう歌いながら、周囲を一掃した白馬の騎士は一いつ旦たん馬を止めた。剣を掲げコン＝トルパリに対決を促うながす。

『我が父は遊びを知らず、母は笑いを知らず、ゆえに我が子らもまたどちらも知らず』

　また一節を歌って、動こうとしない敵大将に突進、一気に距離を詰める。

『大地の全ての道々を行く我らは、帰り待つ子らのため、花と色とを諸手に運び、遊びを集め、楽器と踊りを集めん。いつの日にか帰らんや――帰らんや！』

　最後衛の雑兵を一気に蹴け散ちらしたエラントリィは、強烈な剣の一撃をガイコツ騎士・コン＝トルパリに叩たたきこんだ。

「ぬぅ！」

　さすがに馬を動かしたコン＝トルパリは、どうにか己の長剣を抜き、これを防いだ。

　だがエラントリィはさらに打ちかかる。二度三度と接近のたびに剣を打ちあい、防御一辺倒の骨騎士はそのたびにジリジリと馬を下げる。

「ええい貴様ら！　さっさと我輩を手助けをせんか!!」

　そう声を荒げてようやく、コン＝トルパリは気がついたらしい。ガランとした左右を見回し、「んな！」と完全に言葉をなくす。もうそこにあるのは一面の、骨の破片で埋め尽くされた平原だけだった。

　まだガイコツたちのうち数十体は、散り散りになりながらも何とか動いていた。それを桜さくらが追い回し、一体一体バラバラにしている。多分あと一分ぐらいで全滅だ。

　攻撃を一旦控えたエラントリィは、一定の距離を保ちながらも油断なく睨にらむ。だが勝敗はすでに決していた。

「むう――者ども！」

　黒騎士コン＝トルパリは裏返った声を張り上げる。

「我輩らは騎士的な整然とした態度で一旦引き上げるとしよう。だがこんな野蛮なやり口が、いつまでも通用すると思うなよ人間！　我らが『常世国デイサマス』はいずれ全力を持って桜さくら羅ら騎士団を名乗る不ふ逞ていの輩やからを――」

「いいから！」

　そう言った桜は足下に転がっていたガイコツの頭を、無造作にひっ掴つかんだ。

「早く帰れ！」

　まだ喋しやべり続けているコン＝トルパリに思いきり投げつける。剛速球のストレートが頭の兜かぶとにブチ当たり、ガイコツ騎士は二三度首をガクガクさせた。そのあと元気なく、乗った骨馬の頭をめぐらせる。

「撤退！　もっとも次に会う時、泣いて許しを請こうのは貴様たちの方だ！　まあそうなっても我輩は絶対に許さぬがな!!」

　言うだけ言いきるとコン＝トルパリは、骨の馬を全力で駆けさせ、夜よ闇やみの中へ姿を消した。周囲の動けるガイコツたちも逃げた主あるじを追うように、闇やみの中へ消えていく。



「超小物だ……」

　桜さくらは疲れたように肩を落とし、エラントリィに目配せすると、『行って』という風に刀を振った。白馬の上で騎士は一礼すると剣を鞘さやに収め、こちらも踵きびすを返した。ガイコツたちとは反対側の夜の闇の中に、一気に駆けていく。

「元気で！」

　行ゆき也やも屋根の上から、何とか出した大声でエラントリィに手を振る。駆けていく白馬の騎士は「行也さんも！」と一礼すると、高らかな蹄ひづめの音とともに去っていった。

「……まあ幽霊に元気も何もないか」

　そう言って行也は一人、屋根の上で笑った。もうちょっといい言葉があったかなと、今さら思う。あの人――夜桜のお姉さんだったら、何と言っただろうか。いや多分あの時と同じ、『いってらっしゃい』だ。確かにそれが一番しっくり来る。

　やがて桜さくら丘おかアパートを騒動に巻きこんだガイコツたちは、破片も含めて完全に消滅した。ようやく戻ってきた平常通りの風景に、行也は改めてホッとする。

　一仕事を終えた桜も、光のリングを足下に飛んで、ふわりと屋根に降り立った。

「お待たせ。身体からだの方はもう大丈夫かい？」

「ああ、まあ何とか。それより行っちまったなアイツ」

　行也はエラントリィの去っていった方角を、視線で促うながす。

「また会えるかな？」

「行也はもういい歳としだから、十二月には会えないしねー」

「俺おれの歳は関係ないだろ……？」

「ふむ」

　桜は何か含むところのあるような、妙な笑いを浮かべた。

「エラントリィってさ、歳とし神がみの性質を持ってるんだ。――年が明けると赤ん坊に戻っちゃうって話、彼から聞いた？」

「ああそういや、何かそんなこと言ってたな……」

「うん。で、毎年十二月のお爺じいさんになったころに、そろそろヤバイって感じ始めるんだって。だからその年に集めたおもちゃは、ひとまず全部子供たちに配っちゃうんだよ。故郷とめぼしき場所で手当たり次第。だけどまあ、実際は彼の人格は一つじゃないから世界中に配ることになるよね」

「……毎年十二月に？」

「うん。七百年間ずっと」

　行ゆき也やは無言で頭を抱えた。

「……まあそれじゃ、別の機会を待つか。俺おれも十年かかってこの町に戻ってきたんだし、普通に会える日も来るだろ」

「そうなのかい？　行也は元々、桜さくらヶが丘おかに住んでた人？」

　訊ききながら桜さくらはリボンのような『力ちから紙がみ』と、暴れてほつれたお下げの髪止めを外した。結っていた割にクセのついていない真まっ直すぐな髪が、春風の中に広がる。

「行也は桜ヶ丘に帰ってきた人か。じゃあ改めて『おかえりなさい』だね」

　そう告げる桜は、『あの人』にそっくりだった。

　呆ぼう然ぜんとしてしまう行也に、長い髪の桜は不思議そうに首を傾かしげた。



    

  
    
      


第二章





　翌日は桜ヶ丘高校の入学式。

　その普通の人生的には割と重大なイベントも無事終了し、行也はひとり廊下でブラブラとしていた。

　クラス発表はすでにあったので、鞄かばんは教室に置いてきた。だがまだ『自分のクラス』という実感は薄く、ちょっと浮ついた空気も行也は苦手だった。そんなわけで廊下に逃げてきたのだ。

　ただこうやってボンヤリしていると、思い返されるのは昨夜の桜のことばかりだ。あの騒動のあと、桜は一通りの秘密を行也に話してくれた。

　何でも桜さくら羅ら騎士団とは桜ヶ丘に出没する『怪異』と戦う組織で、桜はその騎士団総長なのだという。設立されたのは八百年も前。『１１９２いいくに作ろう』だから鎌かま倉くら時代だ。当時は『桜さくら羅ら探たん題だい』としてスタートし、明治時代ごろに洋化して『桜羅騎士団』へとリニューアルしたのだという。

　そして桜が管理人をする『桜さくら丘おかアパート』も、実際は騎士団宿舎の一つらしく、だから行ゆき也やがいるのはおかしい、ということらしい。

「とはいえ、どうしたものかなあ……」

　行也としては今後の桜さくらとの距離の取り方に、ちょっと悩む。好奇心もあるのだが、何かのたびに半殺しでは身が保もたない。向こうもちょっと迷惑だろう。

　そんなことを廊下でとりとめもなく考えていると、ごく間近で声がした。

「おい、あれそうじゃねえの？」

「それっぽいな。教室の方にはいなかったし」

　――何だ？

　行也は声の方を振り向いた。見知らぬ男女の生徒たちが、行也を指さして何か話している。直接話しかけられているわけではないが、明らかに行也に用があるらしかった。相手の集団は行也と同じ新一年らしく、みんな制服が真新しい。

「……？」

　行也も言葉にならないまま、彼らを見て何か妙な気持ちになった。もちろん知らない相手なのだが、何か頭に引っかかる。

　お互いはっきりしないまま、相手方の一人が仲間に「声をかけてみろよ」と言いだした。

　――誰だれだっけ？

　喉のど元もとまで出かかったところで、行也は相手の集団を指さし「あー……!!」と廊下中に響く大声を上げてしまった。もう十年も前、幼稚園時代の友人たちだった。

「やっぱり行也か!?」

「もしかしてタツン？」

「そっちは俺おれ。小お野の達たつ哉や」

　別の一人の恰かつ幅ぷくのいいのが自分を指す。そうだ！　とすぐに記憶と一致する。

「うっかりしてた！　桜さくらヶが丘おかで進学するなら同じ学校でも不思議ないじゃないか。――それよりむしろ、何で俺いるって分かったんだ？」

「クラス発表で全員の名前、張り出されてるし。まあ俺たち別クラスだけどな」

　タツンが言って「ああ！」と行也は頭を抱えた。言われてみれば全く当たり前のことだ。

「俺も同じもの見てたのに……。あん時のアダ名しか憶おぼえてないや」

「オマエは昔からあんま頭良くないから。期待してないよ」

　そう言って笑われる。ムムッ、と行也が反論できないでいるところへ、丸メガネの女子――確かアダ名はドーナツが、もう一人の女子の背中を押して来た。

「ねえ行也クン。うぐみのこと憶えてる？　同じクラスよん」

「奈な津つ江えちゃん、ちょっと」

「行也君の名前見つけたのも、うぐみだよ」

「だから私だけ同じクラスだったからで……。もー」

　背中をドーナツに押された女の子は、真っ赤な顔をする。一方の行也は、やがて「ああ……」と頷うなずいた。

「……何とか憶おぼえてる。でもあれ……フルネーム何だっけ？　『うぐみ』ってのは名字でも名前でもないし……」

「恵めぐみ。――鶯うぐいす谷だに恵めぐみ」

　恥ずかしそうに目を伏せて、『うぐみ』本人がそう言った。それでようやく行ゆき也やも記憶が繋つながる。

　子供のころも、ちょっと気弱でモジモジオドオドしていた女の子だ。今も昔も同じショートカットで、そこから一房だけ重力に逆らって飛び出したクセ毛がある。まあいわゆるアホ毛と言われるヤツだが、そんなところに面おも影かげが残っている――。というか長い年月を経て、アホ毛も随分と立派に成長していた。

「お前も大きくなったなあ……」

「……？　行也君？　どこに話しかけてるの？」

　困惑する恵の前で行也は「うんうん」と頷うなずいた。一方、ドーナツ奈な津つ江えが恵の後ろからムニムニと胸を揉もむ。

「大きくなった？　うぐみはちっさい……」

「ギャッ！」っと叫んだ恵は反射的に奈津江の顔面へ肘ひじ打うちを叩たたきこむと、ピョンと跳んで行也にしがみついた。

　鼻を押さえたまま涙目の奈津江に、行也は呆あきれた思いで言う。

「お前は十年たっても相変わらず手つきがエグいな」

「幼稚園の時に手つきがエグかった憶えなんかないわよ……あいたた」

「――鶯谷、お前も友達は選んだ方がいいぜ」

　行也は制服にしがみついたままの恵を見下ろした。恵の方はポカンと見上げている。

「行也君――」

「ん？　何だ？」

「ちょっと見ない間に、格好良くなったね――」

　――そんな『久しぶりに会った親しん戚せきのおばさんから』みたいな褒ほめ方されても。

　どう返していいのか行也は困った。だが恵は先ほどのことがよほどショックだったのだろう。顔は赤いし目をウルウルさせ、半泣き寸前に見えた。ここで酷こくなことを言うのもあんまりなので、行也はオトナな態度で返した。

「鶯谷も随分かわいくなったよ」

　途端に恵の顔は、ボンと破裂したように赤くなった。しがみついた手を離して退ひく。気がつくと、周りの連中が全員一致のニヤニヤ笑いでこちらを見ていた。

「何だ、お前ら……」

『べっつに！』

　一斉に言い返される。

「――何だよ俺おれだけ仲間外れかよ」

　行也は憤ふん慨がいせずにいられない。コイツらはこういうアホアホ集団なところまで、幼稚園時代のままだ。全くしょうのない連中である。

　そんな中、恵めぐみ一人が空気を変えようと、果敢に話題を振ってくれる。

「そ、それで行ゆき也や君。いつからこっちに来てたの？」

「ああ。昨日こっち来たばっかりだ。いま下宿で一人住まい」

「高校生で一人暮らし？　すごいよ」

　恵は目をまん丸にしてキラキラさせる。だがその反応は、行也にはよく分からない。

「大変なのもすごいのも、俺おれじゃなくて親父おやじだし」

「でもご飯とか大変だよ？」

「まあ家事ぐらいは、俺も一人でがんばらないとな。元々が父子家庭だから、慣れてるし平気だよ――どうした？」

　あっという間に枯れた表情になった恵は、なぜか唇を尖とがらせている。

「……行也君って、自分で作ったスキを自分で埋めていくクセ、治ってないよね」

「何の話だ？」

　全くわけが分からない。そして恵は最終的にシュンとした表情で言った。

「……桜さくらヶが丘おかに帰ってきたのって、あの女の人探すためなんだよね？」

「よく分かるな。てか、何で知ってるんだ？」

「いやお前、引っ越し直前に俺たちにも散々訊きいてたじゃん。夜桜お姉さんだっけ？」

　昔は一番よく遊んだ仲のタツンが言った。他ほかの連中も表情を見ると、よく憶おぼえていると首を振る。

「俺、そんなに訊いて回ってたのか。何か節せつ操そうないな。まあ五歳だからしょうがない。それで追加情報ないか？」

「お前……本当に、反省は口先だけだな」

　その場の全員がため息をつき、全員横に首を振る。情報の方はない。

「そうか……いやありがと。のんびり捜すよ」

「もしその人が見つかったら――」

　恵が真剣な表情で、行也に詰め寄る。

「もしその女の人が見つかったら、行也君、その人とつき合うの？」

「……相手もう三十代か、下へ手たすりゃ四十行ってる歳としだぞ？」

「あ――」

「初めっからそんなディープでもしょうがない。下心なんてないよ」

「初め？　っていうことは、今までつき合った人とかいないの？　――良かった」

　ホッと胸をなで下ろす恵に、「良かったところなんか一つもないだろ」と行也は横に手を振った。

「おまけに引っ越した先が、妙なアパートでさ」

「そうなの？」

「ああ。管理人が騎士団総長なんだぜ？　一番偉い人。どうだすごいだろ？」

「騎士団で一番偉いんだったら、団長じゃないの？」

「そっちか……。いや、言われてみりゃあそうだな。でも違うらしいぞ」

　その時、廊下を走ってくる騒そう々ぞうしい足音に行ゆき也やは気がついた。「うん？」と思って行也が振り返ったその先には、もうすでに視界いっぱいの桜さくらがいた。

　制服姿にオーバーニーソックスな今け朝さの彼女は、とても正面至近でジャンプなドロップキックで！

「おは――」

　避よけようもない蹴けりを脇わき腹ばらに叩たたきこまれ、行也は絶叫とともに廊下を吹っ飛んだ。

　だが悶もん絶ぜつし……床にグッタリと這はいつくばる行也に容よう赦しやはしない。制服姿の桜は行也の耳を引っ張り上げた。

「まったく油断のできない男だね、キミは」

　虫の息の行也は、桜を睨にらむ。

「……廊下は走るな、校内はプロレス禁止。生徒手帳の校則……読まなかったのか？」

「秘密をペラペラ喋しやべるからだよ」

「秘密？　ああ……やっぱ秘密なんだ。っていうか桜……同じ学校なのか？」

「当たり前だろ？　キミは頭悪いな？」

「ああ……。そだな」

　何かもう、どうでもいいや……。

　そう思ったところで、行也は失神した。



　死ぬかと思った。

　だがとにもかくにも吉よし野の桜は、高校生で行也の同級生だったということだ。中学生ではなかったのだ。というか同じクラスだった。いま同じ列の三つ隣に座っている。まあ桜さくらヶが丘おかに高校は一つしかないので、歳としが同じなら偶然と言うほどのことでもない。

　一方、行也の隣の席にいる恵めぐみは、ムムムと敵意の視線を桜に向けていた。確かにまあ、知り合いがいきなり殺人キックを喰くらわされれば無理もないだろう。ショッキングすぎる。

「――そんなわけで、だ」

　黒板に四月の予定を書いていた四角メガネの男性教諭が、教卓にパンと手をついた。

「来週にはさっそくテストがある。これでお前たちの実力を計るから、各自きっちり勉強し直してくるように」

「入試やったばっかじゃん」

　さっそく教室はブーイングの嵐あらし。しかし担任は薄情な顔で「うるさい黙れ」と一喝した。

「高校は義務教育とは違うぞ！　成績が悪いものは容赦なく赤点、補習、追試のペナルティだ。嫌なら学校やめてもらっていいぞ」

　ますますブーイング。行也も『何かしょうもない先生だな』と閉口した。

　――桜はどう思っただろう？

　行ゆき也やはそちらを横目で盗み見するが、特に意見はないらしい。極めて平静にしている。何というか学校の桜さくらは、普通にかなり地味だった。

「それじゃ今日はこれで終了。起立」

　教師の声で全員が立つ。その音でようやく行也は「あ」と意識を引き戻され、慌あわてて自分も立って礼をする。

　担任は教室を出ていき、他ほかの者も鞄かばんに荷物を片づけ始めた。

「えっと、アレ？」

「行也っ君！」

　さっそくルンルン♪　と恵めぐみが声をかけてくる。行也は周囲を見回しながら訊きいた。

「何？　学校もうお終しまい？　まだ始まって一時間もたってないだろ？」

　入学式があった日にしても、時計は現在、午前十時半。えらく中途半端な時間である。しかし恵は『？』と首を傾かしげた。

「学期の最初って、こんなモンじゃない？　前の学校では違った？」

「ああ、うん違った。へえ。のんびりしてるなあ……」

「『東京』の学校は忙しいね」

「そうなのかな……」

　パパッと帰り支度をした行也は、恵に挨あい拶さつの手を挙げた。

「じゃあまた明日な、鶯うぐいす谷だに」

　クルリと背を向けた行也の首根っこを、恵が後ろから掴つかんだ。思いっきり首締しまる。

「これから部活説明会だよ？　先生が言ってたの、聞いてなかったの？」

「聞いてなかった……ボーっとしてた」

　咳せき込みながら行也に、首を傾げた恵が訊く。

「行也君、部活に興味ない？」

「興味ないことナイ。っていうか部活ぐらいしないと、時間もてあますな……」

　もう少しで『帰宅して部屋で体育座り部』になるところだった。持つべきものは友達である。

「鶯谷の方は、もう入るところ決めてるのか？」

「まだだよ。でも先輩からいろいろ情報集めてるから、行也君案内するよ」

　妙に照れくさそうに言う。行也にとっても、実にありがたい申し出だった。

「じゃあ行くか。校庭でいいのか？」

「うん！」

　恵は両りよう拳こぶしを首元に、変なガッツポーズ。意味不明だが元気があっていい。

　そういえば桜は何部に入る気なのだろうかと、行也は気になってその姿を探した。部活めぐりのタイミングが合うなら、恵が桜へ抱いだいている『危険人物』の誤解を解いておくのもいいかもしれない。

　だが。

　――アレ？

　桜さくらはすでに教室にはおらず、廊下のガラス窓の向こうに姿が見えた。あっちはグラウンドではなく校門しかないのだから――帰る気満々だ。

「ちょっとごめん、鶯うぐいす谷だに。また今度だ」

「え？　今度とかないよ？」

「ああ……そうだよな。ごめん。あとで絶対行くから、合流できたら合流しよう」

　早口に断りを入れた行ゆき也やは、大急ぎで桜を追いかけた。走って走って校門の５ｍ前でようやく追いつく。

「……ちょっと待てよ……桜」

　肩で息する行也に、桜はビックリした顔で振り向いた。

「どうしたんだい？　全力疾走で」

「部活どうするんだ？　部活説明会、出ないつもりなのか？」

　自分のことを棚に上げて行也は訊きいた。一方の桜は、あっけらかんとした表情で頷うなずく。

「んー。今日はさっさと帰って、家でテレビ見ながらせんべい囓かじってゴロゴロするつもりさ。こう――ゴロゴロゴロとね！」

　身振り手振りを交まじえて、いつもの気取った口く調ちようで言う。

　だがそれでは中年のオバサン以下だ。何かそれはイカンぞと行也は思った。

「ふんぬ！」

　行也は桜のお下げの裏、首根っこをひっ掴つかんだ。昨日部屋から追い出した時と同じ要領、背の低い桜はこの方法で運搬可能だ。

「青春は謳おう歌かしなきゃな。部活見て回ろうぜ」

「問答無用かい!?　放せよぅ。テレビで『いいとも』見ながらお茶漬け食べるんだよぅ」

　ジタバタする桜の妄言を無視して、行也はすでに賑にぎわうグラウンドへと向かった。



「こっち！」

　桜は強めに蹴けり出されたサッカーボールを、きれいに足で止めドリブルに入る。

　敵味方の配置はパス直前に把握していたのだろう。ロスなしでボールとともに敵陣へ斬きりこみ、さらに味方へパスで繋つないだ。ノーマークだった一人にボールがうまく渡り、ゴールが決まる。

「よし！」

　思わずガッツポーズの桜に「やったやった！」と行也も声をかける。

「まあね」と桜の気楽な答え。

　やはり身体からだを動かすのは得意らしく、活躍できれば気分もいいらしい。

　ボールがコート中央に戻り、審判役の三年生が笛を吹く。プレー再開で行也と桜は再び走り出した。

　――『最初に目についた』ってだけで飛びこんでみたけれど。

　無理にでも誘ってよかったと、行ゆき也やは内心ホッとしていた。

　現在サッカー部はグラウンドの手前側半分を使って、『新入生vs現役サッカー部員』の試合をやっている。こういう形での部活体験会なのだろう。

　行也たちは途中から交代の選手として、試合に加わっている。その時点で当然というか何というか、新入生チームは十点差で負けていた。

　だが桜さくらのめざましいプレーにより、あと一点で同点というところまで盛り返している。この大活躍に、今やグラウンドにいる他ほかの生徒たちまで巻きこんで大騒ぎとなっていた。

　もっとも桜が妙に注目を集めているもう一つの理由を、行也は全く気づいていない。

「う～む……」

　ラインの外に陣取った現・サッカー部部長である二年生が唸うなる。

　彼は即戦力たる新入生をこの試合で見いだそうと、真剣な眼まな差ざしで試合を見ていたのだ。途中までは。

「しかしこれは……！」

　桜の動きが誰だれよりも一番いい。それは議論の余地がない。だが問題は、桜が他の一年と同じく制服姿のままだということだ。スカートでサッカーをしているのである。

　――桜が大きな動きをするたびに、ギャラリーのボルテージが変な意味で上がる。

「やっぱあの子さ。女子用のスパッツ、貸してやれよ」

　ついにそう部長は、隣の副部長に言った。だが副部長は真剣な表情で答える。

「うち男子サッカー部ですから、そんなのありません」

「じゃあしょうがないか。……何であの子、男子部の試合に入ってきたんだろ？」

　しかしその真面目まじめで無ぶ粋すいな問いに答える部員はいない。

　コート脇わきで一列に座る男子サッカー部の面々は、桜が足を振り上げて攻めあがればグググと右側に傾き、ピンチで自陣に走り出せば、今度は左側に傾く。

　その一いつ糸し乱れぬ動きは、まるで大おお海うな原ばらの穏やかな波のようだった。それをサッカー部の女子マネージャーが、端から順にヤカンでしばいていく。中には水が入っているらしく、鈍にぶい音とともに起きあがれないサッカー部員もいる。

「？」

　行也は肩で息をしながら、グラウンド端で起きている珍事に首を傾かしげた。だがすぐさま桜の声が飛んでくる。

「気を逸そらすなぁ行也！　もう試合終了まで時間がないよ、同点までいくんだから!!」

「おう、まかせろ！」

　すぐさま応こたえ、行也も走り始める。

　ボールを取った一年が、桜にボールを回す。あまり精度は高くないパスだが、大体桜のいる方に蹴ければ必ず桜がボールを取った。そこから確実な得点シュートに繋つながる。この流れが一年の即席チームにできていた。

　だが問題は敵チームも、とっくにそれに気づいていることだ。どんどん桜へのマークが厳しくなっている。ボールが渡った桜さくらには、もう四人張りついていた。だから行ゆき也やのフォローがいる。

　行也の動きを目の端だけで捕らえた桜は、前に走り出す姿勢で突然後ろ――包囲した四人の外側に強いパスを出した。

　それを行也がきっちりと受け取り、前へと運ぶ。

「さて――！」

　行也が走り込む方向は、桜に再接近する方向になる。包囲した四人のギリギリ外側を走り抜けるコースだ。相手は選択を迫られる。ためらいながらも桜のマークが解かれる――。

　途端に桜が走り出し、四人の包囲を突破。今度は自分が行也の背後に駆け込んで、ボールを受け取っていく。

　その時に行也がすることは、相手マークと桜との間に入って視界を邪魔し、桜の進行方向が見えにくくすることだ。このあたりは気分だけ手品を意識すると、案外すんなりうまく行く。

「何やってるんだ！」

　ゴールキーパーの怒声を聞きながら、今回はノーマークの桜が自ら突っこみ、シュート体勢に入る。

　――あ、ダメだな。

　行也は桜とキーパーの位置関係を見て、瞬時にシュートの失敗を悟った。桜は足あし捌さばきこそうまいが、ボール自体は真まっ直すぐにしか蹴けれない。このままでは身体からだの真正面で止められる。



    

  
    
      



    

  
    
      「しょうがない！」

　行ゆき也やは全力で最後のもう一走り。

「いただき、さ！」

　直後に桜さくらがシュートを放った。足を振り切って蹴ったボールはしかし、待ちかまえたキーパーの胸元へと一直線に飛ぶ。

　そこへ走り込んだ行也がギリギリ脛すねをかする感じで、ボールの進路に足を差し込んだ。

　ポン！　と軽く舞いあがったボールは、キーパーの頭の上を緩やかに飛び越える。慌あわてて手を伸ばしジャンプ。高さだけなら届いただろう。

　――でも俺おれの方、見てなかったからなあ。

　キーパーはタイミングが全く合わない。ボールは両手の先をかいくぐり、地面に落ちるとポテンポテンとゆっくり転がった。そのままゴールネットをゆらす。

　得点の笛が鳴ると、桜は叫んだ。

「やった、ナンカよく分からないけど同点!!」

　試合に出ている一年で大盛り上がりしたところで、審判が試合時間終了の笛を吹いた。

　ひとまずは試合形式なので、双方のチームが中央で並んで礼をする。しかしそれも早々に切り上げ、二年サッカー部員がまず行也のところへ押し寄せた。

「お前アシスト上う手まいじゃん。中学でやってた？」

「いや近所の遊びレベルで……」

「じゃなおさら入れ、いいセンいってるって。絶対入れよ」

　運動神経にはちょっと自信のある行也だが、改めて褒ほめられると素直に嬉うれしい。浮かれているとその肩を掴つかまれ、クルッと振り向かされる。知らない顔――アンダーシャツとユニフォームの姿の知らない上級生がいた。

「じゃあ次は野球部行ってみようか」

「あ、おいコラ！　うちの新人取ってくな坊主部！」

「ンだと！　冬でも半ズボン部の分際で!!」

　もはや取り合いである。

　――こりゃ大変だな。

　行也は苦笑して桜の方を振り向く。案の定、桜も女子部の先輩に取り囲まれていた。

「うちの学校、女子サッカーはないけど、それだけ動けるならバレーでもいけるよ」

「いやこの子はバスケでしょう」

　こちらは体育館系の部が出張して、周りで勝手にワイワイ言っているようだった。だが次の瞬間驚いたことに、桜は全員に向かって頭を下げた。

「あの、すいません。私、部活にちゃんと参加できないんで」

　一気に空気がシンとする。

「……そうなの？　あ、でもそれなら」

「どこにも入れそうにないんです。すいません」

　一方的に言いきった桜さくらの表情は寂しそうだった。それはこれまで散々調子に乗っていた行ゆき也やにとっては、冷や水を浴びせかけられたような気分だった。確かに桜に何か事情があるというのは、気がついていい可能性のはずだった。

　桜はさらに男子サッカー部の面々にまで、頭を下げる。

「すいません。入る気ないのに遊んじゃって」

「……いやまあうちは元々、女子は対象外だから。また遊びに来てよ」

　とっさのことで対処できないサッカー部部長は適当なことを言ったが、桜はもう一度頭を下げる。そして校こう舎しや脇わきへ置いた自分の学生鞄かばんを取りに行った。

「ちょっと待って、桜……」

　ざわめくグラウンドをあとに、行也も慌あわてて桜のあとを追いかけた。

　　　＊　＊　＊

　このグラウンドでのちょっとした騒ぎを、校舎の窓から盗み見している目があった。

　白い昼の日の光と、窓枠に遮さえぎられて作り出す黒い影。白と黒の両方を体に受けたその少女は、クスリと小さく笑い、一人呟つぶやいた。

「桜さくら羅らはそろそろ終わってもいい――」

　切りそろえた明るい栗くり色いろの髪の下で、彼女は目を細める。

「さて『柊ひいらぎ行也』は、終わりをもたらす存在になりえるかどうか？」



　結局、桜はその後どの部へも寄らず、そのまま下校した。行也は何も言わずあとについていく。

　ひとまずこれで、恵めぐみとの約束は完全に破ることになってしまった。あとで謝らなければならない。だが今は桜のことだ。正直、行也にはいろいろ訊ききたいことがあった。

　――しかし訊ける雰囲気ではない。

　別に桜が当てつけがましい態度を取るわけでもないが、そう感じてしまう。結局二人は無言のまま、午前の人通りの少ない通学路を帰っていくことになった。

「ああ……」

　桜が急に気づいたように、その長いニーソックスをはたく。

「中までジャリジャリだねぇ。……夢中になってて失念してたよ」

「道ばたで太ふと股ももまでまくるな、はしたないって……」

　行也は内容のない返事をする。だが。

　――これじゃ駄目だ。

　ため息をつくと、意を決して桜に話しかけた。

「……その。悪かった」

「ん？　何がだい？」

　本気で分からないかのように桜さくらが聞き返す。それがわざとなのか本心なのか、行ゆき也やには見抜けない。しかし謝る方の行也が、腹のさぐり合いをする必要はないと思い直した。

「部活説明会、無理矢理誘ったことだ」

「ああ……うん」

「騎士団とかそういうのあるから、無理だったんだろ？」

「いや全然そういうことじゃないんだよ」

　とぼけたように言って、桜は小さく笑う。

「サッカー、私も面白かったし。もしかして気にしてたのかい？」

「んなんじゃー、ない」

　ぶっきらぼうに答える行也の顔を、桜は気軽なクリクリした目で覗のぞきこんでくる。

「騎士団って言っても、普段は意外とヒマなんだよ？　大体そんな忙しかったら、管理人したり学校に行くのも無理じゃないカナ？」

　桜はまた小さく笑う。

　しかし行也は『この笑いはやっぱり信用できない』と思ってしまう。どこか無理がある。桜は何かを隠している。

　その行也の疑いが顔に出たのか、桜はツィっと視線を歩く先に向けた。

「……まあでも、ね。これからしばらく忙しいって言えば、忙しいのかな。今日の夜には騎士団全員に召集かけて、調査報告会の会議開くし」

「何かまた事件なのか？」

「またって言うより、昨日のが前ぜん哨しよう戦せんだね。行也、『こと座流星群』の話は覚えてる？」

「昨日、何か空見上げて言ってたヤツか？」

「そう」と桜は頷うなずいた。

「流星群っていうのは結構な期間かけて降ってるんだけど、これがそろそろ最大ピークの日を迎えるのさ。で、この日は『死の国デイサマス』では祭の日に当たる。これに合わせて何だか、陰謀めいた動きがあるって言うんだよ」

「言うんだよって、誰だれが？」

「あー……。昨日のエラントリィさ。話さなかったっけ？」

「それは聞いてない。でもだから連中、襲ってきたわけか……」

　行也は腕を組んで顔をしかめた。

「単純に考えればそうなるね。でもこっちも寝耳に水って状況なんだよ。『死の国デイサマス』の王様とこっちは、別に仲悪くないし」

「確かに、のんびりしてるなあ……」

「本当はそれぐらいで、ちょうどいいのさ」

　自己弁護する桜にちょっと呆あきれつつ、「そんなもんか」と視線を前方に戻す。途端に「おっ」と行也は立ち止まった。曲がり角の向こうに、子供のころの記憶にはない商店通りがある。朝学校に行く時には振り向かない方角なので、気がつかなかった。

「あのあたりって道もない雑木林じゃなかったっけ？　最近できたのか？」

「もう五年くらい前からあるよ。初めて見た？　桜さくら丘おかアパートからも近いから、ここで買い物すると便利だね」

「なあＣＤ売ってるトコって、あそこにあるか？」

「あるよ。ふむ、案内するよ」

　そう得意げに言った桜さくらは、スタスタ商店通りの方へと向かう。行ゆき也やはそのあとに急ぎ足でついていった。



　この新たな商店通りは、本当に店が十軒ほどあるばかりの小さな通りだった。唐突に始まって唐突に終わっているような印象で、規模は何だか物足りない。

　しかし桜が『便利』と言った通り、食品・雑貨に関しては一通り揃そろっていた。一軒一軒確認している行也を置いて、桜はカラフルな張り出しがペタペタ貼はられた店で立ち止まる。

　そこで行也を待って、二人揃って店内に入った。

「目的のものって、もう決まってるのかい？」

　店内を見回しながら訊きく桜に、行也はすでに手にしていた鮮あざやかな青に黄文字の書かれたＣＤケースを見せた。

「これ。『グリグラ』の新譜。今日発売日だから入り口に置いてあった。すぐ会計してくるから、ちょっとだけ待っててくれ」

「ゆっくりでいいさ。適当に時間潰つぶしてるよー」

　のんびりした口く調ちようで答えた桜は、さっそく店内をフラフラとさまよい始める。行也の方は店奥のレジへ行き、これまた暇そうにしている店員に会計してもらった。ポイントカードを作るかどうか訊かれたので、それも作ってもらう。一人暮らしなのだから、節約できるところは節約したい。

　手続きに三分ほどかかったあと、買い物を終えた行也は店内の桜を探した。桜は試聴コーナーのヘッドホンで、何やら熱心に聞き入っていた。

　曲に没入しているようだったので、声をかけるのは後回しにし、行也も試聴コーナーをブラブラしてみる。

　前から気になっていたバンドのちょっと古いＣＤが入っていたので、それをかけてみた。

　――結構好きな感じかも。

　音を立てないように首だけでリズムを取りながら、のんびり曲に浸ひたってみる。

「会計終わった？　何聞いてるんだい？」

　やって来た桜が訊いてくる。自分の方は十分に堪たん能のうしたらしい。

　行也は薄っぺらい試聴機のケースを指し示したが、それよりも素早く頭のヘッドホンを分ブン捕どられた。

　――何だ？

　不可解に思う行也の隣で、桜は片方のスピーカーだけ耳に押し当てる。そしてもう片方を行ゆき也やも同じようにしろと、身振りで言ってきた。この店の試聴機ヘッドホンは、耳部分で左右１８０度回転するタイプらしい。二人で並んで聞けるよう設計されているのだ。

　――って言っても、半分だけ聞いてもな。

　行也はヘッドホンの片方を耳に押し当ててみる。予測通り、女性のメインボーカルが不自然に大声になったり小声になったり掠かすれたりと妙な案配である。

　だが隣の桜さくらは上機嫌で鼻歌まで歌い出した。楽しんでいるらしいので、しばらく行也もつきあうことにする。

「しかし……」

　問題なのは音よりむしろ、行也と桜の身長差だった。

　身体からだの小さい桜に合わせて行也の方は腰を曲げるので、妙に窮きゆう屈くつな姿勢になってしまう。だんだん背筋が痛くなってきた。おまけに気がついたら、桜の元気に大きな胸が腕にグイグイ当たってしまっている。

「!!」

　――よし、落ちつくんだ！

　行也は集中力を総動員し、全すべての自分に言い聞かせる。

　そう。こんなことは客観的に見て、どうということはない。

　体と体が服越しに触れているだけ。満員電車に乗れば毎日のことだ。大体、間に布が何枚ある？

　具体的な方向へ突入しそうになって、ダメだダメだと意識をそこから振り払う。

　だがしかし、このポワポワなのがみょんみょんで、全く世界はどうかしている。なにゆえ女の子はみんながみんな、こんな絶妙な物体をこんなところにつけているのだろうか？　よく考えればネス湖のネッシーなんかより、よっぽど不思議なことではないだろうか？　おまけに桜の胸などというのは、大きいだけでなく角度が素晴らしすぎる。まるで誰だれかに押しつけるのが目的であるかのように、巧たくみすぎる方向に盛り上がりすぎているのだ。一言で言って押しつけがましい。

　――と。

　そこまで散々脳内で突っ走っておいて、今度は妙に落ちこんだ気分に襲われる。

　他ほかのヤツだって、同じように思うのだ。桜は行也のものではない。それどころか実際は、ただの同級生ですらない。

　行也の全く知らない世界、手の届かない場所にいて、行也の知らない組織に属しているのだ。行也の知らないところで、行也の知らない人間たちとつき合ってきた。

　全く当たり前の断絶がそこにあって、多分それはこれからも交まじわることはないだろう。今日のこの出来事も、たくさんあるただの思い出になっていくのだ。

　だが行也の中では、自分でもどうしたいのかよく分からない焦あせりがどんどん膨らんでいく。そしてすぐにそれが何なのか、行也もはっきりと自覚した。

　――俺おれもしかしてコイツのこと…………。

　行ゆき也やが自分自身で気づいた時点で、それはもはや確定事項になっていた。

　結局今日の行也は、桜さくらを『自分の側の世界』につなぎ止めたかったのだ。だから世話焼きのフリをして、桜を無理矢理、部活説明会に誘った。こんなことを、他ほかの誰だれにでもしたわけがない。そういう自分でも醒さめるような下心が、最初からあったのだ。

　行也は、横目でそっと、桜の横顔を盗み見する。

　――行也は、そのつもりだった。

　だが桜と視線が合ってしまった。鼻歌はいつの間にかやんでいる。

　桜の流し目めいた目元は、妙に潤うるんで色っぽく見えた。

　行也は無言のまま心臓が止まりそうになる。

　間抜けに半開きの口から何かが、プカプカと宙のどこかへ飛んでいきそうになる。

　だが桜は行也の視線に気づかなかったかのように、視線を戻した。

　胸はフニフニと押しつけられたまま。

　喉のどカラカラの悄しよう然ぜんとした表情で、行也は拷問のような一曲五分間を過ごす羽目になった。



「やあ、いい曲だったね。あのＣＤ買ったら、私にも貸してよ」

　前を歩く桜が上機嫌で言う。行也は「ああ……」と掠かすれた声で返事した。何だか無駄に消耗していて、体中の関節がギクシャクする。

「どうしたんだい？」

「何でもないぞ……」

「グ～」

　鳴ったお腹なかに手を当てて、桜は頷うなずいた。

「いま正午だね？」

「そんな正確な腹時計があるか！」

　ツッコんでようやくいつもの調子を取り戻した行也は、肩で大きく息をついた。何やらもう、自分だけ頭の中をグルグルさせているのが馬ば鹿からしく思える。

　そんな行也を「不思議」という顔で見ながら、桜が提案の手を挙げた。

「行也、ついでだからお昼、どっかで食べていこうか？」

「あ、悪いんだけど俺おれさっき買い物したからさ。手持ち全然ない」

　桜は真面目まじめな顔で親指を立てると、ギュッとその手に握る力をこめる。

「――もちろんおごるさ！　今日は入学祝い・引っ越し祝いだ!!」

「景気いいな」

「今日は行也、得したね！　ちょうどおいしいトコあるんだ。さあ、ついてきたまえヨ！」

　そんな絶好調の桜に、行也は卑ひ屈くつな揉もみ手てでついていく。

　桜が向かったのは、一軒のラーメン屋だった。

　店の名前は『金きん坤こん軒けんのラーメン』。全部合わせて店の正式名らしい。中に入るとちょうど昼食時で、これから混もうかという雰囲気だった。

　行ゆき也やたちが空あいている席に座ると、お冷やとメニューが出てくる。だがこれを持ってきた店員が、ちょっと異様だった。白い調理帽が店の天井につきそうな大男で、片目には黒の眼帯をしている。桜さくらは顔見知りらしく、彼を見てすぐさま言った。

「あ、メニューはいいよ店主オカシラ。デリシャス晩ばん餐さん会かいラーメン持ってきて」

「昼だぞ、桜さん！」

　行也のツッコミに「いいのいいの」と桜は手を振った。

「名前は気にしないで。どうせなら一番おいしいの堪たん能のうしようよ。とにかくトッピングが豪勢なのさ！」

「……あと値段も高くて量が多い。麺めんは三人前入る」

　オカシラが伝票を手に、片目をギロリとさせて言う。

「俺おれもランチにはお勧めしないが……」

　その低い声も合わせて、何やら無意味に威圧的だ。だが桜は慣れているのか、気楽な表情で肩をすくめた。

「私たち今日は、高校の入学式だったのさ。それでお祝いを兼ねて彼におごりたいんだ」

「……そういうことなら腕によりをかけよう」

　店長は伝票を切ると、ノシノシと調理場に戻っていく。

「――でも昼から三人前って、大丈夫なのかよ？」

「ん？　でも分けるから一人１・５人前だよ？　行也はあんまりお腹なか空すいてない？」

「そんなことはないんだが。……いや待て。同じ鉢はちから分けて食べるのかよ？」

「うん、小さいドンブリに分けてね。嫌かい？」

　――嫌じゃないけど、こっ恥ずかしいぃ！

　真っ昼間、衆人環視の中で男女がやるには仲が良すぎる。

「…………ま、いっか」

「行也？」

「大丈夫だ。何も問題はない。何一つとしてな」

「そうかい？　ああ、来たようだ」

　先ほどの眼帯店長とは別の、若いバイト店員がやって来る。彼は両手で抱えるようにして大きなドンブリ鉢を持ってきて、二人のテーブルに置いた。焼けたラードとフライしたオニオンの混じった醤しよう油ゆの香りが、一気に立ちこめる。

「こりゃ確かに、ちょっとしたもんだな……」

　行也は感心して呟つぶやく。

　スープはちょっととろみのついたもの。その上には厚切りのチャーシューの他ほかにエビや大きな貝がてんこ盛りに並んでいる。

「ただちょっと、量がすごすぎないか？」

「三人前だからね。でもポイントはそこじゃないのさ。――あ、そういえば取り分け用の小ドンブリもらうの、忘れてたよ。まあいいや、ちょっと麺一本食べてみなよ行也」

　桜さくらが備えつけの割わり箸ばしを割って、行ゆき也やに差し出す。そこまで勧められてはと、行也は先に失礼して、麺めんを一本試食してみた。そして唸うなる。

　確かに桜の言う通り、この麺は絶品だった。小麦の匂においをここまで引き出した食べ物を、行也は未だかつて食べたことがない。

「やるなあ、これ具とか本当はいらないんじゃないか」

「うんそうだね……」

　何か呆ぼう然ぜんとした声で、桜が答える。行也が顔を上げると、桜は目をトンボのようにまん丸にして行也の背後を見ている。

「何だよ？」

　何事かと振り返った行也もまた言葉を失った。眼帯店長がもう一つ、『デリシャス晩ばん餐さん会かいラーメン』の入った大おお鉢ばちを持ってきたのだ。

　彼は二つ目をドン！　と、行也たちのテーブルに置く。合計六人前。

「あ、あの……」

　行也のとっさの小声など無視して、店長は仁王立ちで腰に手を当て野太い声で言う。

「入学おめでとう！」

　その大地の底から響き渡るような声に、店内ではパラパラと客の拍手の音が響く。

　行也と桜は「ありがとうございます……」と蚊の鳴くような声で答えた。



    

  
    
      


第三章





「違うんです。一つでいいんです」

　――などと今さら言えるはずもなく。

　桜と行也はとてもうまい大量のラーメンを、何とか胃袋に詰め込んだ。そしてフラフラになって帰ってきた。

　店長が腕によりをかけ、おまけに自ら祝福までしてくれたのだ。残すわけにはいかなかった。

「でも……満足感あったでしょ。いい店だし」

「……いや、当分ラーメンは……。思い出しただけでこみ上げてくる……」

　二人とも何度も立ち止まり、肩で息をする。腹がパンパンなので、深く息を吸うことができない。歩く程度の運動で窒息しそうになる。

　どうにか這ほう々ほうの体ていで桜さくら丘おかアパートに到着すると、桜は学生鞄かばんのポケットから鍵かぎを取り出した。

「部屋戻らずに、ちょっと待っててくれるかい？」

「いいけど？」

　どうしたのか？　と思う行ゆき也やを置いて、桜さくらは管理人室ではなくその隣に向かった。アパート一階の表にある小さなシャッターの方だ。

「？」

　行也が不可解な気分で見守る前で、桜は鍵かぎを使ってシャッターを開けた。驚いたことに、そこには小さな喫茶店の入り口があった。

　桜は中から小さな看板を引っ張り出して、表へ置く。それには『桜さくら庵あん』と、店の名前らしきものが書かれている。

「でもそこって、間取り的に管理人室の一部じゃないのか？」

「そうさ。私の部屋をカドの二畳分だけ改装してあるんだ。狭いよ、びっくりするよ？」

　行也は半なかば呆あきれた思いで桜に答えた。

「いや、狭いのはいいんだが……。お前一体、いくつ仕事掛け持ちしてるんだ？　学生に管理人に騎士団総長に――」

「喫茶店は完全に道楽さ。営業時間も適当で気が向いたら開けてるカンジかな。寄ってきなよ」

「んー。じゃあ、ごちそうになるかな」

　桜は行也を手招きして、桜庵のドアを開けた。カランカランと鐘が鳴る。

　中を覗のぞいて行也は驚いた。小こ綺ぎ麗れいな洋風のブラウンに統一された桜庵は、想像通りだがかなり狭い。何せ二畳だ。Ｌ字型のカウンターテーブルと、小さな客用の丸まる椅い子すが３＋３の計６個あるだけ。それでお終しまいである。

　ただ客席側から見て正面の窓は、丘の斜面側に開いていた。そのおかげで絶景が一望でき、圧迫感はない。

「中で座って、ちょっと待ってて」

　桜は店入り口側の窓の雨戸を開けながら言うと、自分の方は管理人室の玄関に回った。

　行也がカウンター前の椅い子すの一つに腰掛けると、桜庵の奥――つまり桜の部屋の方からドタンバタンと大きな音がする。どうやら大急ぎで着替えをしているらしい。

「お待たせ、さ！」

　声とともに完全に着替えた桜が、カウンターの向こうに姿を現した。

　ギャルソン服――と言うのだろうか。清潔な真っ白いシャツに黒の蝶ちようネクタイ、黒ベスト、黒ズボン。腰にはこれまた白の長方形エプロンがきっちり巻かれている。

「化ばけたな……」

「そうかいフフン」

　得意げに口先では答える桜も、ちょっと照れくさそうだ。だが行也は首を振る。

「いや俺おれは、もっと適当にやってるのかと思って舐なめてたよ。見違えた、いっぱい感動した！　あとは下した腹ばらが出てなかったら完かん璧ぺきだったのに……」

　桜は「ウッ」と呻うめいて、ポコンと飛び出した腹を押さえる。

「まあちょっと食べ過ぎたね……。三人前だし。胃が張ってかなりしんどいよ」

「そりゃ俺おれもなあ……」

　桜さくらは気を取り直した顔で「ウン！」と頷うなずいた。

「じゃあ消化促進に効くハーブティーでいいかい？　私はそれにするけど」

「ああ。同じの頼む。って店員も自分で飲むのかよ」

「私のお店だからねー」

　桜は答えながら、さっそく背の高い銀色のポットを取り出し、特別製らしい陶器に入った水を注いで、コンロにかける。

　沸騰するのを待つ間に、今度は乾燥したハーブの葉を何種類か缶から取った。こちらはまだ葉っぱや小さな木の実の形のままだ。

　桜はいくつかスプーンに取ると、手回しの挽ひき機に入れてそれを挽く。すぐに何とも言えないスパイシーな香りが、店内を満たし始めた。お茶としてはかなり独特だが、何やらもうその匂においだけで脂あぶらっこい胃が癒いやされる。

「あ……帰ってきたみたいだね」

　挽き機の手をちょうど止めたところで、桜は行ゆき也やの背後の窓を見て呟つぶやいた。行也も窓の外を振り返る。ちょうど行也たちと同じ学校の制服を着た女子が、店の前を歩いていく。

「行也、ちょっと後ろの窓開けてくれるかな」

　急いで言われた通りにすると、桜はカウンターの中から店の外の彼女に向かって呼びかけた。

「ミサキちゃん！　寄ってきなよ!!」

　少女はこちらを振り向いた。だが呼びかけは無視して、無言のまま通り過ぎていく。

「もしかして、ちゃんと聞こえなかったんじゃないか？」

「大丈夫さ」

　そう言って桜は、乗り出した身を引っこめる。はたしてミサキと呼ばれた少女は、鉄階段手前でクルッと進路変更。桜さくら庵あんの方へやって来る。そのあまりの急角度ぶりに、行也の方がビクッと来た。

「ブーメランじゃないんだから……」

　行也は席を立つと桜庵の扉を開け、ミサキのために押さえておいてやる。

　彼女はやはり無言のまま、不思議そうな顔で行也を一いち瞥べつ。その目はビー玉のようで、澄んではいるが焦点を結んでいないような印象だった。何を感じどう捕らえているのか、全く行也に悟らせない。昨日のエラントリィなどとはまた別の意味で、異邦人を感じさせる風ふう貌ぼうだった。

　髪は色素の薄い無む頓とん着ちやくなショートカット。

　制服の襟が曲がったままなところなど、身だしなみ全般が不器用な印象である。学校指定のネクタイカラーが一年の色なので、驚いたことに彼女も行也や桜と同級生だ。別のクラスだろう。どうやら彼女は最後まで、ちゃんと部活説明会に参加したらしい。

　店の奥に進んだミサキは、そのまま行ゆき也やが座っていた椅い子すに腰掛けてしまう。

　まあこれは、この狭い店の構造上仕方がない。行也は一つ隣の席に座り直した。

「お待たせ、行也」

　桜さくらが完成したハーブティーのカップを行也の前に置き、入れ替わりにミサキに訊きく。

「ミサキちゃんは何にするかな？　いつものでいい？」

「アップルティ……リンゴが大好き」

　桜は頷うなずいて、再びポットをコンロにかける。

　行也は桜の淹いれてくれたハーブティーを手元に引き寄せると、ミサキに「お先に」と断って口をつけた。言われたミサキは無反応――というか、反応しそびれたような様子で、ちょっと困っている。と言っても、まゆ毛が１mmほどぴくっと動いただけなのだが。

「――朝と変わらないなあ、この人」

　行也はため息をついた。自分もティーカップに口をつけていた桜が、意外そうに訊く。

「あれ、行也はミサキちゃんともう面識あるのかい？」

「今け朝さな。登校前だったから、本当に顔合わせただけなんだが――」

　ミサキの横顔を見ながら、行也は説明する。実は昨夜できなかった引っ越し挨あい拶さつをと思い、桜さくら丘おかアパートの各部屋を回ってみたのだ。忙しい朝にというのも非常識な話だが、こういうことはできるだけ早い方がいい。三十秒ほどの挨拶で切り上げれば迷惑もかからないだろうと考え、実行に移した。

　もっとも実際はほとんどの住人がすでに不在だったのだが、七号室のミサキは部屋にいた。歯ブラシをくわえて出てきた彼女は、今と同じく無言でボンヤリとしていた。何を言っても名前を聞いてもウンともスンとも言わず、黙って聞いている。

　ただその時の行也は『まだ寝ぼけている？』『調子が悪い？』などといろいろ考え、一方的に手短な自己紹介だけしてその場をあとにしたのだ。

「――で、玄関閉めてから扉の向こうで『はっくぺり』って声が聞こえて。ああやっぱり風邪かあ変なくしゃみだなあって、『お大事に』って外から声かけたんだ」

「それが名前だよ」

「名前!?」

　行也は頓とん狂きような声を上げる。ミサキは火にかかったポットをじっと見つめたまま頷いた。

「……私、ミサキ・ハックベリィ」

「お大事にィ!!」

　すかさず、桜がものすごいさわやかな顔で言う。今朝の行也の再現のつもりなのだろう。ミサキは口だけ△にして、嫌そうな顔をした。

「……でも名前からすると、外国人なのか？」

　行也の問いに桜は頷いた。

「スレォティネタっていう――まあそんな名前の国の騎士だよ」

「ああ……そういえば全員、桜さくら羅ら騎士団の騎士なんだっけ。……ああ、そうか！　外国人だから、日本語まだ慣れてないのか？」

　ようやく繋つながった、と行ゆき也やは思ったが、桜さくらからは微妙な表情を返される。

「……ま、そんなトコだと思っといてよ」

「日本語……全部憶おぼえた」

　異議を唱えるようにミサキは主張する。桜は諦あきらめたようにはっきりと頷うなずいた。

「うん、そうなんだ。行也に詳しく説明するとちょっとややこしいんだけどね。とにかく、ミサキちゃんは聞き取るのと喋しやべるのにだけ、すごい時間がかかるんだよ。だから難しい話もちゃんと通じるよ。答えが返ってくるのに時間がかかるだけで」

「じゃあ今の俺おれと桜の会話とかも、普通に理解できた？」

　行也が訊きくと、ミサキは頷く。

「……ブーメランじゃない」

「どの会話のリアクションだよ？」

「行也はサーモンピンク色」

「そんな官能的な話はしてない……」

　そこで桜さくら庵あんの扉の鐘が、突然またカランカランとなる。

「誰だれよ、あなた!?」

　最初から詰問口く調ちようの声。行也が振り向くと、やはり見ず知らずの女子がいた。



　新たに桜庵へ姿を現した彼女も、学校制服で同級生のネクタイだった。

　髪は明るい栗くり色いろで、ちょっと神経質に感じるぐらい、きれいに切り揃そろえられている。ただそれより気になるのは、行也を睨にらむその視線だった。間違いなく初対面なのに、きつく鋭く、容よう赦しやがない。

「どうしたの小こ梅うめちゃん？　恐こわい顔して」

　威圧される行也に代わり、桜が彼女に訊いてくれる。

「いえ、桜さま。ミサキだけかと思ったら、知らない男がいるものですから――」

「うん紹介するよ。――行也、彼女は二号室の人。小梅ちゃんも寄ってきなよ」

　桜の言葉に『小梅ちゃん』は、行也を睨んだまま店内に入ってきて、隣にドッカリ腰掛ける。この至近距離でも、まだ睨んだままだ。

　桜はミサキにアップルティーのカップを出すと、『小梅ちゃん』を振り向く。訊かれる前に彼女は答えた。

「煎せん茶ちやをお願いします」

「いつものね～」

　桜は茶道具一式を棚から取り出した。

「ちょっと待て、ここで結構なお手前だったり、しゃこしゃこしたりするのか？」

「お黙りなさい！」

　何を苛いら立だっているのか、『小梅ちゃん』がピシャリと遮さえぎる。――だがさすがに言い過ぎと思い直したのか、軽く咳せき払ばらいして行ゆき也やに向き直る。

「失礼ですが、どちらさまでしょうか？」

　丁寧な言い方に変わっただけだった。イヤな態度、イヤな顔だ。心の中では『何だコイツ』とか思っているのを、隠そうともしない。そういう態度を取られると、行也の方も不愉快だ。言い返してやる。

「まずはそっちが自己紹介するべきなんじゃないか？　初対面はお互い様なんだからさ」

　行也と『小こ梅うめちゃん』は視線で無言の攻防を繰り広げる。

　しかし次の瞬間、相手は行也を馬ば鹿かにしたような表情を浮かべ、身を退ひいた。そんな下くだらないことにこだわる『お子ちゃま』はお前だけだ、とでも言いたげだ。

「失礼しました。私は海かい尊そん小梅。桜さくら羅らの北ほつ方ぽう篝かがり屋や守しゆ護ごを束ねる者。一族の始祖に『常陸坊海尊』さまを頂く桜さくらヶが丘おか随一の大たい家か・海尊家の者」

「自分で自分ちのこと、大家とか言うか？　普通」

「事実ですので、馬鹿にも分かりやすく説明しました――」

「でも今はアパート暮らし？」

　行也のツッコミに、彼女は顔を真っ赤にして怒りだした。

「本宅の屋敷が桜ヶ丘の外にあるのはしょうがないでしょ！　我が海尊家の役目は、ここ桜ヶ丘と『日本』を繋つなぐことなのだから！　私は桜さくらさまのお世話をするため特別に、ここに住んでいるだけよ!!」

「人生いろいろだな」

「そこまでにしておくことね。次言ったらグーでぶん殴るわ。――それよりさあ、あなたの番よ？」

　小梅はそう言うと腕組みで身構える。揚げ足取ろうという態度が見え見えだった。しょうがないので行也は正面から行く。

「俺おれの名は柊ひいらぎ行也、柊家から来た小市民です。昨日、十号室に入った。あと多分、同級生だと思う」

「は？」

　おそらく本人が自覚しているであろう以上に情けない顔で、小梅は目を点にした。

「いや、あなた。……そもそも桜羅の騎士じゃないの？」

「俺は運動会で騎馬戦に出たことすらないな！　お前は騎士なのか？」

「当たり前じゃないの！」

　返事とともに、グーで殴られた。痛い。

　だが小梅の方は、それでは収まらないらしい。

「でも……ちょっと待ちなさいよ。騎士じゃないにしても、少なくとも桜羅の関係者なんでしょ？」

「いや全く違います」

　次の瞬間、呆ほうけた顔の小梅は鬼の形相で行也の首を絞め始めた。

「な・ん・で！　ただの一般人がこのアパートにいるの!?　さてはワナね死になさい!!」

「考えてから結論までの時間バランスがおかしいだろ、ってか止め――あ、が……ぁ」

「はい、そこまで」

　様子見していた桜さくらがパンパンと手を打つ。

「とりあえず警察が来ちゃうからね。行ゆき也やの顔がどんどんドス黒い紫色になっていくよ」

「大丈夫、警彼察らは海かい尊そん家の味方です！」

　必死の形相の小こ梅うめを、桜がチョップでポコンと叩たたく。

「そういう問題じゃないから……。大体、行也がここに来るよう裏で手回ししたのは、小梅ちゃんトコの海尊家だよ？」

　それでようやく行也は解放された。目の前のカウンターテーブルに突っ伏す。何か昨日から、半日に一回のペースで半殺しにされている。

　一方小梅の方は、信じられないといった声を上げた。

「本当ですか、桜さま？」

「まあ嘘うそを言ってもしょうがないよね、この場合」

「そんな……だってただの一般人を何の目的で…………」

「さあね。ただ行也はこれで、なかなか気のいいヤツなんだよ。そんな突っかからなくても大丈夫だよ。――すぐハァハァするのがタマにキズだけど」

　笑顔のまま桜は、とんでもないことを言いだす。小梅は飛び退のくように、行也から身を反そらした。



    

  
    
      



    

  
    
      「こっちに寄らないで!!」

「ンなわけないだろ！　桜さくらも妙な冗談言うなよ」

　行ゆき也やはやましいところなどないのだから、速やかにツッコむ。むしろ一秒の遅れが致命傷になりかねない。

　しかし桜は無言のまま首を傾かしげる。行也が視線で訴えても、首を傾げたまま目をパチクリ。ツッコミキャンセルを発動してきた。行也は絶句する。

「……嘘うそだ！　俺おれ、そんな頻ひん繁ぱんにハァハァしてない…………ですよね？」

「うーん。まあ、冗談ってことにしといてあげよう。騎士の情けだ」

「いや、全然フォローになってないんだが……」

　行也はションボリとへこんだ。

「とにかく、よ――」

　小こ梅うめが低く静かな声で言った。

「騎士団員でないのなら、桜さまに近づきすぎないようにしてくれる？」

「無理言うなよ。一緒のトコに住んでて、大家で、クラスも一緒なんだぞ？」

「いいえ、身をわきまえて。桜さくら羅らの騎士団総長というのは、あなたみたいなろくでなしのヘタレ学生が気安く口を利いていい相手じゃないのよ。あと桜さまへの呼び捨ては禁止」

「言いたい放題だな、お前……」

「お前……？」

　こめかみをヒクヒクさせた小梅に、行也は舌打ちする。

「君の方はさっきから、すごい勢いで桜と口利いてるじゃん？　それは良くて俺はダメ？」

「当たり前でしょう。そもそも私とあなたでは、人としての格式が違うのよ」

　――ああもう！　いちいちカチンと来るな!!

　いいかげん行也もイライラしてきた。本当はなぜ彼女が自分に突っかかってくるのか？　不自然に「上から目線」で喧けん嘩か腰ごしなのか？　そういうことを考えなければならないとは思うのだ。

　だがそういった余裕を、『小梅ちゃん』は根こそぎ奪っていく。

「格式とか口でいきなり言われても、全然納得できないね。実力者ぶるなら、実力見せてほしいんだけど」

　小梅は全くもって当然という表情で頷うなずいた。

「じゃあそうしましょう。何で勝負するの？　今から表で私と喧けん嘩か勝負でもしてみる？　法ほう術じゆつ抜きで相手してあげるけれど」

「法術？」

　――あの魔法みたいなのか。

　そこで行也は押し黙るしかない。昨夜の桜と同じレベルでこの小梅とやらも戦えるなら、さすがに勝負にならない。そもそも行也は格闘技の類たぐいに、全く心得がなかった。

「どうしたの？　怖おじ気けついたかしら？」

「いま考えてるんだ。ちょっと黙ってろよゴリラ女……」

　頭を悩ます行ゆき也やはつい本音が出る。そして小こ梅うめは激げつ昂こうした。

「どの口よ！　どの口なのよ!!」

　行也の襟首をねじ上げて、狭い店内をゆさゆさ揺すぶる。さっきから黙ってアップルティーを飲んでいるミサキまで、巻き添え喰くらって「んにゅ」と悲鳴を上げた。

「分かった。確かに体力じゃ、今の俺おれには勝ち目はないだろう……」

　ようやく小梅の揺さぶりは止まった。だが行也は小ずるい目でさらに言う。

「代わりに知能で勝負ってのはどうだ？」

「最大限、賢明な判断ね。まあ私が勝つから意味はないけれど」

「じゃあちょうどいい。一週間後の実力テストで勝負だ」

「そういえば、そんなものもあったわね。――いいわよ。おあつらえ向きだわ」

　小梅は自信満々で受けて立つ。どうやら勉学の方も、相当自信はあるらしい。

「もし私が勝てば、あなたは人としてあらゆる面で劣等だと納得できるわけでしょ？　だから今後は、桜さくらさまには近づかないこと」

「分かった。それで俺が勝ったら？」

「勝たないわよ」

「お前なあ！」

　行也もさすがに怒って文句を言う。小梅は面倒臭くさそうに考えこんだ。

「万に一つもないけれど、そうね。どうしたいの？　私があなたに土下座でも――」

「いや、お前は賞品としての価値ないよ」

　ドン！　と小梅が机を叩たたいた。無言で歯ぎしり。行也は『言ってやった』と口元だけでニンマリ。

　だが意趣返しは目的ではない。逆にこれは反撃のチャンスでもある。

「……そうだな。代わりに桜が俺の願いを一つ聞く、っていう話でどうだ？」

「え、私がかい？」

　今まで傍観者だった桜は、ビックリした声を上げる。小梅は行也の頭を掴つかむと、無理矢理自分の方を向かせた。

「はい？　どうしてそこで、桜さまが出てくるの？　あなた世の中舐なめてるの？」

「痛い痛い、頭に爪つめ立てるなよ。何で反対するんだ？　負けないんだろ？」

「ええ負けないわよ」

　あくまで自信たっぷりに、小梅は言う。しかしどこか余裕がない。

　――うまく追いこめてるみたいだが、さあどうするかな。

　行也は詰めの一手を間違わないようにと考えながら、桜を見る。そしてこれで行こうと決めた。

「……まあもちろんこの勝負は、桜が嫌なら全部ナシだけどな」

　結論の決まらない小こ梅うめを無視し、桜さくらに決定権を振る。

　――小梅は桜の決定ならば従う。

　そして思った通り、桜本人は興味がないという風にヒラヒラ手を振った。

「別に私はどうでもいいさ。気がすむまで二人で好きにしたら？　ここで怒鳴り合い続けられるよりマシだよ」

「そうか。じゃあ決まりだな」

　勝手に話をどんどん進めていく行ゆき也やに、小梅は慌あわてて口を開く。

「待って……。いや、ちょっと待ちなさいよ――」

　行也はじっと小梅を見て、待ってやる。そして小梅は初めて自分から目を逸そらした。手詰まりなのだ。

　――桜をかけてテスト勝負をするか？

　――それともプライドを捨てて、勝負を自分から下りるか？

　小梅はどちらも選べないだろう。選べないということは、行也の作り出した状況に流されるしかないということだ。

　いつまでも黙りこんでいる小梅の代わりに、ミサキがようやく口を開いた。

「桜ちゃん……お茶お代わり」



　結局、実力テストでの勝負が決まった。小梅はプライドを取ったのだ。

　――さて。

　翌朝登校した行也は、上うわ履ばきに履はき替えながら眉まゆをひそめる。

　よくよく考えればこの状況は、どちらの得だったのか難しい。

　小梅を挑発に乗せたようでいて、実は行也が挑発に乗ったとも言える。もしも負けると大変なことになってしまう。

「勝ってなんぼか……」

「何がだよ？　暗いな行也」

　声をかけてきたのは、同じく登校してきたばかりタツンこと小お野の達たつ哉やだった。行也の幼なじみの一人である。

「ああ、おはようタツン」

「おはよ――いや、挨あい拶さつはいいんだ行也。それよりちょっと頼みがあるんだ。すぐすむから、今いいか？」

「別に構わないぜ」

　二人で玄関から教室への廊下に向かいながら、さっそくタツンが言った。

「お前、吉よし野のさんって子と同じクラスじゃないか？」

「そうだけど。……それが何だよ？」

「いや、昨日のサッカーの試合――お前出てたアレなんだけど、俺おれも見ててさ。……んで一気に吉野さんのファンになっちゃったわけだ。でも俺、クラスが別だろ。だからお前から紹介してくれないか？　友達になりたい」

　タツンは思いきりデレデレした表情で手を合わす。行ゆき也やはムスッと目を細めた。

「……自分で言えよ、んなもん」

「ナンカ冷たいな。分かるだろ？　わざわざよそのクラスから知らない女子に声かけるのって、流れ的に不自然じゃんか」

「分かるけど。だったらチャンスを待てよ」

「いや、そのチャンスがお前じゃん。共通の知り合いがいると、成功率高いんだ」

　行也は廊下の途中で立ち止まった。タツンの方は不思議そうな顔をする。

「どうしたんだ恐こわい顔して」

「……ダメだ」

「だからさ」

「ダメ！」

　ポカンとした顔のタツンに、行也ははっきりと言った。

「そういうのは自分の力で何とかしてくれ。俺おれをダシにするな！」

「そうかい。つれないヤツだな。――まあ別の手を探すさ、またな行也」

　がっかりしたように手を振って、タツンは行ってしまう。行也はくたびれたようにため息をつき、肩を落とした。

「何やってんだろ、俺。友達一人なくすかなあ……」

「学生も、なかなか大変なものぢゃの？」

　背後からいきなり聞き慣れない口く調ちよう――だがどこかで聞いた声に、行也は振り返った。



　行也は驚いた。そこには行也の天敵、海かい尊そん小こ梅うめの姿があったのだ。

「何だ！　『勘違いツンの典型にして、デレると世界が滅ぶ』とご近所では噂うわさされている小梅じゃないか!!」

「おお、たった一晩ですごいことになっとるのう……」

　だが小梅は怒らなかった。

　正面から悪口を受け止め、太陽のようにまぶしい笑顔。

　――こんな反応を小梅が取ると非常に胡う散さん臭くさい。行也は生命の危機を感じた。

「何だお前？　罠わなだな！」

「まあま、そう身構えるでない。わしは海尊ぢゃ、小梅ではない」

「はあ？」

　何か天敵・小梅の様子は、本格的におかしかった。狂ったのかもしれないと、行也は改めて小梅を上から下まで見る。

　もちろん制服・髪型は、昨日の桜さくら庵あんの時と何一つ変わらない。だが人格から、あの妙に鬱うつ陶とうしく堅苦しいところが消滅していた。

　代わりに朗ほがらかでワイルドというか、小梅に一番似合わない性格がインプットされている。何より視線が違う。目に妙な力があって、行ゆき也やをジリジリ押してくる。

「落ちついたようぢゃの」

「落ちついたから黙ったんじゃねえ」

「まあ良いよ。では改めて、自己紹介させてもらおうかの。わしは小こ梅うめの先祖の海かい尊そんぢゃ。今は小梅の身体からだを借りておる」

「……もしかして小梅が昨日自慢してた、始祖『海尊さま』!?　いやでも身体借りてるって……もしかして取り憑ついた幽霊ってことか!?」

「まあ大体そんな感じじゃ。理解早いのう、おぬし」

「朝から幽霊が出るとは非常識な！」

「……そんなのわしの勝手ぢゃろ。まあこんなことができるのも、桜さくらヶが丘おかという特別な土地の力によるもの。わしは子孫たちと協力関係を組んでおってな、このような方法で古くから桜さくら羅らの騎士団とその長おさを見守らせていただいておるのぢゃ」

　小梅がアパート暮らしなのもそういう事情かと、行也は納得して頷うなずいた。

「そりゃいい。小梅ちょっとうるさいから、ずっと憑ひよう依いしててくれ！」

「そう力強く言われてものー。……ふむ、こうすればどうぢゃ？」

『海尊さま』は、突然胸を反そらすように腕を上げると、腰を強調するようにクィッと振る。そして行也の方へ流し目視線。光の粉がキラキラ舞うかのような錯覚さえする。

「イイ……！」

　しょせん小梅なのが分かっているのに、ちょっとドキドキしてきた。何だかきれいなお花の匂においが、脳内に広がっていく。海尊も嬉うれしそうに言った。

「な？　小梅のこの伸びやかな足のラインとそれに続く、Ｓ字曲線。ここまで光る素材なんぢゃよ」

「確かにちょっと神経質っぽい髪型まで、いいアクセントに見える！　でも中身が小梅じゃなあ……」

　海尊は疲れたように腕を下ろすと、老人臭くさく肩を揉もむ。

「そんなに小梅が嫌かのぅ？」

「だって今のグラビアポーズとか、あとで知ったら俺おれ、口封じに殺されるだろうし」

「ないとは言いきれぬな……。まあそれに関連してじゃ。今け朝さはおぬしに会いに来た。おぬし、桜さくらに気があるぢゃろ」

「なぜそれを！　……ってか、小梅の性格と関係ないだろ」

「まあ黙ってしばし聞け。――わしはおぬしに協力する用意がある」

　いきなり核心へ話を進める海尊に対し、わけの分からない行也は慎重に言葉を選ぶ。

「…………一体、何のために？」

「うむ。話せば長くなるのぢゃがな。実は桜羅騎士団には団員の恋愛規定がある。コイツが『団員は異性と手を繋つなぐこと以外は許されない』という、非常に前時代的なものなんぢゃよう」

「前時代っていうか、何時代の規定だよ。そんなの守るヤツいないだろ」

「でも小こ梅うめは守るんぢゃよ！」

「ああ……あいつアホだからな」

　行ゆき也やは断定した。だがそれは置いておくとして、やはりイマイチ話が見えない。

「それで？」

「このままでは小梅は、何一つ得ることなく何か小うるさい感じのババアになってしまいそうなのぢゃ。行也よ、それはあまりにももったいないと思わんか？　こんなピチピチなのに！」

「ピチピチ言うな。で、小梅が因いん業ごうババアなのと俺おれが、どう関係するんだ？」

「おぬし言いたい放題ぢゃのう」

「小梅にだけです。それより続きを」

　あくまで冷静に言う行也に、海かい尊そんは「うむ」と肩を落とす。

「……まあつまり、おぬしと桜さくらが親密になったする。桜さくら羅ら騎士団総長が自ら率そつ先せんして、あの恋愛規定を破るわけぢゃ。桜が男とイチャイチャし始めれば、小梅の中の前提が崩れる」

「で、小梅もピチピチに目覚めると。何かまた、えらく遠回りな計画だな……」

「人との関かかわりの中でしか、物事は動かぬ。そしてわしは小梅に、幸せになってもらいたいんぢゃよ」

　難なん儀ぎな一族だなあと、行也はため息をついた。ただそういった思いやりのやり取りは、親の欠けた行也にとってはうらやましくも思う。

「じゃあま協力して下さい、海尊さま。――それで具体的には何を？　テスト勝負の方、手抜きでもしてもらえるんですか？」

「そんなことはせぬよ」

「じゃあ何しに出てきたんだアンタ！」

「いやわしも、おぬしの実力は見てみたい。何せあの桜と、良い仲になりたいというのぢゃからな。あまり酷ひどいのとくっついて、桜が不幸になるのも困る。ゆえに勝負は実力で果たせ。ちなみに小梅は入試順位二位、次席ぢゃな。おぬしは七十六位。桜さくらヶが丘おか高校の規模からするとあまりよいとは言えぬが、勝算はあるのか？」

「……ちょっとヤな言い方ですけど、俺もただの馬ば鹿かじゃありませんから」

「いい心意気ぢゃな。わしも勝負の結果を楽しみにさせてもらおう。ではさらばぢゃ！」

「いや、ちょっと待て!!」

　呼び止める行也に、踵きびすを返していた海尊は不思議そうな顔で振り返った。

「なんぢゃ？」

「いやアンタ俺に協力するとか言って、実は何にもしてなくないか？」

「言われてみればそうぢゃなあ。よし、恋愛相談に乗ろう。ドンと来い！」

　――いらねえ……。

　つくづく残念な一族だ。行也は脱力した。しかしまあこの機会に、智ち恵えを借りておくのも悪くはないかもしれない。

「じゃあ一つ。……あのさ。……まあまだ皮算用の段階なんだがひとまず。実は俺おれ、今まで女の子とつき合ったことってなくて――」

「本当か？　高校生にもなって、まだ一度も？」

　海かい尊そんは口をドナルドダックのように尖とがらせ、目をクリクリにし、肩をすくめた。

　――すごいバカにされてるよ！

　睨にらむ行ゆき也やに、海尊は何度も頷うなずく。

「つまりおぬしは、今後どうすれば良いのか、全く分からぬということぢゃな。しかしまあそれも己で考えねば意味のないこと。わしからは一つ、助言だけしてやろう」

「助言？」

「うむ。おぬし、男女の恋において『絶対やってはいけないこと』とは、何だと思う？」

　馬ば鹿かにされた仕返しに、何とか答えてやりたいと行也は思った。

　だが分からない。いや分からないというより『やってはいけないこと』など、無数にあるような気がする。そのどれが正解なのか行也には判断がつかない。

　見かねて海尊が口を開いた。

「答えは『何もせぬこと』ぢゃよ。今のおぬしのようにアレもダメ、コレもダメと、いつまでも答えを出さぬこと。そして行動せぬことぢゃ」

「……どういうことだよ？」

「例えば恋心というのが、究極的には脳の中にある複雑な情報の塊かたまりであったとしよう。これは良いか？」

　まあ身も蓋ふたもないが、科学的にはそうだろう。行也は黙って頷いた。海尊は続ける。

「それでな。この情報というヤツは、何であっても時間の経過とともに壊れていく宿命にある。いわゆるエントロピーの増大、熱力学の第二法則というヤツぢゃな。流れる時間は、人の想いすら蒸発させていくのぢゃ。では時間に抗い、ある情報が『そこにあり続ける』にはどうすれば良いかな？」

「――方法は三つある」

　すぐさま行也は答えた。

「まず一つ目の方法は、最初っからものすごく固けりゃいい」

「うむ。なかなかやるのう」

「いや要するに、古くて今でも残ってるモノを考えればいいんだろ？　例えば石像は、硬いからその形の『情報』のまま残る――」

　満足そうな海尊を横目に、行也は朝から頭をフル回転して答える。

「もう一つの方法は……巨大であること。山は時間で起きる劣化に対して十分に大きいから、姿が変わらない。つまり情報は保存されている」

「それで正解ぢゃ。つまり恋もまた、固い絆きずなや巨大な愛が前提にあれば、一生分の時間を超えても、朽ちることはないかもしれぬ。そういう恋もあるぢゃろう。――しかしおぬしと桜さくらは出会ったばかりの赤の他人に近い関係ぢゃ。ゆえに三つ目の方法が必要となる。それは？」

　行ゆき也やは今回は、う～んと唸うなる。

「…………情報を維持するために常に手入れをする？　古い絵や木像や建物が残るのは、修理し続けるからだ。――元の形が分からなくなるほど、壊れてしまう前に」

「その通り、正解ぢゃよ。ただ絵や木像を例に出さずとも、おぬし自身もまた、劣化する己の身体からだを保つため『情報の入れ直し』を延々と行っておる。またこれが正しく行われ続けなかった場合、おぬしはおぬしではなくなっていき、最後は死に至る」

「あ――」

「その通り。この時間劣化に対する情報修正活動を、我らは『生きる』と呼ぶ」

　ふむ、と行也は腕を組んで息をついた。

「分かったような、分からんような。――意外と深いな、アンタ？」

「まあの。ただ桜との関係も、生きるのと同じ意気で当たらねばならぬよということじゃ」

「だから『何もしない』のは駄目ってことか。さもないと今の状態を維持することはできない。……ストーカーでもやらないよりマシってことか？」

「情報保存の観点だけから言えば、そうなるのう。ぢゃがそもそもおぬしの目的は、桜に絶望と恐怖の感情を植えつけることではあるまい」

「ああ、そりゃそうだな。何を行動に移すかは別問題か……」

「納得したか？　ではそろそろ暇いとまさせてもらおうかのう。小こ梅うめの授業が始まる」

「え、もうそんな時間か――」

　慌あわてて行也は廊下の時計を確認し頷うなずいた。海かい尊そんは「ではまたのー」と行ってしまう。

　行也も急ぎ足で、自分の教室に向かった。とにかく、桜との関係について、行也は行動を起こさなければならない。それがはっきりとしているのだから、随分気が楽になった。

「あれ――？」

　全く別のことを行也は思い出す。そういえば行也が桜さくら丘おかアパートに来たのは、海尊家の差し金であると桜が言っていた。もしかしたら海尊は、何か知っていたのかもしれない。

「……まあいいか」

　授業開始の鐘が鳴る中、行也は気を取り直す。

　桜との出会いに、行也は感謝していた。

　だから誰だれかの思惑などというのは、行也にとってはあまり関係のないことだったのだ。



　その後――。

　海尊が再び姿を現すことはなく、小梅とも特に顔を合わさず。

　表面上はあくまで静かに日々は過ぎていった。

　そして一週間。ついにテスト当日がやって来た。

　今、教室で席についた行也は、落ちついてテスト用紙に向かっている。シャーペンの黒い先が、白い紙の上を滑らかに走る。

　もちろん試験勉強はしたが、それ以上にコンディションがとにかく良かった。集中力の途切れることがない。何なのだろうと、行ゆき也や自身すら戸惑う感覚だった。

　舞いあがった上うわの空のドキドキも、胃の痛むような焦燥もない。

　それでいて、ただただ桜さくらのことを思えば、やるべきことは何でもこなせた。

　今も問題をただ解くたびに、指先から目から、いい感触が返ってくる。

　一息ついて行也は、制服の上から内ポケットの位置にそっと手を当てた。そこには固い紙封筒が入っている。その中には昨日買ってきたあるものが入っている。

　――まるでお守りみたいだな。

　そう思うと何だか、自分でもおかしくなってしまう。

　しかし行也は、勝って自分の力を示す必要があった。

　これは小こ梅うめとの勝ち負けの話ではない。桜の周囲には、いつか行也が絶対に対決しなければならない『構造』としての人々が存在する。それに行也は勝たなければならないのだ。

　行也はふと窓の外へ目をやった。

　誰だれもいない学校のグラウンドを挟んで、桜さくらヶが丘おかの風景が広がっている。

　すでにサクラの花は散ってしまっていた。今は青々とした木々の町だ。葉の間から飛び出した黒く古い建物があって、その向こうに麓ふもとの都市の風景があって、さらにその先には白みがかった青い海が広がっている。

　行也は『ある女性を捜すため』という理由でこの町に戻ってきた。

　だが本当にそうだったのだろうかと、今では思う。

　行也は、この町が好きだった。――だからここへ帰ってきた。

　ここで生きていこうと思ったのだ。



    

  
    
      


第四章





　テストの結果が返ってくる日。

　桜さくら庵あんにはすでに、桜さくらと行ゆき也や、小こ梅うめの三人が集まっていた。

　あとはミサキが来るのを待つばかり、というところで、小梅が行也に難なん癖くせをつけてきた。理由は実に些さ細さいなことで、行也がつい小梅のことを『小梅』と呼び捨てにしたからだ。

「何で名前を呼び捨てるの？　私、アンタのツレか何か？　いつからそんな馴なれ馴なれしいわけ？　私が不快だとは思わないの？」

　顔を恐こわくしかめ、矢や継つぎ早ばやにまくし立てながら、行也を問いつめる。すでに桜は諦あきらめ顔で、それを見ているだけだった。

「深い意味なんかねえよ、ついだ。つい」

　行也の返答は言い訳にもなっていない。だが本当に、つい口を突いて出てしまったのだ。その理由を考える。

「――そう。『海かい尊そんさま』に会ったからだ。お前が『海尊さん』だと区別つかないだろ」

　そうそう、そうだった――と、行也は自分で言いながら納得した。何だかすごく言いにくい感じがして、だから『小梅』なのだ。

「納得したか、小梅？」

　途端キレた小梅は、行也の足をダーン！　と踏みつけた。行也はギャアと大きな悲鳴を上げ、椅い子すに座ったまま飛び上がった。

「…………名前は許そう。でも『さん』つけろや、ユッキー」

「ユッキー!?　いえ、はい。もちろん分かりました小梅さま！」

「却かえってムカツク！」

　小梅は追い打ちのように、足をグリグリ踏む。痛い痛い。

　そこで桜庵の入り口扉の鐘が鳴り、ようやくミサキが姿を現した。彼女はのんびり無言で空あいた席に鞄かばんを置き、行也の隣に腰掛ける。そして行也の方を向いて言った。

「小梅ちゃんが行也の足を踏むのは、なぜ……？」

「ツボマッサージだな。『足の甲』健康法ってやつ。俺おれの偉大さにようやく気づいた小梅ちゃまが、ご奉仕してくれてるんだ。明日あたり、お肌ツルツルになるぜ！」

「アンタって本当、ガキでイラつくわね!!」

　ますます力をこめる小梅に、行也は振り返って怒鳴った。

「止やめろよ！　痛いって!!」

「よい子はお店で静かにする……」

　状況を全スルーして、ミサキは呟つぶやくように言った。一応確認で、行也はミサキに訊きいてみる。

「今の面白くなかった？」

「…………私のシェーマは、ずれない。だから面白くない」

「いや、それ以前の問題のような……。てか、シェーマって何？」

「内容は理解できた……」

　なぐさめるような顔で頷うなずいて、ミサキは言った。

　収拾がつかなくなると見て取ったのか、桜さくらが手を叩たたく。

「はいはい。じゃあ全員が揃そろったし、血の雨が降り出す前に結果発表と行こうか。まずは私から見せるよ」

「桜もテスト結果見せるのか？」

　行ゆき也やは意外な思いで訊きく。これは行也と小こ梅うめの勝負で、あとの二人はその証人だ。だがミサキまで「……私も見せる」と行也に言った。

「まあ私たちだけ見るのは不公平だからね」

　そんな言い訳じみたことを言いながら、桜はカウンターテーブルに答案用紙を並べる。

　桜の各教科の点数は、50～70点代がパラパラといった感じだった。国語などの文系科目が比較的高得点だが、得意と言うほどでもない。

「ま、平均よりちょっと悪いぐらいだね。勉強あんまり得意じゃないし、しょうがないかな？」

　あはは、とわざとらしい笑いをつけ足してごまかす。どうも桜自身が率そつ先せんして悪い点を取ることで、小梅も行也もすごい、というところに落とす作戦らしい。

「はいじゃあ次は、ミサキちゃん」

　桜が言い、今度はミサキが答案用紙を見せた。だが他ほかの三人は三様に思わず「うっ」と呻うめく。ミサキの答案には、点数が書いてあるべきところに『採点不能』と書かれていた。

「ちょっと、どうしたのよこれ……」

　小梅が呆あきれたようにミサキに訊く。

　答案の前半は驚いたことに、全問正解だったのだ。だが後半からミサキの文字は、解読不可能な不思議文字に変わってしまっていた。

　いや厳密には、文字かどうかすら怪しい。記号を真ん中に三角形や十字型に装飾が書きこまれた不思議な図形が並んでいる。この魔法陣やミステリーサークルを連想させる文字をバツにしなかったのは、教師の気弱な外国人配慮の結果だろう。

「自己採点で百点満点……」

「もっと時間があれば良かったのにね。日本に慣れてないからしょうがないよ」

　桜のフォローにミサキはため息をついた。

「……テスト問題、簡単で退屈だった」

　そのミサキの自信満々な態度を見ると、真実なのだろうとは行也も思う。とにかく、自己申告で全教科満点だ。

　同時に、行ゆき也やも桜さくらが何をしたかったのか、だいぶ分かってきた。

　行也と小こ梅うめの点数は、おそらくミサキ以下、桜以上となる。二人ともすごいし、すごくない。という寸法だ。そして仲直りに持っていく――。

「さていよいよ勝負だね！」

　ハプニングはあったもののお膳ぜん立だては整った桜が、目を輝かせた。喧けん嘩かは困るが勝負事は好きらしい。厄介な性格だなと思いながら、行也は自分の学生鞄かばんを開けた。

「それじゃ、俺おれから――」

　だが桜は、行也を押しとどめた。

「まあちょっと待って。今回のダークホースは行也だからね。そっちはあと。まず小梅ちゃんね」

　小梅はやや自信なさげに頷うなずくと、自分の答案用紙を取り出した。98、99点とほぼ完全に近い点数が全教科並ぶ。自己申告で百点のミサキより価値がある結果かもしれない。

「不本意な失点が多いのですが……」

「いやでもこれ……すごいよ小梅ちゃん！　ただのケアレスミスだけじゃん。これから勉強教えてよ！」

　半なかば本気で言う桜に、小梅の緊張した表情もいくらか和らいだ。

「いえでも、……ちょっと緊張していて。本当に下くだらないミスで――」

「そんな謙けん遜そん、必要ないって。内容を理解してるのは確かなんだから、それで十分。あんまり完かん璧ぺき主義でも、逆に潰つぶれちゃうよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうですね、桜さくらさま。私はベストを尽くしたのだから、堂々としていればいい……」

　途端にキラーン！　と、獲物を狩る目に戻り、小こ梅うめは行ゆき也やに指を突きつけた。

「さあ、あなたの結果を見せてもらうわ！」

「どうぞ」

　行也はカウンターテーブルの上で伏せておいた自分の答案をひっくり返す。

　全部百点だ。

　それを見た小梅も桜も口をアングリして、しばらく言葉が出てこない。

　さすがに気まずくなって来て、行也は言った。

「……あのいや。そんな驚くほどのことか？　学校のテストぐらいはヤマ張って勉強すれば、何とかならないか？」

「でもこんな……ヤマって。そうよ、アンタ今回だけガリガリ勉強して、こういう結果だったってだけじゃない！」

「だからそうなんだって。多分一学期通しての成績表は、お前の方が圧倒的にいいよ。でも俺おれは今回のテストでは、試験時間中に問題を三回解いた。ケアレス・ミスがないのは必然だ」

「必然って……。だからって――！」

「たった一回に、完全を求められる場合もある。そういう時に普段の平均点が高いなんて言っても、『負け』なんだよ」

「あ……」

　小梅はテーブルにバンと手を突いて立ち上がる。

「あ、アンタにそんなこと言われなくたって分かってるわよ！　私は桜さくら羅らの騎士よ!?」

「だがそうか？　本当に分かってるか？」

　行也は畳たたみかけるように、小梅の顔を睨にらんで言う。

「お前は最初、俺と体術で勝負するって言ったよな？　これは、俺に勝てる要素が一つとしてなかった。だが次にテスト勝負ってことになり、お前は俺の土俵に乗った。お前は勝つつもりだったから同じことと思った。しかし実際は俺が勝つ可能性を、かなり上げちまったわけだ。これは油断だろう？」

「あれはアンタが口から出任せで――」

「違う。俺が誘導したんだ。――俺が能力的にお前にかなわないことは、いくらでもあるかもしれない。それでも総合的には、俺の方が上だ」

　行也の宣言に、小梅はもう言葉も出ない。そもそも今回の賭かけについては、文句なしに行也の勝利なのだ。

　ただその上で、行也は小梅に念押ししておく必要があった。――少々可哀想かわいそうなのだが、きっちり言わないと分からない人種というのはいるのだ。

「それじゃ、そろそろ賞品の話に移っていいかな、桜」

「――あ、うん。もちろん」

　半なかば呆ぼう然ぜんとしていた桜さくらが、どうにか頷うなずく。しかし。

「……待ちなさいよ」

　小こ梅うめはなお行ゆき也やに食い下がってきた。だがその顔色は真っ青で、テーブルに手を突いたまま項うな垂だれ、震えるような声で言う。

「負けたのは私なんだから、私が！」

「悪いけど、遠慮してくれよ。お前じゃない」

　行也は冷れい淡たんに突きはなし、そっぽを向く。

「……何でも聞くから」

　小梅の声に泣き声が混じっていて、行也はビクリと振り向いた。小梅は顔を悔くやしそうに歪ゆがめたまま、目を泣きそうに真っ赤にしている。さすがに行也は慌あわてた。

「ちょっと待て。お前何か、すごい想像が頭の中を駆け巡ってないか？」

　――いじめすぎたかなあ。

　ちょっと反省もするが、何て面倒臭くさいヤツだとため息が出る。さらに桜が駄目押しした。

「行也、あんまりエッチなお願いはダメだよ？」

「……あのなあ」

「それで結局、何なのさ？」

　桜の促うながしに行也は口ごもった。いつの間にか小梅やミサキもいるここで、話さなければならない流れになっている。

　――変な誤解もされてるし、しょうがないか。

　行也は赤い顔でムッスリすると、制服の内ポケットから封筒を取り出した。さらにその中身を取り出す。入っていたのは隣町にある大型映画館のチケットだった。

「その……だ。あの、今度の日曜でもその次の週末でもいいんだけど――どっか一緒に遊びに行かないか？　…………とか思ってるんですけど？」

　やっぱりすごく、落ちつかない。

　おまけに桜はなぜか返事をせず、無言だった。行也は慌てる。

「ああ……いやほら、あの。嫌だったらいいんだ。別に。俺おれと小梅で勝手に始めた勝負だしな！　無理強いするつもりはない……本当に。……何か俺バカみたいだよな」

　どこまでヘタレかと、自己嫌悪で何かだんだん辛つらくなってきた。

　桜はようやくチケットを一枚手に取ると、大事なことでも書かれているかのように、じっと見た。そしてそれを大事そうに胸の前で持つ。だがそんなリアクションをされても、行也はどう反応していいのか困る。

「行也。今からちょっと、一緒に出ようか」

　唐突に桜が言った。

「え？　これからどっか行くのか？　……もちろん構わないけど」

　驚く行也の返答に、こちらも無言だった小梅が、慌てたように言う。

「桜さくらさま、まさか――」

　しかし桜は小こ梅うめを押しとどめた。

「いいよ小梅ちゃん」

「ですが！」

　桜は目を閉じると、小梅を諭さとすように言った。

「――これは私が、自分で決着をつけるべきことだから」



　夕暮れの桜さくらヶが丘おかの下くだり道を、行ゆき也やと桜は歩いていた。

　赤みがかったオレンジ色の光を、風にざわめく黒い木の影が縞しま模も様ように遮さえぎる。

　だが行也の目には今や、何も映ってはいなかった。一歩歩くたびにドクンドクンと耳の中で鼓動の音がする。

　桜は「決着」と言った。決着って何だ？　――そればかり考えている。

　だが映画チケットを出してみせた時点ですでに、行也の気持ちというのはあまりにも露ろ骨こつだった。気持ちを悟られたのは間違いない。

　では「ゴメンナサイ」の「決着」なのか？

　――いや、そういう反応には見えなかった。

　だったら自分から言ってしまうべきか？　桜の意志が肯定か否定かは分からない。しかし行也から言いだした方が、ハードルは下がる。

　どのみちこれから決断が下されるのだとしたら、これ以上悪くはならない。だったら行也から行動を起こすべきだった。

　――よし、俺おれから言おう。

　行也は決断し、前を歩く桜を見み据すえる。だがそこに桜の姿はなかった。

「あ、あれ？」

　一瞬本気で慌あわて、後ろを振り返る。桜はいつの間にか下り坂の途中で立ち止まっていた。行也だけが一人、追いこして先に行ってしまったのだ。

　桜が立っている場所は、下り坂の終わる一歩手前。

　そして行也の方はいつの間にか、完全に水平な道の上にいた。もうちょっとだけ歩いて角を曲がれば、大きな国道に出て電車も走っている場所だ。地図上では桜ヶ丘地区と他ほかの地区との境界あたりだろう。

　左右は雑木林で、いま周囲に人の気配はない。

　――よし、言うぞ。

　行也は立ち止まっている桜の元へ、緊張しながら引き返した。その間、桜の表情を見ていると行也の胸は再び高鳴り始めた。

　だがこれは先ほどまでとは全く違う。高揚感は一切なく、むしろ退ひいていく。ものすごく嫌な感じだけが、どんどんと胸の中で膨らんでいくのだ。何より、赤い夕日の中で立つ桜の無言無表情が不気味だった。

　耐えられなくなって、行ゆき也やは桜さくらに声をかけた。

「どうしたんだよ、一体？」

　桜は一度口を開けて、閉めて。

　目を伏せたまま答えた。

「ここまでなんだよ。私の世界は」

　桜は立ち止まっていた場所から、一歩踏み出した。桜さくらヶが丘おかの境を割る。

　途端に桜の踏み出した足の手前で、地面が割れるように光り出した。すぐさま破裂するような音を立てて風が吹きあがる。そして光の方はバッと緩やかなカーブを描いて、地を走っていった。まるで桜ヶ丘を一周するかのように、どこまでもどこまでも延びていく。

「何が起きてるんだよ、これ!?」

　行也の問いかけに、桜は答えない。代わりにその手足に突然、真っ黒な籠手ガントレツトと脛当てグリーヴブーツが出現した。前に桜が『赤せき山ざんの鎧よろい』と言ったものだ。

　しかし今回は出現方法が真逆だった。鎧として現れ、それが鎖へとほどけていく。

「何が――」

　その続きを、行也は口にすることができなかった。

　鎧は完全にほどけると、大きな黒い鉄てつ枷かせだけが桜の手首、足首に残った。そしてそれぞれの枷かせに繋つながった黒と赤の鎖が四本、ジャラジャラ音を立てながら桜の後ろの地面に転がる。同時に少し余裕のあったその鎖が、坂の上へ引き絞られた。手足を縛いましめられている桜は無理矢理後ろに一歩分、引きずられる。

「どういうことだよ……」

　行也はすぐさま桜の後ろに回ると、坂の上に続いている鎖を思いきり引っ張った。しかし行也の力程度ではピクリともしない。

「根っこから引き抜かないと駄目か。――クソ、どこに繋がって」

　桜は諦あきらめた顔で何も言わない。それをあえて無視して、行也は鎖の繋がる先を目で追う。

　鎖は桜ヶ丘の坂道を、どこまでも続いて登っていく。その行く先は見えないが、おそらく桜ヶ丘の頂上だろうと予想できた。

「……何の冗談なんだよ、これ」

　そしてついに、桜は答えた。

「絶対に他者には破壊されることのない、赤山の鎖だよ。それが赤山の鎧の正体。――普段は空気に溶けてるんだ。でももし『桜』という存在に危機があれば、あらゆる手段でその存在を絶対に『保存』する。いわば霊れい智ちの縛めだね」

「んなことを聞きたいんじゃなくてさ！　――何でこんなモンつけられてんだよ!!」

　桜に八つ当たりしても仕方がない。しかし行也は大声で問うのを止やめられなかった。

「どこのどいつがこんなことを……！　いつからこうなんだ？」

「私が生まれた時からずっとだよ。いやもう、生まれる前から、かな？」

「桜が、生まれる前……？」

「うんそうさ。私の前には先代の『吉よし野の桜さくら』が、この鎖に繋つながれていたんだよ」

「いや吉野桜って……それはお前の名前だろ？」

　桜は横に首を振った。

「代々、同じ名前を名乗ってるんだ。私には本名があるけれど、個人としての名はないんだよ。そして先代っていうのは、私の母親のこと。――都合のいいことに『吉野桜』には、必ず娘が一人しか生まれないんだ。つまり母だけでなく、私の祖母もさらにその前も。私の一族は代々生まれた時から、この『山』に繋がれ続けているわけさ」

「山って……桜さくらヶが丘おかのことか？」

「そう。桜ヶ丘は『山』なんだ。そして『吉野桜』は代々、人寄せの人柱の一族。もう八百年も前からね」

「いやまて。人寄せの人柱って……。要するにどういうことなんだ？」

　行ゆき也やの問いに桜は答えた。

「桜ヶ丘はそもそも、骨こつ山ざんと呼ばれる霊山だったんだよ。草木も生えない白い不吉な岩だらけの険けわしい山。最初から地上と死の国デイサマスが繋がってしまっている場所だった。だから昔は『命なき者たち』が幅を効かせて、命あるものは植物ですら寄りつかない場所だったんだ。けれど八百年前、その霊山に人間の入植集落コロニーを置く必要が出てきた」

「……何のために？」

「時の権力者が、人間同士の戦争をするために、だよ。他国を攻めるため、ここに軍隊が通る街道が必要だったんだ。それを守らせる必要があった。さらに補給のための倉があれば、桜ヶ丘は難攻不落の城ともなった。相手の国は、聖なる山には攻めてこないからね」

「でもそれは、人間同士に限っての話だろ？　相手が手を出してこないのは、桜ヶ丘が死の国デイサマスの領土テリトリーだからで」

「そうだね……」

　桜は素直に頷うなずいた。

「何せ元が霊山だから、いろいろ起きたんだよ。『人寄せの人柱』の効果で集められた人々は、様々な怪異に襲われた。だから、彼らを守る者たちがどうしても必要になった」

「……それが桜さくら羅ら騎士団？」

「そう。できた当時は『桜さくら羅ら探たん題だい』。今は騎士団オーダーを名乗ってるけどね。桜ヶ丘を守るための独立武装組織として、特別に存在が認められたんだ。そして――」

　桜は両手を持ち上げ、手首の枷かせに繋がる鎖をジャラリと鳴らした。

「人柱の一族をこの地に縛りつけておく鎖は、絶対に壊れない『赤せき山ざんの鎖』。この鎖は、地上の全すべてが死に絶えても『吉野桜』を守り抜く、絶対防御の力を持っていた。だから最初の『吉野桜』は、これを法ほう術じゆつで組み直して鎧よろいとし、人々を守る盾たてとなることを選んだ。自分が巻きこんだ人たちだったからね」

「その話は分かるが。――でも根本的におかしいだろう。何でその初代の桜は、そんな酷ひどい扱いを受け入れたんだ？　子孫まで巻きこんで……」

「行ゆき也や、この姿を見て分からないかい？」

　桜さくらは手足についた枷かせを振る。またジャラリと鎖が鳴った。

「初代『吉よし野の桜』に決定権はなかった。彼女は罪人だったんだよ。だから生きた人柱にされた。――さっきの話とも関連するんだけど、このあたり一帯には八百年前、急成長した王国があったのさ。けどいろいろあって、当時の王が自分の弟を反逆者として討とう伐ばつした。その反逆者の娘が、初代・吉野桜だったってワケさ。そして初代・吉野桜が罪人なら、私も罪人なんだよ」

「お前がそこで納得しちまったら、何にも変わんねえだろ」

「変わる必要はないんだよ」

　桜の断言に、行也は口ごもる。

「いいかい、行也。桜さくらヶが丘おかに人が住むようになった以上、誰だれかが桜さくら羅ら騎士団をやらなきゃならない。だったら絶対防御の赤せき山ざんの鎧よろいを持つ私がやるのは、理にかなってる。――いや結局、私がやりたいんだ。今の桜ヶ丘が、私も好きだからね」

　その桜の表情は、頑かたくなだった。

「だから、行也には悪いんだけどこれは返すよ。私は桜ヶ丘から出られない」

　桜は、ずっと手に持っていた行也の映画チケットを差しだした。

　行也は一いつ旦たんためらい、しかし受け取る。

「……ごめん、行也が頑張ってくれたのに。今回のことは、他ほかで必ず埋め合わせさせてもらうよ。でもそれでお互い、最後にした方がいい」

　驚いた行也は、俯うつむかせていた顔を上げた。

「最後って……何が？」

「うん。これまでのことは楽しかったのは本当なんだけどさ。やっぱ普通の人とつき合うの、しんどいや。――私には使命があって、もう決めてしまった人生があるんだ。その軸がぶれて来る。だから一方的で悪いんだけど、これからは距離を置いてほしいんだ。行也は私に近すぎる」

「……言ってることは分かるが。ホントにそれでいいのかよ？」

「ごめん」

「俺おれに謝るトコじゃない。お前がそれ、ホントにずっと続けてく気なのかよって話だ！」

「うん。私はもう決めたんだ」

　桜の返答に、行也はいい考えも言葉も何も浮かばない。無言で頭をかきむしる。

　そして桜はその場で背を向けた。

「行也……。こないだのサクラの話、憶おぼえてる？」

「……どの話だよ」

「サクラは枯れ木に花が咲くって話」

　すでに花の散ったサクラの木を見上げて桜は言った。

「私も桜ヶ丘も桜羅も、あの話と同じなんだ。ないはずのところになぜかある存在。だから私は昔よく、こんなことを考えてたんだ」

　そう言って桜さくら羅らの桜さくらは、行ゆき也やを置いたまま桜さくらヶが丘おかという『山』に登っていく。

「――ありもしないものたちは、どんな未来を追いかけたらいいんだろうか？」



　どことも分からない、巨大な空洞だった。

　その壁と天井は目の醒さめるような純白で、さらに一面、無数の赤い宝玉がはめ込まれている。

　宝玉の配置はよく見てみれば、天空の星座と一致していた。壁と天井を一面の夜空とし、完全なる白の『天』が再現されているのだ。

　この奇妙な部屋――『石榴子ポメグラネイトの間』に、その『匣はこ』はあった。

　匣は青銅製の巨大な円筒形であり、三本の短い足で立っている。表面は赤と緑のまだら模様。それが禍まが々まがしい渦の形を作り出していた。

　ただこの匣を異様に見せているのは、色や模様だけではない。匣の背面や側面からは、何百本もの硬質な管くだが生えていた。それは生物の器官のようでもあり、また匣を呪じゆ術じゆつ的な楽器とするパイプのようでもあった。

　やがて風も熱もないこの部屋で、『匣』は勝手に揺れ始めた。ガタガタと音を立て、徐々にその響きを酷ひどくさせていく。まるで中に狂った生き物が閉じこめられており、暴れているかのようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　すぐに騒音は部屋全体の隅々にまで響き渡る。ガタガタゴトゴトドンドンと、その三本の足で床を叩たたき、やかましくうるさく鳴る。

　だが震えがさらに増すにつれ、音そのものは小さくしぼみ、ついには微振動で安定した。匣はこは音おん叉さのように高音で鳴り続け、音波が空気そのものとなり聞こえなくなる。

　そしていつの間に現れたのか。

　匣の前には一つの人影があって、うやうやしく跪ひざまずいていた。匣の音が再び、高く低く変化する。

『……』

　遠くから響いてくる叫び声のようだった。空気が震えるような声は、意味をなさないまま響き渡る。

『……！　……誰だれか…………』

　ついにはそれが言葉をなす。匣の『宿りし神インサイド・マインド』が、とうとうその荒々しい声を上げたのだ。

　跪いて待機していた人影が、答える。

「ここにおります」

『……おお、我が僕しもべよ。……全すべてを報告せよ。何一つとして誤らず、偽いつわることなく！』

　匣は声に雷音のようなノイズを混ぜながら訊きいた。人影は跪いたままさらに一段深く頭を下げ、答える。

「では恐れながら。『エレウシスの秘儀』の準備は、滞りなく進みつつあります」

『邪魔する……者ども……を…………』

「はい。地上の桜さくら羅ら騎士団解体への準備も、徐々に条件が整いつつあります。すでにその長おさ、吉よし野の桜さくらの心の天てん秤びんは崩れ去りました。あとは祭の、その日を待つのみ」

　跪いた人影の報告に、匣の中に宿るものは愉快そうに笑い始めた。雷声に部屋の空気がビリビリと震える。

『……内から崩されれば、こうも脆もろいとは。……まさにお前こそ…………恐るべき裏切り者よ』

「元より桜羅には、恨みばかりのこの身なれば――」

『必ずや……、必ずや……！　やって遂とげてみせよ！』

　神の言葉に人影は、無言のままさらに深く、いつまでもその頭を下げ続けた。



　あの日から、行ゆき也やと桜の別々の日々が始まった。

　桜は努めて行也から、距離を取るようになっていた。

　同じ教室にいても口を利かないし、行也が挨あい拶さつをしても無視される。校内での行く先がたまに一緒になれば、わざと避さけられる。

　そして行也は一人焦あせっていた。

　桜の身に起きていることは、根本的に間違ったことに決まっていた。『人寄せの人柱』だの何だのと、ややこしくごまかされているだけだ。これはもっと単純で悲惨なことだ。

　だが情報を集めようとした行ゆき也やは、すぐ壁にぶち当たった。

　小こ梅うめは行也と会おうともしない。ミサキは何も語ってくれない。他ほかのアパート住人も似たり寄ったり。桜さくら羅ら騎士団という組織そのものに、接触できなかった。

　考えてみれば当然である。彼らは桜さくらが閉じこめられた現状を、肯定する者たちなのだ。行也に協力するわけがない。

　ならばと行也は一人、桜さくらヶが丘おかを地図片手に歩き回り、図書館で歴史資料を調べ、赤せき山ざんの鎖と呼ばれる存在について調査を始めた。

　だが成果は何もない。何一つ分からず、どうすることもできないまま、時間だけが何日も過ぎていく。その間、はっきりしたのはたった一つだけ。行也にはこの件を解決する能力がないということだった。

「おはよう、行也君。――どうしたの、行也君？」

　そう呼びかけられてようやく、行也は堂々巡りの思考から引き戻された。声をかけてきたのは幼なじみの鶯うぐいす谷だに恵めぐみである。

　四限目の授業はもう終わっており、教師が出ていくところだ。

「顔真っ青だよ。何だかやつれたみたいだし、一人暮らしで体調とか崩してない？」

「いや何でもない、大丈夫だ。ちょっと考え事してただけで……」

　行也はようやくボサボサした態度で、机の上の教科書を片づけ始めた。

「行也君、もしかして吉よし野のさんと何かあった？」

　行也は驚いて恵を見る。逆に恵の方は言いにくそうに目を伏せた。

「吉野さんここ数日、行也君のこと避さけてるみたいに見えたから」

「……そんなことないって。……避けるも何もない」

　しかし言葉がうまく続かず、行也は肩を落とす。

「ううん、二人とも何かおかしいよ。休み時間になると吉野さん、必ず一人でどっか行っちゃうし。……私、吉野さんと友達になりたいから、話しかけようと思うんだけど、捕まらなくて。行也君、何か事情知ってるのかなって」

　それは行也も気づいていなかった。すぐさま教室を確認する。桜はまだいるが、確かに弁当を持って一人でどこかに行こうとしていた。

「この昼休みは多分教室にいるよ。昼飯食ったら話しかけてみろよ」

　早口でそう恵に言うと、行也は席を立って桜の真ん前を横切り、教室を出る。そのままもう何も考えず、校舎の中庭へ向かった。

　日陰にあるベンチに座り、そこでようやく一息つく。学食に行くか迷ったが、空腹感はあるのに食欲がない。

　頭の中が何も像を結ばず、ただボンヤリとする。

　――桜も休み時間、こんな感じで時間潰つぶしてるのかな？

　そう考えると、何だか悲しくなった。

　しばらくすると、中庭を通り過ぎていくと思っていた足音の一つが、行ゆき也やの隣でピタリと止まった。顔を俯うつむかせたままなので、右手前に足下だけ見える。

「おぬし、大丈夫か？」

　こんな言い方をするのは海かい尊そんしかいなかった。

「気づくのが遅くなってすまぬな。小こ梅うめとわしは直接話すことができぬ。今回の勝負事にわしから口出しするのも筋違いなこと。――そう思っていたのが、裏目に出た」

　だが行也は、海尊の話を全然聞いていない。答えず、黙ったまま立ち上がると海尊の襟首を掴つかもうと手を伸ばした。

　――そうだ、コイツは全すべて知っていたのだ。

　海尊は桜さくらのことも鎖のことも全て知っている。生きた人間を人柱にして見守る存在、監視者。そして子孫はその家来気取りで――！

「痴しれ者ものめ――」

　海尊はそう呟つぶやいただけだった。

　行也の手は何も掴まず、逆に手首を掴まれる。次の瞬間、行也の身体からだはきれいに宙を一回転して、柔らかな土に叩たたきつけられた。息が肺から叩きだされてしばらくは声も出ない。

「……行也よ。おぬしに話を聞く気がないのなら、わしは帰るぞ？」

「黙れよ――」

　行也は咳せき込みながら答えた。

「何百年も、ただ見過ごしてきただけのヤツが。――いや、お前が全部仕組んで！」

　行也の言葉に、海尊は大きなため息をついた。

「……桜はおぬしに、桜さくら羅らの作られた経緯いきさつを話したか？」

「聞いたさ、王の弟がどうとか、サクラがどうとか。そんな与太話がどうした！」

「与太話ではない。わしは、反乱人として討たれた初代・吉よし野の桜の父の部下だった者。ゆえに主君の一族の行く末を、今も見守っておるのじゃ」

　その説明はひとまず、辻つじ褄つまはあっている。ただし言ってることが本当と仮定してだ。

　行也は油断なく立ち上がると、海尊を睨にらんだまま制服の土を払う。

「……だったらなぜこんなことを、黙って許すんだ」

「桜自身が自らの使命の全まつとうを望むからじゃ。――特に今代の桜はその意志が強い。桜自身が解放を求めておらぬのじゃよ。ならば部下のわしが勝手をするわけにはゆかぬ。ゆえにいまだ『赤せき山ざんの鎖』の解除方法は見つかっていない」

　行也は桜の頑かたくなな態度を思い出した。彼女はもう自分の宿命を決めてしまっている。

「しかし一方で、桜羅騎士団というシステムは限界に来ておる。桜羅はもう終わってもいい。じゃからまずはおぬしが、桜の心を解く鍵かぎとなることをわしは期待しておった」

「俺おれが――」

　それで行也はようやく思い出した。海尊には聞かねばならないことがあったのだ。

「俺が桜さくら丘おかアパートに行くよう仕向けたのは、やっぱりアンタの意志なのか？」

「そうじゃ」

「どうして？」

「――おぬしはある女性を捜すため、桜さくらヶが丘おかに戻ってきた」

　行ゆき也やはハッとする。『夜桜のお姉さん』捜しのことだ。

「何でアンタが知ってる――」

「桜ヶ丘で起きることは、人の出入りから大小の噂うわさまで、全すべてわしの耳に入る。そしておぬしの会ったその女性は、おそらく失しつ踪そうした桜さくらの母親なのじゃよ」

　その事実は、行也にとってはいろいろと辻つじ褄つまがあう。確かに面おも影かげは似ているのだ。

「でも失踪って？」

「先代『吉よし野の桜』は、己に負わされた全ての宿命と責任を生まれたばかりの娘に押しつけ、姿をくらました。ゆえに桜は顔も知らぬ母を憎んでおり、その意識から宿命を背負いこもうとしておる」

「いや桜が母親の顔も知らないって、だって俺おれとは――」

「そう。おぬしとは桜ヶ丘で出会っておるのだ。だが桜やわしの前に姿を現したことは、一切ない。『桜ヶ丘を見守っている彼女』を、唯一おぬしだけが知っていた。このことが桜へ伝われば、頑かたくなな気持ちもほどける。……そう、甘い期待を抱いだいておったのじゃよ」

　だがそうはならなかった。

　行也はただ突っ走り、その結果桜は、自分の枠組みの中へとより強く自分を押し込んだ。

「わしの打った手は、全て外れてしまった。おぬしにも辛つらい思いをさせてしまった。許してほしい。そう今日は謝りに来たのじゃ」

「謝りにって。……こんなこと他人にどうこう言われたくねえし」

「そうか」

　海かい尊そんは頷うなずくと、静かに息をついた。

「では最後に。もうおぬしは今後一切、桜さくら羅らには関かかわるな」

「……どういうことだよ」

「勘違いするな。おぬしの身を考えてのことじゃ。我らが対するのは、対処を誤れば生命の危機にすら関わる者たちじゃ。ゆえにこれ以上、迂う闊かつな関わりあいを続けてはならぬ。新たな住居は、すぐにこちらで手配する」

　一方的な海尊に、しかし行也はもう何も言えなかった。

　実際の話、これ以上桜が管理人をするアパートに住んで、どうするのか？　何の打つ手もない行也は、桜から距離を置くべきではないのか？

「勝手ばかりを言ってすまんの行也よ。じゃが桜羅という存在は、限りなく幻のようなものじゃ。幻に迂闊に触れれば、一生を根こそぎ持ってゆかれることになる。それでは桜と同じじゃ。――小こ梅うめもまたそう」

　海尊は一度、視線を地面に逸そらすと、踵きびすを返した。

「しかしおぬしはまだ、己の人生を選ぶことができる。それを大切にしてほしい」

　一人残された行ゆき也やは俯うつむいたまま、拳こぶしを強く握りしめた。

「何だよ、それ……」

　そして握っていた拳を、開く。



    

  
    
      


第五章





　四月のこの日。『こと座流星群』は極大日を迎えていた。

　日の沈もうとする夕空を、いくつもの流れては消える光の線が彩いろどり始める。そして茜あかね色いろに染まった空には、薄く浮かび上がった白い月が二つ、ある。

　よく見ればその一方は明らかな人工物、上下左右が対称な球形の神殿だった。その周りを五本の細い輝くリングが回転している。秘儀堂テレステリオンと呼ばれ、地上世界を空間ごと死の国デイサマスへと呑のみこむことのできる特殊な建造物だった。

　警戒を強めていた桜さくら羅ら騎士団の目の前で、『最初の兆候』がついに現れたのだ。

　だがこれが敵対的なものなのかどうか、まだ真意は分からない。調査のため空中神殿へと飛ぶ法ほう術じゆつの光の輪が二つあった。

　先に行く一方は桜さくらである。赤せき山ざんの鎧よろいを手足に纏まとい、腰にもすでに、愛刀・薄あさ緑みどりがある。

　あとに続くもう一方は小こ梅うめ。今は白黒の僧衣に和鎧をつけ、桜と同じように腰には刀。さらに手には八角形の木でできた杖つえ、金こん剛ごう杖じようがあった。

「通告もナシに、一体どういうつもりだろう……」

　緊急事態にもどこかボンヤリと呟つぶやく桜さくらに、小こ梅うめは顔をしかめた。

「桜さま！」

「……うん、何？」

　気の抜けた声で桜は返事する。ここのところの桜は、ずっとこんな調子だった。

　今さらながら行ゆき也やという存在と、その及ぼした影響に小梅は奥歯を噛かんだ。同時にそれは小梅自身のおかした敗北と失敗でもある。だがだからこそ、二度と同じ油断はしない。

「これは悪い企たくらみです。しっかりして下さい」

　そう強い口く調ちようで桜に言う。だが桜は相変わらず煮えきらない声で答えた。

「でも秘儀堂テレステリオンを本来の目的で持ち出してくるなんて過激なこと、あるんだろうか？　そんなことは死の国デイサマスの法ロゴスに照らしても、許されることじゃないよ」

「死の国デイサマスでも、野望によってことを起こす者はいます」

「でもそれじゃ犯罪だよ。……むしろそうであってほしいと願いたいぐらいだね。死の国デイサマスの全面的な協力を仰げる」

　その返事に、小梅はもはや何も言い返さなかった。桜はおかしくなってしまっている。

　桜さくら羅ら騎士団の使命は常に、桜さくらヶが丘おかに起きる事件を未然に防ぎ、人々を守ることだ。事件が起きてから罪を裁くことではない。それでは何もかもが遅すぎる。

　しかしそれを指摘し助言する自信が、今の小梅にはなかった。自分の方こそやたらと好戦的に物事を考えたがっているのではないかと、疑ってしまう。

　そんな小梅の弱気を見透かしたかのように、空中神殿を取り巻く光の輪が突如膨らんだ。

「桜さま――！」

　反応が一瞬遅れる。膨張していく光の輪から、二人とも距離を取ることができない。一瞬で空中にいる桜と小梅の位置を、光が通り過ぎていく。

　二人は身構えた。しかし膨らみきった光の輪は、そのまま空中へ拡散して消えてしまう。

　何も起きなかった。

「？　……一体何だったんだい？　小梅ちゃん？」

　後ろを振り返った桜に、小梅も無事であることを身振りで告げる。

「威嚇でしょうか？　ひとまずこちらも、異常はありません。――行きましょう」

　一いつ旦たん空中で停止していた小梅は、再び前進を始めた。その直後、小梅の頭に何かが思いきり、ぶつかった。空中でのバランスを崩しそうになる。

「どうした、大丈夫かい!?」

　先行する桜はすぐさま小梅をかばう位置を取り、空中を引き返してくる。一方の小梅は頭を押さえたまま、再び停止。とにかく落ちついて状況を把握するよう努めた。幸いケガらしいケガもしていない。頭に痛みはあるが、血などは出ていない。

「大丈夫です。鳥にでもぶつかったのでしょうか？」

　そこでハッとして、小梅は何もない前方に手を伸ばした。手て応ごたえが返ってくる。

「桜さま、こちらには来ないで！　壁があります!!」

　小こ梅うめの元へ駆けつけようとしていた桜さくらは急停止したものの、不可解な表情をする。

「壁かい？　……でも何もないけど」

「はい、見えませんが――」

　小梅は目の前を次々に手探りする。そして見えない壁の存在を確信すると、金こん剛ごう杖じようで殴りつけてみた。手て応ごたえがあり杖つえは弾はじかれる。そのさまを見て桜も納得したようだった。

「でもさっきまでは、何もなかったのに……私は通れたんだしね。さっきの変な光でできたのかな？」

　小梅は無言のまま、しばらく手探りで壁の端を捜してみる。しかしどこまで行っても終わりはない。おそらくこれはあの空中神殿を中心とした、巨大な球になっているのだろう。小梅はその外側に締しめだされ、桜は内側に閉じこめられたのだ。

「関バリアか何かの類たぐいだろうね――こっちも破壊できないか、やってみるよ」

　桜が小梅に下がるように言い、赤せき山ざんの鎧よろいの籠手ガントレツトで壁に思いきり殴りつけた。桜の表情からは結構な手応えが返ってきたように見えるのだが、見えない壁の方には全く変化がない。

「どうしたモンだろうね……」

　何度か試して結果が変わらなかった桜は、横目で空中神殿を睨にらむ。

「……結局これは、時間稼ぎかもしれない。――小梅ちゃんの方はミサキちゃんでも誰だれでもいいから、応援を呼んできて、この壁をどうにかして。私は先に秘儀堂テレステリオンに乗り込んで調査してみるよ」

「待って下さい、桜さま。一人でですか？」

「うん。二人でこうしていてもしょうがないしね。妥当な作業分担だと思うけど……」

　答える桜の意識は、もう神殿の方に向かっている。小梅にはそう見えた。

「止やめて下さい、一人では危険です。合流を待って下さい」

「危険はいつものことで、私はみんなの中で一番安全だよ。赤山の鎧があるからね。それよりも調査を急がなきゃ。みんながここに来るまで何時間も、何もしないで待ってるってのはナンセンスだよ」

　だが小梅からすれば、桜の判断は全くありえないものだった。慌あわてて首を振る。

「よく考えて下さい。この見えない壁が出現したのは、私と桜さまを分離する目的以外、考えられません。だったらあの神殿で待ち受けているものは、罠わなに決まっています」

「そういう考え方もあるけどね……」

「桜さまは焦あせっています。冷静な判断を！」

　必死の小梅の口く調ちように、桜は苦笑して首を傾かしげた。

「私は冷静さ。焦ってもいない。言ってることにおかしいところもないはずだよ。心配ない、いつも通り慎重にやるって。だからそっちも急いでね」

　そう答えると、桜は空中で身を翻ひるがえした。

「桜さま！」

　しかし小こ梅うめの呼びかけには答えないまま、桜さくらは一人、目的不明の神殿に向かって飛んでいってしまう。

「何てこと……」

　小梅は呻うめいたが、こうなってしまってはもう一刻の猶予もなかった。自分も空中で反転し、桜さくらヶが丘おかへ向かって急降下する。すぐに仲間を集め、桜の援護に向かわなければならない。――だがそれにしても、桜の迂う闊かつな判断は全くありえないものに思えた。

「アイツが来たからよ、アイツが。良くないヤツ！」

　行ゆき也やのせいだと小梅は思った。

　だからアイツが桜に近づくのは反対だったのだ。

　行也のせいで、桜も小梅もおかしくなってしまった。



　――慎重に、か。

　もちろん桜も、小梅の懸念は分かっていた。罠わなというのも一理あるのだ。用心に越したことはない。空を飛ぶ速度を落とす。

　目標である神殿にある距離まで近づくと、予想通り徐々に周囲の景色が一転し始めた。

　空の流星雨はそのままなのだが、まず月が消えた。続いて沈みかけの太陽が姿を消し、眼下の地上が見えなくなった。

　代わりに見えてきたのが、原色の厚い雲に覆おおわれた世界だ。赤い雲、黄色い雲、青い雲が自由な形で宙に浮きながら、液体のようにドロドロと流れ、固体のように混じり合わない。一つの色の塊かたまりは何百kmという大きさで、接触部分ではいくつもの稲いな光びかりが瞬またたいている。

　もはや桜ヶ丘上空のこの空間は、人の世界ではない。死の国デイサマスに呑のみこまれていた。

「秘儀堂テレステリオンは目的通りに使っているのか……」

　桜は向かう先の空中神殿を睨にらむ。慎重な接近。

　だが先ほどのような妨害は結局起らなかった。古代様式の石造りの神殿が、間近に迫ってくる。正面に大きな鉄格子の門があり、外に向けて船着き場のような張り出しもあった。桜はそこに下りる。

　飛行のためのリングを消すと、手足の赤せき山ざんの鎧よろいと腰の刀を確認。そして意を決すると、周囲を観察しながらまず鉄格子の門まで歩いた。

　門は何十人もが同時に出入りできるかのような、幅が広く高いものだった。だが今は、身動きする影はない。

「開かなきゃ壊すしかないけど――」

　桜が門を押すと、錆さびついた鉄の音を響かせ門は開く。

　やはり何の動きもない。聞こえるのははるか彼方の遠雷だけ。

　桜はゆっくりと門を抜ける。中は小さな植物園のようになっていた。ただそこも数種類の草花が寂しく生えているだけで、目立ったものはない。

　次に突き当たったのは、神殿の大きな正面扉だった。これも鍵かぎはかかっていない。桜が手で押すと簡単に開いた。

　注意を切らさず慎重に、桜さくらは内部に入っていった。

　扉の向こうにあったのは、床と壁が大理石でできた、だだっ広い空間だった。いわゆる、玄関ホールに当たる場所だろう。

　天井まで三階分ほどの高い吹き抜けになっていて、所々に円柱型の大理石の柱――いわゆるカラムが、ひっそりと立ち並んでいた。

「誰だれかいるのか？　いないのか!?」

　声を上げる。しかし静寂の中を桜の声が反響するばかり。

　――最初から誰もいないのか？

　桜はさらに空中神殿の奥へと進んだ。

　天井の高い通路があり、その両りよう脇わきにもズラリと石柱が並ぶ。所々に半階分の中途半端な階段があり、通路は頻ひん繁ぱんに折れ曲がる。まるで迷路のようだった。

　さらに通路にはいくつもの扉がある。中は小さな部屋になっているのだが、完全な空室だった。家具の類たぐいさえ一切なければ、誰かがいるわけでもない。

「無人のまま漂流している？」

　徐々に桜はその可能性を考えるようになっていた。単なる遭難事故ならば、いろいろ辻つじ褄つまがあってくるし、対策も変わってくる。

　緊張した気分がようやく抜けた桜は、さらに神殿内部を探索する。小こ梅うめたちが合流するまでに、調べられることは全すべて調査しておかなくてはならない。そうして内部を歩き回るうちに、桜は大きな四角い黒こく檀たんの扉に出くわした。

　これまでの小部屋に比べてちょっと変わっているのは、両隣の壁が反そってカーブしていることだ。扉の向こうは円形の部屋なのかもしれない。だとすると、かなり大きな部屋だ。

　――ここがこの秘儀堂テレステリオンの中心なのかもしれない。

　桜はゆっくりと黒い扉を開けた。

　内部は思った通り、円形になった部屋だった。部屋を取り巻くのは廊下と同じ石柱。少し形が違っていて、二段の節がある黒い柱が十本。白い柱が二十四本。

　それ以外はガランとして何もない。

　音楽ホールのようだった。

　だが桜は息を呑のむ。円形部屋の中央には人影があったのだ。

　彼は長いマントを翻ひるがえして振りかえると、退屈しきっていた口く調ちようで言った。

「やあ。やっと来たか、桜」

　手で西洋風の直剣を弄もてあそんでいた彼は、それを腰にさし直す。一方の桜は相手の顔を確認するために部屋へ数歩踏み込み、まだ信じられず目を瞬まばたかせる。

「キミこそ一体、こんなところで何をやってるんだい――行也？」

「俺おれがやってることなんてのは、最初からたった一つだろ」

　行ゆき也やは『今さら』といった態度で、肩をすくめた。

「桜さくら羅ら潰つぶしさ」



　桜さくらの背後で扉が勝手に『バン！』と閉まった。しかし桜は正面に行ゆき也やを見み据すえたまま、全く動かない。

「さすがに落ちついたもんだな。まあ扉ぐらいは、いざとなったら壊してしまえばいいものな。――じゃあこうしようか」

　行也が指を鳴らす。円形ホールを囲む柱のうち、白い柱が一斉に一段ずり下がった。頭を見せた白柱は、先端が尖とがって鉤かぎ針ばりのように曲がっている。そしてそのまま円形の部屋の壁に沿って回り始めた。速度がどんどんと上がっていく。

「近づくとミキサーみたいに挽ひき肉にくにされる。危ないから、近づかない方がいい」

　ふざけたように行也は言うが、桜は無視して自分の質問だけする。

「つまり、どういうことなんだい行也？」

「どうもこうもない。お前があまりにも用心深いから、わざわざ作戦を変更したんだ。いいセンを行っていたと思ってたんだが」

「何の話さ……？」

「おいおい今さら――冗談だろ？」

　行也は桜を指さすと、信じられないというように笑い始めた。桜は不快感で顔をしかめる。

「何がおかしいんだい？」

「だってお前、気づいてなかったのか？　俺おれはうまくやれてたわけだ！　何せ特級守秘情報の『赤せき山ざんの鎧よろい』について、本人から解説つきで聞き出したんだからな！」

　桜は唇を噛かんだ。確かにあれは簡単に喋しやべっていい情報ではなかった。鎧の絶対性は桜羅騎士団の最後の切り札だ。だが行也には話してしまった。

「……信用していたからだ」

「同情してほしかったからだろう？　可哀想かわいそうって言ってほしかった」

「違う！」

「違わないね！　それぐらい俺の演技は完かん璧ぺきだったわけだ。失敗したのは俺のせいじゃない。お前が勝手にビビったからだった、ってわけだ」

「……キミは誰だれに何を言い訳してるんだ？　何がそんなにおかしい？」

　桜は行也の態度に呆ぼう然ぜんとしながら、なお真相を確かめなければと一歩踏み出す。

「こっちに来るなよ！」

　返ってきたのは拒絶の制止で、桜はビクリと立ち止まった。

　行也は憎々しげに桜を睨にらんで言う。

「何がそんなに嬉うれしいだって？　俺はあの正面バカの『騎士コン＝トルパリ』程度じゃ、ガイコツ一万体使ってもできなかった芸当を、たった一人でやってのけたんだぞ？」

「キミはあの連中の仲間なのか……」

「本当に、今さらだな。体で誘って引きずり回して、魅力だけ確認したら突っぱねる。さぞかし下げ世せ話わな自尊心が満たされただろうよ。手玉に取られたこっちは秘儀堂テレステリオンまで引き出す羽目になったってのに、実は何にも気づいてなかったと来た！　……お前はもう少し知らなければならないよ？　俺おれの喜びと怒りを」

　笑いながら怒鳴って興奮したように喋しやべり続けていた行ゆき也やは、ようやく息をつく。

「……しかしそういうことなら、お前が仲間を連れてこなかったのは正解だったよな。こんな無様なところを、あのうるさい忠犬気取りの小こ梅うめや、無能のミサキが知ったら、これからお前のことをどんな目で見たことやら。いや……ここでお前を始末したら、全部公表してやるか。お前が男の前でどうやって、媚こびた寂しいヤツの演技をするのか。それを知ったら、アイツらどんな顔をするか！」

　だが大笑して行也が桜さくらに視線を戻す――その時にはもう、桜の姿は元の位置にはない。

　桜は行也のすぐ目の前、真正面にいた。その手にはいつの間にか愛刀が抜かれている。

「何ッ!?」

　それだけを口にするのがやっとだった。剣先が行也の胸から背へと刺し貫かれる。

「おま…え、あ……。かぁぁ………………！」

　行也の口からは、意味にならない絶叫が漏れた。桜の全身にも今さら、さざ波のような身震いが走り、膨らんでいく。ついにその剣が鍔つばまで埋まって止まった時、桜は大きく息をついた。そしてグッタリと身を預けるように、行也の胸に頭を落とす。

「行也……」

　頬ほおを胸板に預けたまま、桜は行也の顔を見上げる。行也は信じられないものを見る目で見下ろす。

　桜は散り散りに乱れた、微笑ほほえみを浮かべていた。

　行也はさらに口を開け何か言おうとした。しかしすでに声にすらならない。身体からだも反射的な痙けい攣れんを繰り返すばかりで動かず、目から光が失われていく。

「………………………………何てなあ！」

　桜の身体は突然、行也に力一杯突き飛ばされた。桜は小さな悲鳴を上げ、後ろに二三歩大きくよろける。行也の胸を貫いた刀も、その勢いであっさりと抜けた。

　自分はさらに大きく後ろへ飛びすさった行也は、着地と同時に腰の直剣を抜き身構える。

「危ない危ない、全く恐ろしい女だ！」

　桜は不可解な表情で目を細め、首を傾かしげる。

「分からないのか！　――俺は常世国デイサマスに属する人間だ。肉体的な存在ではないのだから、剣で刺されて死ぬわけないだろう!!」

「また演技……演技か」

　行也を見る桜は、口元を歪いびつな笑いに変えた。

「……じゃあ踊ろうか、踊り好きの行也？　円のホールにグルグル回る柱。――キミの踊りに、おあつらえ向きの舞台じゃないか？」

「一人で踊っていろ！　狂ったか、気持ちの悪い！」

　だが桜さくらはその罵ば倒とうを無視し、優雅に腰を折って一礼した。次の瞬間、もう行ゆき也やの手元に入り込んでいる。

「速い！」

　避よけようとする間すら、行也にはなかった。ひらめいた薄あさ緑みどりの刃やいばの光に、行也は指ごと拳こぶしごと直剣を持った手をバラバラに破壊される。血のでない皮膚の中から骨が飛び散って飛散した。

「冗談じゃない――ふざけるなよ！」

　行也は右手ごと宙に飛んだ剣を、落ちる前に左手でキャッチし左にステップする。

「だがそこは行也なら、私に合わせて右にステップする」

　反対側に回り込んでいた桜は、行也の右足を刀で跳ね飛ばした。ちぎれた皮と骨だけの足が、ボテンボテンとだらしなく床に転がる。

「さあさあ、もっと踊るんだ踊り師。次はクルリと回るんだよ？　足が一本あればできるだろう？」

　桜は愉快そうに刀をわざわざ脇わきに挟んで手を叩たたいた。

「ふざけやがって――」

　剣を振りかざした行也は、大きく跳んだ。人間には到底不可能な跳躍。

　だがその後ろについた桜は、剣を持った行也の左腕を斬きり飛ばす。

「リズムがバラバラだよ行也！　何でついて来られないの!?」

　まるで桜は楽しむようにそう言いながら、着地と同時に行也の胴体をぶった斬った。中身が空からっぽの上半身が、床の上に転がる。

　床に直立した一本足の下半身の方は、倒れる前に桜が思いきり蹴けり飛ばした。高速回転する柱まで飛んだそれは、バラバラに粉砕され細切れにされる。

「何をするんだ、やめてくれ桜！」

　懇願する上半身だけで喋しやべる行也を、桜は冷ややかな目で見下ろした。

「もういいんだよ、そういうのは……」

　首を跳ね飛ばす。転々と転がる行也の首を、桜は追ってついて行く。まだ口をパクパクさせるもののもう発声できない行也を見下ろして、桜は言った。

「最後に、一つだけ聞いて。……私は媚こびたり、同情を誘ったりとか、そういうことじゃないんだよ。私は行也といる時、生まれて初めてのドキドキを感じた。――何て言うのかな、そういうものだけで頭がいっぱいいっぱいだったんだ。複雑なことなんか何も考えられなくて、気がつくと勝手に馬ば鹿かなこと、いろいろやっちゃって――」

　桜は言うと、初めて目の涙を拭ぬぐった。

「でももう大丈夫なんだよ。行也が世界のどこかにいてくれるだけで、私はもういいじゃないか。ちゃんと最後の日まで、戦い抜けるよ……だから！」

　まだ目と顎あごを動かし続ける行也の頭の前で、桜は赤せき山ざんの鎧よろいの黒く大きな籠手ガントレツトを振りかぶった。

「だから！　私の心はここで死ね!!」

　思いきり鉄の拳こぶしを振り下ろす。骨と皮でできた行ゆき也やのまがい物の首は、風船のように破裂して弾はじけ飛んだ。

　桜さくらはその拳を、深い悲しみと酷ひどい空むなしさに襲われた胸の前で握りしめる。

　だが異変はもう次の瞬間には起きていた。赤せき山ざんの鎧よろいが桜の意志に反して、勝手に鎖へとほどけ始めたのだ。



「どうして――？　どこかに引っ張られている？」

　空気にすら溶ける赤山の鎖に、ありえないことが起きていた。手足の鎧は形を維持できなくなり、最後の手て枷かせ足あし枷かせ首くび枷かせにまで解体されてしまう。それどころか桜自身まで両手両足を鎖に思いきり引っ張られた。踏みとどまろうとするが、それさえできない。

　円形ホールの中央まで引きずられ、さらに宙へと引きずり上げられる。そこで部屋の壁にそって回転していた柱が止まった。

　同時に桜を鎖ごと引っ張る力もガタンと止まる。

「……一体何なのさ」

　宙ちゆう吊づりになったまま桜は悪態をついた。

「こういうことだ」

　聞き憶おぼえのある声とともに、空気に溶けていた赤山の鎖が一気に実体化していく。

　自分の手足の枷かせから伸びる鎖の行き先を見上げて、桜は唖あ然ぜんとした。鎖は先ほどまで回っていた白い柱の鉤かぎ針ばりに絡め取られ、複雑な蜘く蛛もの巣のように編みあげられてしまっていたのだ。

「この柱は、赤山の鎖と同じ霊れい智ち物質の鉤針だったのだよ。これで鎖を巻き取り、鎖編みにした」

　再び響く声の主ぬしを、桜は睨にらむ。現れたのはガイコツの黒甲かつ冑ちゆう騎士だった。

「結局お前が黒幕か、『逆撃のコン＝トルパリ』――！」

　桜は吊つり下げられたままもがく。しかしどうにもならない。

「無駄だ……」

「だから何だ！」

　桜はさらにジタバタと手足を捻ねじる。

「あの悪趣味な行也のニセモノだって、こないだこっぴどい目に遭あわせた仕返しなんだろ？　だがこんなことは、死の国デイサマスの法ロゴスだって許さないぞ！」

「もう、そういう状況ではないのだよ……」

　静かにそう宣告すると、コン＝トルパリは桜に近づきながら懐ふところの短剣を抜いた。その銀色の刃やいばが鈍にぶく光る。

「えっ……」

　まさかという表情の桜さくらの心臓を目がけ、短剣が突き立てられる。

「、あぁ！」

　この状態では、避よけることもできない。短剣は衣服を破り骨を割った。桜は何度も血を吐く。

「……無敵の鎧よろいと聞いていたのだが。案外殺せるものか？」

　落胆したかのような声で、コン＝トルパリは呟つぶやく。途端いくつもの金属の割れる音が上から響いた。編みあげられてがんじがらめの鎖が、自壊して桜とコン＝トルパリの間に何本も降ってくる。

「むう……」

　コン＝トルパリは短剣から手を離し、背後に飛び退のいた。直後、意志でも持っているかのように伸びた鎖が、桜に刺さった短剣を直撃、破壊する。さらに他ほかの鎖はコン＝トルパリを襲い始めた。その間に桜の傷口からは折れた短剣の切っ先が吐き出される。血が一気に噴き出し、桜は呻うめいた。

　しかし致命的な傷の上で、今度は治療の高等法ほう術じゆつが連続実行される。あっという間に傷は塞ふさがった。

　桜は口の中に残った血を唾つばとともに床に吐き出す。そして鎖に攻撃されない位置まで下がったコン＝トルパリに言った。

「……分かったかい？　この程度で赤せき山ざんの鎖の活動は、止められるモンじゃない」

「そうやってずっと用なしになるまで生かされるわけだ。……本人の意志に関かかわりなく」

　コン＝トルパリは憐あわれむように言い返す。桜はキッとガイコツ騎士を睨にらんだ。

「違う！　これは桜さくら羅らの『意志』だ！」

「――意志？　現在のこの状況に、お前の決定が一つでもあったか？　お前はただ『力』を持っており、我輩らに翻ほん弄ろうされただけだ。お前自身は手足を鎖で繋つながれた操り人形でしかない。お前はモノだ。生きてなどいない」

「黙れ!!　私が宿命を全まつとうするため、どれほどの――」

「こんなものが宿命とは……」

　桜の言葉を遮さえぎって、愚かなとコン＝トルパリはガイコツの兜かぶとを横に振る。

「愚かな桜羅の長おさよ！　自分に言い聞かせる言葉をなぜ他者に語るのだ？　お前の言うことは全すべて『うまい言い訳』で、内容がまるでない。嘘うそに嘘を重ねて、空むなしくはないのか？　家畜のような存在でありながら、それを『宿命』と呼び、尊いものと相手にも思いこませようとする。――全く馬ば鹿かげた話だ。周囲の連中はさぞや、お前の言い訳に調子を合わせたことだろう。代わりにお前は少しばかりの慰なぐさみを得る……」

「私がそんなものを望んだことはない！」

「そうだ――」

　コン＝トルパリは言葉を翻ひるがえし、頷うなずいた。

「お前の本心はすでに、別のものを追い求め始めている。だから心の中では思い始めているのだ。――桜さくら羅らの連中に、人生の全すべての時間を差し出すなど、ごめんだと。奴らは何の権利があって、自分にそれを要求するのかと」

「違う、私に今さらそんな未練はない」

「当然だ。これまでは考えたこともなかったのだからな。だがそのごまかしは、いつまで通用しそうだ？」

「……ごまかしだって？」

「そうだ。お前の本心が本当に固まっているのであれば、ニセモノと躍起になって遊んだりはしない。そんなことをしていたから、お前は真の罠わなに気づかなかった。――たとえこの場をしのげても、お前が嘘うそをつき続ける限り、何度でも同じ罠に嵌はまることになる。同じ苦しみを味わうことになる」

「私に嘘などない！」

「嘘だな。お前は恨みの目で世界を見始めている。……たった一度の限りある命でありながら、なぜ自分だけがこんな目に遭あうのか？　この罠は誰だれの張った罠だ？　ずっとそんなことをお前は考え続けていくのだ。これから一生！　ずっと！」

「違う……違う！」

「ではお前に問おう！　我輩らが総力を上げても、決して明かせなかった謎なぞの答えを!!」

　――そしてコン＝トルパリは決定的な言葉を静かにぶつけた。

「お前の母親は、今どこにいる？」

　桜さくらは宙に繋つながれたままびくりと身を震わせた。

「我輩も知らぬ。お前も知らぬ。桜羅にも知る者がいない。――そしてお前もいずれ、ああなるのだ。同じことを繰り返す。虚勢を張って、勝手に折れ、数年後には子に全てを押しつけて逃げ出す！　『吉よし野の桜』はその繰り返しだ!!」

　桜の目が落ちつきなく揺れる。

「違う、私は違う――私を産んだ女とは違う！」

「彼女も最初はそう言っていたことだろう！　……しかし気づいてしまった。自分がこれまでのサクラたちと違う理由がないことに！　お前はもう自分で気づいてしまっている。自分もまた優れた存在ではなかったことを。そうだろう？　無理なのだ。あとはいつまで自分と周囲を騙だませるかの、空むなしい我慢比べだ」

「空しくなんかない！」

「未来の自分にそう言えるのか？　言えまい。お前はこの馬ば鹿かげた宿命から一刻も早く逃げ出し、自由に生きたいとは思い始めている。そしてその方法を知っているのだろう？」

「待て、私は――!!」

　訴えるように桜は声を上げた。だがあとはもう、怯おびえた子供のように、横へ小さく首を振るばかりだ。

　それを深い闇やみに沈むガイコツの目が、じっと見ている。

　コン＝トルパリは宣告した。

「……全部、ただの嘘うそだ。お前は桜さくら羅らの資格を失った」

　桜さくらは目を見開く。

　そして次の瞬間、枷かせに繋つながれた鎖が一つずつ、手足それぞれの枷の中に引き込まれた。

　神経を焼く浸食の痛みに、桜は絶叫した。



    

  
    
      


第六章





　行ゆき也やはアパートの自分の部屋で明かりもつけず、座布団を枕まくらにゴロゴロしていた。

　外は日も落ち部屋は真っ暗だ。しかし海かい尊そんに会ったあの日以来、ずっとこんな調子だった。何一つ自分でやる気力が起きない。

「ホント、何やってるんだろう俺おれ――」

　たった一人でそう呟つぶやく。重なるように携帯電話からメール着信音が流れた。

　行也はようやくノソリと起きあがると、手探りで机の上に置きっぱなしのそれを手に取る。メールはクラスメイトの鶯うぐいす谷だに恵めぐみからだった。

　内容は『桜さんと友達になれたよ』というたわいもない報告。――どうでもいいがメールのあちこちに、目の大きな灰色宇宙人が絵文字でてんこ盛りである。恵はコイツが大好きらしい。

　ともあれ行也はいつもの習慣で、もらったメールの返信をすぐに書き始めた。だが打ちこむその手が「こんばんは」で止まる。文面が全く思いつかない。しばらくボンヤリとして、ついに行也は携帯を放ほうりだした。

　そんな義務の放棄に、清せい々せいとしてしまう。だからといって、やることがあるわけでもない。

「もう流星群とかいうの、始まってるのかな……」

　確か今夜だと、朝のニュースで言っていた気がする。

　だがこれも口にしてみただけだった。外に出る気など最初からないのだ。

　――桜さくらのこと、これから俺おれ、どうしたらいいんだろう。

　行ゆき也やは暗くら闇やみの中で頭を抱える。抱えるだけで、思考は何一つはっきりとまとまらない。

　全すべてが薄ボンヤリとした部屋の中に一人。胸が潰つぶされそうで泣きたくなる。

　――ちりん、と。

　行也の頭のすぐ後ろで、鈴の音が鳴った。耳鳴りかと思ったが、もう一度鳴る。

　聞き憶おぼえのある音だった。子供時代の飼い猫だったミィの、首輪についていた鈴の音だ。

　この真っ暗な部屋に猫のミィがいる。そしてそれを抱きかかえた人の気配――。

「――母さん!?」

　バタン！　と行也は飛び起きて、肩で息をしながら暗い室内を見回す。もちろん誰だれもいるわけがない。そんなことは当たり前のことだった。

　だがそれでもいま誰かがここにいた。いてくれたという感触がある。

「ミィ……」

　暗闇に呼びかけてみる。しかし鈴の音はもう鳴らない。代わりに床へ放ほうりだしていた携帯電話がまた鳴った。今度は通話だ。行也はすぐさまそれに出る。

「もしもし――！」

『ああ………………。私だよ。どうした？　何だか慌あわてた声だな』

　返ってきた声に、行也は拍子抜けした気分だった。相手は『東京』にいる自分の父親からだった。

『……聞いているか？　行也？』

「ああごめん。ちょっと驚いてて……。久しぶりだったから」

　思わず言ってしまった正直な感想に、電話の向こうでもたじろぐような間。慌てて行也の方が話を繋つなげた。

「あのえっと、別に変な意味じゃないんだ。いま暇だし。……もしかしてそっちで何かあった？」

『いや実は私も、用というわけじゃないんだ……。何か急に、電話しようと思い立って。そういえば行也がそっちに越してから、まだ一度も話してなかったろう。元気か？』

「ああ今のところは。……剛たけ一いちさんの方も？」

『こっちも問題ない』

　平静な返事だったが、胸が痛む。

　行也は父親を父と呼ぶことができない。行也の中では家族という枠組みが壊れてしまっているのだ。

　だから今も家族とではなく、まるで遠い知り合いと話すかのような探り合いの会話しかできていない。そんな心の悩みを、母の死んだあの日からずっと抱えて生きてきた。

　そしてそれを十年の間、行ゆき也やはどうすることもできず、結局は家を逃げ出した。赤の他人と暮らしているような辛つらさが克服できず、そうするしかなかったのだ。そして『剛たけ一いちさん』もまた、文句の一つも言わず行也を送り出した。

　桜さくらヶが丘おかへの思いは嘘うそではない。しかし実際は全体の一部でしかない。そして行也は結局、この桜ヶ丘でも居場所を見つけられなかったのだ。

『……行也、今夜流れ星の日だって知ってるか？』

　明らかに無理をして、「剛たけ一いちさん」が話題を振ってくる。黙りこんでいた行也は答えた。

「ああ、知ってるよ……」

『きれいなもんだな』

「ごめん。見る気になれなくて。まだ見てないんだ」

『そうか……』

　電話の向こうの声も一いつ旦たん押し黙る。しかし今回はすぐに話を切り返してきた。

『……行也の様子はちょっと変だと思う。もしかしてそっちで、何かあったのか？』

　行也は言葉に詰まる。

『相談になら乗れる。話してくれないかな？』

　促うながす声に、行也は数分間黙りこんだ。しかし向こうは電話口で待ったまま、通話を切らなかった。

　ついに行也は話し始めた。

「……気になる子ができたんだ。ちょっと……変わったヤツでさ。でも生まれつきのトラブルみたいなものがあって――」

『生まれつきか……。病気か何かか？　いい病院ならいくつか紹介できるが――』

「いや医者がどうって話じゃないんだ。ああだから、えっとゴメン。どっちかっていうと家庭の事情かな。どっちにしても、一生かけてつき合わなきゃならないことなんだ」

『そうか……その子は辛いな』

「ああだから俺おれは、その子の力になりたいと思ってた。けど何とかしてやりたいのにどうしていいのか、何ができるのか、分からないんだ。そして結局、拒絶された」

　その行也の説明がどう聞こえたのか、電話の向こうが押し黙った。しばらくしてようやく声が返ってくる。

『……いや、すまなかった。行也と私は似たようなところがあるなと思って。ああ、そういう言い方も何か変だな。スマン。つまり私も、行也と同じようなことで悩んだことがあるんだよ』

　剛一さんにもそんな悩みがあったとは、と初耳の行也は驚いた。しかし今はその内容より、とにかく知りたいことがあった。

「どうやって解決した？」

　だが電話の向こうから返ってきたのは後悔の声だった。

『解決していないよ、まだ何にも。私はどうすることもできずにいる。でも答えは、いま話していて見えてきたよ』

「どういうこと？」

『いや、つまり私が、自分でどうにかするしかないじゃないか。そして行ゆき也やの問題は、行也がどうにかするしかない』

「でもどうにかしようとして、――どうにもならなかったんだ」

『本当にもう打つ手はないか……？　行也は嘘うそをついているよ』

　その言葉は行也の頭をガン！　と殴りつけるかのような威力があった。

　そう。赤せき山ざんの鎧よろいがとか、海かい尊そんがとか、そんなことは実はどうでもいい。行也は自分と桜さくらの問題なのに、桜と話すのを避さけていた。それはなぜか？

『臆おく病びようだから、本当にやるべきことをやってない。――いや私がそうだから、そう言ってるだけなんだが。でももう一度言うが、私がどうにかするしかないんじゃないかな』

「けどそれは『俺おれがそうしたい』だけの、ただの身勝手なんだよ。ただの押しつけだ。俺の行動で相手は苦しむ」

　それを行也は恐れていた。しかし。

『そうだな。行也の行動の結果、相手がどんな思いをするか？　それを考えるのは行也の持つべき優しさで、これはとても大事だ。――でも行也がどうするかは、行也が決めていいんだよ』

「……俺が、決めてもいい？」

『そうだ。行也が自分で決めて、行動しなきゃならない。行也が最大限うまくやれば、それでその子は救われるだろう。その結果、相手を苦しめたなら謝罪して去ることになるかもしれない。行也の手元には何も残らないかもしれないが――』

「俺が求めてるのはそんなことじゃない！」

『そうだな。……何で俺は十年もの間、そういう風にできなかったんだろう』

　やはり後悔のこもったその言葉に、行也はハッとする。ようやく電話の向こうの『剛たけ一いちさん』が何の話をしているのか気がついた。要するに行也との関係のことを言っているのだ。

　父・剛一は今の行也と同じ悩みを、ずっと一人で抱えてきた。こんな気分を味わっていたのだ。そして時が解決してくれることだけを、ただ待っていた。

　だがそれでは誰だれも救われない、何も解決できない、変わらない。結論は出た。

「あのさ、話し中に悪いんだけど。――俺ちょっとこれから、出かけてくる」

　行也は暗い部屋に明かりをつけると、頭と肩の間に携帯を挟んだまま、春用の外がい套とうを引っ張り出す。

『ああ、早い方がいい』

「その……ありがとう、父さん」

『……。何でもないさ。じゃあまたな』

「今度はこっちからかけるから」

　そう言うと携帯は切れる。

　行ゆき也やは携帯を置いて外がい套とうを羽は織おると、まだ寒さがしぶとく残る春の夜に飛び出した。



　そして。

「あれ……」

　桜さくら丘おかアパートの鉄階段を二階から一階へ駆け下りたところで、行也は首をひねった。

　管理人室には明かりがない。窓は真っ暗。桜さくら庵あんも当たり前だがシャッターが下りていた。

　おまけに妙なのは、このアパートの全体が静寂に包まれていることだ。誰だれ一人として部屋にいる気配がない。

　いても立ってもいられない行也は、そのまま勢いでアパートの周りを一周してみた。しかし結果は同じだ。どの部屋にも明かりはない。ミサキや小こ梅うめすらいないらしい。

「……どこ行ったんだ？」

　このアパートの住人全員がいないということなら、桜さくら羅ら騎士団が何か動いていることになる。前に桜さくらの言っていた事件が、本当に起きたのかもしれない。

　ひとまず行也はアパートの敷地を抜け道路に出ると、見晴らしのいい曲がり道まで行ってみた。

　まず目に入るのは、平地の夜の明るい町並み。そこから一段暗くなる手前側が桜さくらヶが丘おかだった。だがその桜ヶ丘の地面が、所々薄ぼんやりと光っている。色合い的に外灯やサーチライトの類たぐいではない。これは桜が行也に真実を語った時に光った地面、あれと同じ類のものだ。桜ヶ丘全体で何かが起っていた。

　地面からの光の伸びる先、天を走る流れ星の夜空に目をやる。そして行也はようやく空の異変に気がついた。月が二つある。

　一方は本来の月。そしてもう一つは巨大風船のように宙に浮かんだ、無機質な建物だった。目をこらすと、異国の神殿のように見える。問題はその巨大なものが、桜ヶ丘のちょうど真上にあって、ここに降ってこようとしているように見えることだった。

　行也は大急ぎで、桜ヶ丘の坂道を登り始める。

　どこへ行くのか何をするのか、まだ何も考えついてはいない。

　しかしただ感じるまま、導かれるかのように、行也はとにかく行動を開始した。



　桜の救出準備は、着々と進みつつあった。

　小梅に呼び出されて身体からだを借りた海かい尊そんは現在、桜ヶ丘の頂上の広場にいる。

　ここは公おおやけには公民館に所属する空あき地だが、実際には桜羅騎士団の所有する土地だった。そして今は騎士団員たちの手で、ある大きな道具が組み上げられている。空中神殿を取り巻く『見えない障壁』を突破するために、必要なものだった。

「間に合うといいが……」

　海かい尊そんは空を見上げた。

　突入目標の空中神殿は、つい先ほどよりわずかばかり大きく見るようになっていた。確実にこの頂上へ向かって、下りてきている。もしそれが実現してしまえば、桜さくらヶが丘おかは死の国デイサマスに呑のみこまれてしまう。

　――確かに海尊は、桜さくら羅らが終わってもいいと思っていた。

　しかし桜羅が終わるためには、『誰だれかに屈くつして』負けて終わるわけにはいかないのだ。

　この土地と人々は、守られ続けなければならない。そうでなければ、海尊の見守ってきた歴代の桜さくらたちの犠牲は何のためにあったのか分からない。

　なのにそれを小手先でひっくり返そうとする者たちがいて、桜は捕えられてしまった。

「許さんぞ、奴ら……」

　海尊は空中神殿を睨にらむ視線に、ますます力をこめた。

「何だよこれ……！」

　突然の頓とん狂きような声に、海尊は意識を地上に引き戻される。

　誰の声かは聞いただけで分かった。海尊にとっていろいろと頭の痛い相手である。

　声の主ぬし――行ゆき也やの方も、海尊に気づいてこちらへやって来る。近くにいた騎士団員がそれを止めようとしたが、「こちらで引き受ける」と海尊は告げ行也を来させた。

　まだ不思議そうな顔でキョロキョロとする行也に、海尊は訊きく。

「おぬし、どうしてここへ来た？」

「桜を捜してて……。ああ、忙しいのは分かってるんだ。でも俺おれもちょっと用があって。ここで待たせてもらっていいかな？」

「桜はここにはおらんよ」

「じゃあどこに？」

　海尊は黙って夜空の空中神殿を指さした。その指先を追った行也はポカンとする。

「――そう。あれも気になってたんだ。何なんだあれ？」

「秘儀堂テレステリオン。死の国デイサマスの橋きよう頭とう堡ほ、空間陣地にして神殿。要するに、敵のアジトじゃよ。……桜があそこを調査しに入ったまま、帰ってこぬ。それをこれから助けに行ゆく」

「俺も連れてってくれ！」

「……また次の機会にの。今は時間がない」

「ふざけてるのか!?」

　叫ぶ行也を、海尊はらしくもない凶悪な目で、ギロリと睨む。

「……わしはむしろイラついており、余裕がない。こんな気分は数百年ぶりじゃよ。――そこを堪こらえて、いちいちはっきり言わせてもらうとじゃ。桜羅騎士団の者以外、連れていくことなどできぬよ。おぬし自分が足手まといになるとは思わぬのか？」

「じゃあ騎士団に入れてくれ」

「そうか。ならばちょとこっちへ来てくれ」

　手招きする海かい尊そんに、行ゆき也やは「何だ？」と寄って来る。海尊はその首根っこをいきなり掴つかむと、額ひたいに額で思いきり頭突きを喰くらわせた。

　さらに額同士をくっつけたまま、海尊は低い声で言う。

「……悪いの行也。わしは最近耳が遠いのか、おぬしが何と言ったのかよく聞こえなんだ。もう一度頼むよ。じゃが冗談ならもう二度と喋しやべるな！」

　だが行也も頭突きを喰らった姿勢のまま、踏ん張り返した。

「ならもう一度言う。俺おれも桜さくらを助けに行く。これは決定だ。で、そのキップ代として騎士団に入れってことなら、構わず入るから入れてくれって言ったんだ！」

「キップ代！　良いか？　無能な味方などというのはな、強力な敵よりはるかに大きな危機をもたらすものじゃ。わしらが素人しろうとの手など必要と思うか？　すっこんでおれよ!!」

「……その足手まといにならないための、騎士団参入だろうが！」

　言い返した行也に、海尊は眉まゆをひそめる。

　これは勢い任せの言葉に聞こえるが、実はそうではない。行也は頭を使って、この条件を出しているのだ。つまり、行也は自分に関する生殺与奪の全すべてを、海尊に預けると言っている。邪魔になったら切り捨ててもいい。その代わりに手足として使えということだ。

　一方、海尊たちがこれから行うのは、巨大な空中神殿での探索だ。もし損失を考えなくていい手足が得られるなら、これはあればあるほどいい。人数が増えれば単純に、桜の発見率は高くなる。

「……分かった、良いじゃろう」

　ようやく身を離すと、海尊は行也を見み据すえて言った。

「ではわしの権限で、『柊ひいらぎ行也』は今より北ほつ方ぽう篝かがり屋や守しゆ護ごの騎士見習い身分とする。ただしお前が危機に陥おちいっても、我々は助けない。その時は他ほかの団員に迷惑がかからないよう、一人で勝手に死んでくれ」

「別に死ぬ気なんてこっちもない。俺は桜に言わなきゃならないことがある。だからうまくやるだけだ」

「口先なら、誰だれだって何とでも言える」

　海尊は鼻で笑うと、腰の刀を外し行也へ差しだした。

「ほれ。可哀想かわいそうな柊行也へ、わしからの餞せん別べつじゃ。持ってゆけ。――どうせ丸腰というわけにもいかんしの」

「ありがたくもらっとくが――そっちはどうするんだよ？」

「わしは金こん剛ごう杖じようがある。死人相手にはこちらの方がよほど役に立つんじゃよ」

「そんなもんか？　ならいいんだが。でも俺……これ使えるかな」

　言うやいなや、行也は刀を鞘さやから抜いたり戻したりし始める。そのおぼつかない手つきに海尊は嫌な予感がして、ひとまず行也に訊きいてみた。

「おぬし、剣術経験は？」

「中学の体育で剣道八回ぐらいやったな」

「……八回、か。まったく何ということぢゃ」

　今さらながら頭が痛い。行ゆき也やの方は不服そうな顔で、刀をズボンのベルトにさす。しかし鞘さやがクルリと回ってしまい、なかなか安定しない。

　悪戦苦闘する行也を不審そうに横目で見ながら、ミサキが海かい尊そんの元へやって来た。

「……フォイエルランツェン、準備終わった」

「分かった。すぐに出発しようかの。――来い、行也」

　まだジタバタする行也を連れ、三人で先ほどから作業を行っていた『道具』の元へ向かう。それは垂直に立てられた巨大な騎兵槍ランスだった。

　根本から尖とがった先端までは、建物高さ三階分ほど。しかし一人で扱うためだけのものではなく、柄の部分には持ち手がいくつも張り出している。そこに数十人で掴つかまることができるようになっており、まるで公園の遊具のような外観になっていた。

　その槍やりの元へと向かいながら、ミサキは着ていた長なが袖そでシャツを脱ぎ始める。

「お、おい……」

　行也が驚いた声を上げ、海尊も慌あわてた。あまり豊かとは言い難がたい胸の膨らみが、遮さえぎるものもなく露あらわになる。上半身裸になったミサキは、手に持った服を海尊に放ほうった。

「持っていて……」

「……持っていてではないじゃろ」

　海尊は困惑の表情で、シャツを整えて畳たたむ。ミサキの方は騎兵槍ランスの根本に手をかけた。途端、その露あらわになった背中に何かが張り出してくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　リン！　と力強い鈴の音の響き。

　みるみるうちにミサキの背中には大きな翼が生えた。時計の針のようにピン、と開ききる。同時にそれを取り囲むように、巨大な光の輪が現れた。桜さくらなども使う飛行用の光のリングだが、ミサキのものははるかに大きい。

　海かい尊そんは急ぎ足でミサキの元へ行くと、形を整えたシャツを前後逆にし、前掛けにしてミサキの胸の後ろで縛る。

「ありがとう……？」

「どういたしましてじゃ。――出発準備、急げ！」

　海尊は他ほかの者に号令をかける。桜さくら羅らの騎士団員たちはそれぞれの武器と防具を手に、巨大な槍やりの元に集まった。そこから張り出した取っ手に掴つかまり、次々に上へとよじ登る。

　最初は『何事だよ？』という顔で目をまん丸にしていた行ゆき也やも、慌あわてて見よう見まねで取っ手にしがみついた。

　そして最後に海尊が、全員掴まったことを確認し、彼らに加わる。

「では行ゆこうか」

　ミサキは無言のまま頷うなずくと、開いた翼と光のリングを下に向けた。そしてまるで軽くジャンプするかのような無造作さで、人を乗せた巨大な槍ごと空中へと飛んだ。



　みるみる桜さくらヶが丘おかの夜景が、下へ下へと遠ざかっていく。

「うわ――」

　行也は情けない呻うめきが漏れそうなのを、何とか喉のどの奥に呑のみこんだ。これから桜を救出に行くのだ。初っぱなからビビってはいられない。

　行也はもう下は見ないことにして、目標の空中神殿に視線を固定し集中する。

　しかししばらくすると、今度は空全体の風景が変化を始めた。いきなり夜が明けたように周囲が薄明るくなり、灰色じみた様々な色の雲が混じり合う風景に変わる。

「こちらも夜か――」

　そう独り言を漏らす海尊に「ここ、どこだよ！」と勢い込んで訊きいてしまう。海尊も他の騎士団員の誰だれも答えず、代わりにミサキが海尊に呟つぶやいた。

「……素人しろうとを連れていくのは反対」

「今さら言われてものう……今度はもうちょっと早めに頼む」

　海尊は軽口混じり、半分は後悔の顔でそう答えた。行也に黙っているよう身ぶりする。

　だがしばらくすると今度は、この槍を飛ばしているらしいミサキが何もない空中でブレーキをかけ停止した。目的地らしき神殿の高さまで、まだだいぶある。

「どうしたんだ？　桜を助けるんだろ？」

　行也のその言葉でミサキは明らかに不機嫌な表情を浮かべ海尊に言う。

「海尊、素人を連れていくのは反対……」

「さっき聞いたばかりじゃよ。行ゆき也や、ちょっと黙って見ていてくれ」

　今度は身振りではなく口で言われる。さすがに行也は言われた通りにした。

　その間にミサキは、慎重な顔で少しずつ槍やりを上昇させる。途中でコツリと変な手て応ごたえがあったのを、取っ手に掴つかまる行也も感じた。

　槍の先が何かにぶつかっている。しかし行也は真上を見上げたが、そこには何もない。

　ミサキは海かい尊そんに言った。

「……フォイエルランツェン使う」

「分かった。――皆みな、しっかり掴まれ！」

　海尊が他ほかの団員たちに告げ、ミサキの方は巨大な槍を構え直した。手にした槍の柄の一番下を、ミサキが捻ねじる。

　途端に槍の先端が火を噴いて切り離された。そのままミサイルのように猛烈な勢いで飛んで、見えない何かにぶつかって止まる。

「バリアか何かあるのか……！」

　行也もようやく理解する。直後に槍の先端は太い光を放ちながら爆散した。猛烈な風に行也も吹き飛ばされそうになり、必死にしがみつく。

　一方、衝撃を喰くらった見えないバリアは、全体が一斉に乳白色の輝きに染まった。空の神殿を包み込む、巨大な球がその姿を現す。直後、亀かめの甲羅のような六角形のヒビが入り、下から上へと次々に割れていく。

「やったじゃん！」

「まだ……」

　ミサキは緊張した面持ちで静かに答えた。

　飛び散った六角形の光の破片が、空中に散ったままそれぞれ小さく固まる。その輝きが一瞬でギラギラしたものに変わったかと思うと、急加速してミサキたちのいる位置へ飛んでくる。

「やはり罠わなだったの」

　海尊の言葉に答える間もなく、ミサキは空中で次の機動に入った。

　――避よけようってことだろうが。

　一斉に降ってくる光の点を見上げる行也には、それは絶望的なことのように思えた。ギラギラとした光は、多量に、同時に、素早く、あらゆる方向から襲いかかってくる。最初から包囲するように配置されていたかのようだった。どこにも逃げ場がない。

　しかし大きな槍ごと飛行を担当するミサキは、意を決したように光の雨の中に自ら飛びこんでいった。目を射るような輝く光の滝の中を揺れて落ちる花びらのように、前後左右に飛行進路を変える。

　それほど大おお袈げ裟さな動きではないのに、光点はミサキたちを掠かすめるようにしながら次々に通り過ぎていった。あっという間に全すべてを回避し終え、ミサキは先ほどまでと同じ通常飛行に戻る。あとは一直線に神殿へ向かって上昇するようだった。

「何だったんだ……」

　行ゆき也やは肺の奥に緊張してためていた息を吐いた。しかしこの飛行能力と天才的な空間把握能力と判断力。これこそが桜さくら羅らの騎士としてのミサキの力なのだろう。

「大したモンだな……」

　感心したよう言うと、ミサキはチラリと行也を見る。

「……立体型マインスイーパーを……二十秒で二百問解く……繋つなげてトンネルにする…………行也も頭いいからできる」

「できないから」

「いくぢなし……」

　拗すねたように翼の生えた少女は答えた。

「そこら辺で」

　海かい尊そんが改めてミサキに注意を促うながすと、徐々に近づく空中神殿を指さす。

「上級編が来るぞ！」

　行也とミサキは同時にそちらを見上げた。空中神殿のありとあらゆる窓、足場、その他ほかどこでも。とにかく全すべての場所で虫のように張りついたガイコツたちが、弓矢を引き絞り獲物を待ちかまえている。

「これも、あんまり変わらない……」

　ミサキが答えるのと同時、一斉に矢が放たれた。だがミサキたちを狙ねらうのは、ただの矢でなく魔法の矢である。しばらく真まっ直すぐ飛んだかと思うと、その鏃やじりがスッと光り、途端に進路を変えてミサキを追いかけ始めた。

　これもミサキは次々と回避する。しかし先ほどの余裕はない。

　神殿の下面に接近する進路を一いつ旦たん諦あきらめ、空中神殿と同じ高さまで上がってから再突入する。

「……正面に鉄扉がある。ノックしなくていい？」

　ミサキの確認に、海尊は頷うなずいた。

「構わぬ、我々が奴らに礼儀を教えてやる。だからできる限り！　思いっきりの方法で！　ブチ破ったれやぁああ!!」

「何弁だよ……」

　ぼやく行也も、そして他の全員も、突入に備えて身構える。矢の攻撃を避よけながら、ミサキはさらに一段階加速する。そして一気に飛んで、先端のない騎兵槍ランスで鉄格子の門をちぎり壊した。さらにその勢いのまま、木製の正面扉にも槍やりでぶつかり粉々に吹き飛ばす。

　中は吹き抜けの巨大な玄関ホールだった。大理石でできた真っ白な床ギリギリへ、ミサキは滑すべり込むように下降した。それでようやく速度を落とし始める。

「よし乱戦になるぞ！　各隊分散して下りろ。そのまま桜さくらを探索する!!」

　海尊のかけ声で、騎士団員たちは次々と輸送の役目を終えた騎兵槍ランスから手を離し、床に飛びおりる。

　敵のガイコツもその隙すきを叩たたこうと、剣をひらめかせ押し寄せてきた。騎士団側も剣を抜く。すぐに戦いが始まった。

　ミサキの方は、玄関正面の奥までそのまま飛び続け、ちょうどここへ現れたガイコツ集団に最後の槍やりの一撃を浴びせて吹き飛ばした。反動で完全に停止したミサキは、ふわりとその場で着地する。

　そして周囲の喧けん噪そうをよそにのんびり巨大な騎兵槍ランスを握り直すと、再びその柄を捻ねじった。途端にこれまでの余計なパーツが落ちて、スマートな個人用の騎兵槍ランスが中から姿を現す。

　だが、そのまま戦闘に加わるかに見えたミサキは、首をひねった。そしてテッテッテと小走りで海かい尊そんの元へ向かう。

「海尊……」

　矢や継つぎ早ばやに騎士団員たちに指示を出しているところだった海尊は、振り向く。

「何じゃ!?」

「行ゆき也やいない……」

　えっ、海尊は慌あわてて左右を見回したあと、青い顔になる。

「まさか、どこかで振り落としたのか？」

「……大丈夫、ここに入るまではいた」

　そうミサキが保証するなら、行也がさっそく勝手な行動に出たとしか考えられなかった。海尊としては頭に来るしかない。

「本当にアイツは！　どうなってもわしは知らんからな!!」



    

  
    
      


第七章





　行ゆき也やは柱の影に隠れ、息を殺す。そのすぐ近くを、乱れた足音を立ててガイコツの一隊が通り過ぎていった。

　足音は無事に遠ざかり、行也は重い息をつく。だがグズグズとはせず、立ち並ぶ柱の影から、慎重に素早く左右へ視線を配らせた。動くものがないのを確認すると、次の角まで通路を走る。

　――勝手やって怒ってるんだろうなあ。

　海かい尊そんの顔を思い出し、ちょっと滅入った気分になった。だが小こ梅うめに比べればまだマシだと、勝手な慰なぐさめに鼻で息をつく。

　もちろん行也は最初から、この勝手な単独行動を目もく論ろんでいたわけではない。だがここへの到着早々に、ガイコツたちの行動パターンに気がついてしまったのだ。

　この魔法を吹き込まれた骨たちは、一体一体の探知能力や判断能力は非常に低い。言ってみればロボットのような連中だった。しかし敵を見つけると、すごい勢いで仲間を呼び集める。

　つまりは逃げ隠れしやすい単独行動の方が、神殿の奥深くまで突き進める可能性があった。ただそれを行也が言っても、海尊は絶対に許可しなかっただろう。もし見つかった場合のリスクが、高すぎるからだ。たった一人が多数のガイコツに取り囲まれて、それで終わりである。

　――俺おれもそうなる前に、桜さくらを見つけださないと。

　だが行也はこちらにも、ちょっとした目め処どがついていた。

　先ほどから迷路のように入り組んだ通路の壁には、同じような扉がいくつもある。中が空室なのはすでに知っているが、この扉の形が、実は全すべて違っていた。

　例えばいま走る通路の扉は、上辺がクローバー型になっている。別の場所では上辺がかまぼこ型だったし、三角形に尖とがっていた区画もあった。そしてこの扉の特徴は、建物の外側方向に向かうほど、形がはっきりするように配置されている。言ってみればこの巨大な空中神殿内部の座標を表わしているのと同じなのだ。

　そして扉の特徴が消えていく方向へ向かえば、この神殿の中央にたどり着く。そこに桜本人か、桜を探す手がかりがあると行也は考えていた。

　次々と扉の前を走り抜けて、やがて行也は立ち止まった。

　目の前には完全に長方形の形をした、黒こく檀たんの扉がある。

「ここだ……」

　扉の左右を見ると、緩くカーブした壁になっている。どうやら内部は大きな円形の部屋らしい。この扉の向こうが神殿の中央部なのは、ほぼ確かなことと思えた。

　行ゆき也やは周囲を注意しながら、慎重な足取りでその扉に向かった。ただその前に立って、開けたものかどうか一瞬迷う。

　ここに桜さくらがいるかもしれないというのは、完全に行也のカンだ。逆にもし敵が一体でもいれば、戦う能力のない行也はお終しまいだ。海かい尊そんにもらった腰の刀など、使える気がしない。

「……でも桜を助けに来たんだもんな」

　行也は覚悟を決めると、のっぺりと四角い黒扉のノブに手をかけた。鍵かぎはかかっていない。意外なほど簡単に扉は開いた。

　行也は物音を立てないよう気をつけながら、扉の内側へ身を滑すべり込ませる。さらに素早く室内を見回した。

　幸いなことに、敵らしきものの姿はない。行也は安あん堵どのため息をつく。

　代わりにその円形の部屋にあったのは、黒い大きなキャベツのような形をした構造物だった。天井に何百本もの鎖がかけられており、そこからこの奇妙なものが、ブランと一つ垂れ下がっている。

「何なんだか……」

　行也は呟つぶやきながら、その謎なぞの構造物に近づいていく。大きな逆さ吊づりキャベツには光沢があり、金属でできているようだった。一定の曲面を持った鉄板が何枚も天井からぶら下がっていて、この一つの大きな丸い形を作っているらしい。

「あれ……」

　何か行也の記憶の隅に引っかかるものがある。次いでもう一度、天井の鎖を見上げた。たった一度、夕日の下で見たことがある鎖。

「赤せき山ざんの鎧よろいの鎖……」

　行也は青ざめる。

　この天井には、桜の鎖が蜘く蛛もの巣のように絡め取られてしまっているのだ。それが何十本、何百本と切れて、床へと垂れ下がり、切れた端側が組みあわさって一枚の板――鉄の葉のようになっている。桜が鎖を鎧に組んでいるのと同じ方式だ。

　――だったらこの中に、桜がいるんじゃないのか？

　行也は急いで、この鉄の構造物に駆け寄った。幸いなことに、一枚一枚の板の隙すき間まには、人一人がどうにか通り抜けられる程度の幅はあった。行也は何とか何重もの葉をくぐり抜け、内部の小さな空洞に出た。

　そしてそこで、探し求めていたものを見つけた。

「桜……」

　行也の口からは弱々しい声しか出ない。桜は変わり果てた姿となって、鎖で宙づりにされていた。

　胸のすぐ下には刃物によるものらしい衣服の破れと、大量の血の跡がある。それに抵抗して暴れたためだろう。枷かせの嵌はまった手首や足首には酷ひどい痣あざがあった。

　そして顔や手足の皮膚は、血の気のない灰色じみた黄おう土ど色いろに変わってしまっている。

　目はすでに力のない薄目のままで、瞬まばたきすらしない。

　もう死んでいるのだと思った。

　――間に合わなかったのだと行ゆき也やは思った。

　しかし桜さくらの前髪が、風もないこの場所で、わずかに揺れる。呼吸をしている。

　そう気づいた行也は弾はじかれたように、慌あわてて桜に駆け寄った。

「桜、聞こえるか桜！　しっかりしろよお前!!」

　肩に手をかけてゆする。その触れた手に、行也は妙な湿気を感じた。よく見ると服全体も髪も、まるでバケツの水を浴びせかけられたかのように重く垂れている。

　それが桜の汗なのだと、行也はしばらくしてようやく気がついた。

「……一体、何があったんだよ」

　だが桜は答えてくれない。表情は弛し緩かんしたようで動くことはない。代わりに桜の顔を見ていた行也は、奇妙なことに気がついた。

　先ほどは桜の肌色が変わってしまったように、行也には見えた。だが実際は桜の肌には何か、奇妙な模様が一面に浮かび上がっている。それが文字なのではないかと、急に気がついたのだ。見ようによっては、形を崩した漢字のようにも見える。

　おまけになお奇妙なことに、この文字があるのは顔や手足だけではない。全身の肌にくまなく全すべて書かれているらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「行ゆき……也や…………」

　桜さくらの口元が小さく動いた。

「ああ……ああ、俺おれだ。どうした!?」

　行也は気をしっかり持たせようと、大声で聞き返す。だが桜のうつろな目は、行也の方を見ない。ほとんどうわごとのように、小さく桜の口が動く。

「……私、女子バスケ部に入るよ…………」

「？」

「……部活して……行也と一緒に帰って……日曜日に映画行って……それから…………大学行って……桜さくらヶが丘おかに…………」

　桜はここにいる行也には気づいておらず、幻の行也に語りかけている。

　行也は総毛立った。

　結局これが、桜の本心なのだ。

　――そんなことは、当たり前のことだった。桜も歳とし相そう応おうの、行也の同級生でしかないのだ。

　行也の手に入れたいもの、望むものと何一つ変わらないことを、本心は欲していた。それをこんなみじめな姿、無惨な方法で、自白させられたのだ。

　――敵がやったのだ。これを!!

　怒りで頭の中が爆発しそうになる。

　しかし行也は次の瞬間、自分の頬ほおを両手で思いきり叩たたいた。

「しっかりしろ。俺がこれから桜を助けるんだろ……。俺がしっかりしないと……」

　時間を無駄にはできない。

　吊つり下げられたままの桜を抱きしめ、安心させるように肩を叩く。

「分かった。聞こえてるか、桜？　全部俺が何とかする。だからちょっとだけ待ってろ」

　桜には多分、聞こえていないだろう。だが行也にとってこれは、絶対の誓いだった。

「すぐにまた来る」

　そう告げると行也は一いつ旦たん、その場を離れた。

　最後にもう一度だけ吊り下げられた桜を振り返る。そしてあとは可能な限り急いで、赤せき山ざんの鎖の葉の間を抜けた。とにかく急いで、海かい尊そんでも誰だれでもいいから呼んでこなければならない。

　だが外へ出た行也の前に、立ちはだかる者がいる。

　この桜の『繭まゆ』とも呼べるものの外で、待ちかまえていたのだ。

　行也も一度だけ見たことがあるガイコツの騎士『逆撃のコン＝トルパリ』。

　敵である。



「お前たちは……!!」

　行也の怒声に反応したかのように、コン＝トルパリは手にした両手持ちの長剣を構えた。行く手を遮さえぎるかのごとく立ち塞ふさがる。

　だが今の行ゆき也やには関係ない――いやもはや、誰だれでも良かった。実力の差も相手の目もく論ろ見みもどうでもいい。行也は腰にさしていた刀を抜いた。鞘さやはその場に捨てると、怒りのままに打ちかかる。

「お前たちはよくも!!」

　だが行也の刀を、ガイコツのコン＝トルパリは長く重たい剣で易やす々やすと受ける。さらにそこから流れるような動作で、反撃の一撃を放ってきた。全身を反転させ剣を一周振り回す。ブンッと空気が鳴った。

　とっさに『受けたら刀が折れる』と判断した行也は、滑こつ稽けいなほど大おお袈げ裟さに飛び退のいた。それでも長い剣の先が、上着の肩をかすって破っていく。

　ガイコツの騎士はなお沈黙したまま、二撃三撃と次々に剣を振るう。重い攻撃とは裏腹に、完成された見事な剣技は、円の動きで次々と行也を襲う。

　それを迂う闊かつに受けるわけにも行かない行也は、追い立てられるままに逃げまどった。

　逃げながらでも時間を稼ぎ、隙すきを探ろうと考えていた。が、そんなものは最初からない。

「……貴様は我輩と戦う気ではなかったのか？　口先にしても、あまりに酷ひどい」

「うるさい！」

　行也は怒鳴り返したが、状況が全く追いつかない。屈辱感で頭も回らない。ただただ何度も思うのは、一つの同じことばかり。

「お前が桜さくらを苦しめたから――」

「……違う。…………そんなことも分からずに」

　落胆の声のコン＝トルパリは、踏み込む足のステップを少し変えた。だが行也が気づいたのはたったそれだけで、次の瞬間には右手の甲を斬きられていた。

「つぁ！」

　一周して返すコン＝トルパリの剣の一撃が、今度は行也の刀を打つ。磨かれた刀に大きな傷が走り、同時に行也の手から弾はじけ飛んだ。床に音を立てて転がる刀を、コン＝トルパリは一いち瞥べつする。

「……落ちたぞ？」

　そう馬ば鹿かにしたように言うと、自分は剣を下ろし床についた。

「我輩は騎士らしく待つとしよう。早く這はいつくばって取りに行くがいい」

「お前は――！」

　歯ぎしりして敵を睨にらむ。だがこれもただの虚勢だ。素手ではどうにもならない。

　行也は急いで床に転がった刀を拾いに行った。

　だが床から拾って持とうとしたところで、手に激痛が走って取り落とした。驚いて行也が見ると、右手はもう血で真っ赤だった。

　かすった程度と思ったが、実際はかなり傷が深い。指が踊り、まともに刀を握ることもできない。

「……待てよ、こんなんで終わりか、俺おれ？　冗談だろう!?」

　焦あせる行ゆき也やをあざ笑うかのように、コン＝トルパリは冷めた口く調ちようで言った。

「どうにもならぬようだな。だが我輩は慈悲深き騎士。騎士でない者の命まで取ろうとは思わぬ。……大人おとなしく儀式が終わるのを待ってもらおう。そうすれば我輩は貴様の勇気に免じて、命だけは見逃すことにしよう」

「桜さくらをあんな状態で放ほうっておけるか！　お前の好きなように――」

「我輩の好きなよう？　あの悪趣味な儀式を実行しているのは、我輩らではない」

「どういう意味だ？　じゃあ誰だれがやるって言うんだ！」

「騎士サクラ自身の求めに応じ、赤せき山ざんの鎖が行っている」

　静かに重々しく、ガイコツのコン＝トルパリは言った。馬ば鹿か馬ば鹿かしいことを、と行也は首を振った。

「何の必要があって、赤山の鎧よろいが桜を苦しめる!?　あれは桜を存在させ続けるためだけにあるものなんだぞ？」

「その通り。――その目的に沿って現在、騎士サクラの全身には鎖の力でくまなく五万ヵ所に、雲うん篆てん文字が刻まれ続けている。身体からだそのものを一つの符とし、一つの術を発動するためだ。だがこの刻まれる文字の一つ一つが、神経を直接焼く痛みを伴ともなう。そのため、あのような有あり様さまになってしまっているのだ」

「お前の言ってることは、ややこしく言い直しただけだ。矛盾したままじゃねえか！」

「矛盾はない。赤山の鎖が守るのは『桜さくら羅らのサクラ』という才能。それが全すべて。――しかし鎖は、サクラの肉体は守れても精神までは守れないのだ。だったら一から作り直すしかないではないか？　だから鎖は、新たなサクラを産み出そうとしているのだ。その過程で今のサクラが苦しみ傷つこうと、問題ではない」

「……何だよそれ」

　行也の問い返しにガイコツはしばしの沈黙で答えた。

「――哀あわれなことに貴様は、肝心なことを何一つ知らされていないのだな。海かい尊そんに騙だまされ、勘違いし、また自分で考えようともしない」

「……だがどうやって桜を作り直す？　――一人の人間だぞ？」

「産み出すと、我輩は言った。すなわち現在の騎士サクラの遺伝子情報をコピーし、それを胎内に宿らせるのだ。――初代より単独生殖を繰りかえす、同一人物による自作自演の一族。それが桜羅の長おさにして歴代の騎士サクラなのだ」

　行也はもう言葉もない。

　確かに海尊は、そんなことは何一つ話さなかった。桜が使い捨ての存在であることも。

「しかし貴様は、もう一つ勘違いをしている。この代替りは貴様と今代の騎士サクラにとって、利益をもたらすものだということだ」

「利益……？」

「その通り。用済みとなった騎士サクラは、別に死ぬわけではない。次の騎士サクラを産み出せば、その者に名と資格は受け継がれる。そして自身は自由の身となるのだ。その身に背負う不自由と重みから、完全に解き放たれる」

「――そんなのは同じことの繰り返しだ」

「何か問題があるのか？　ただのどこにでもある人の生の営みと、何が違うのか？　そしてお前が守りたいのは、ただ一人のサクラであるはず。彼女は永遠の自由を手に入れる。このことは保証しよう。――つまり貴様が我輩と戦う理由は、そもそも最初から存在していないということだ」

　騎士コン＝トルパリは行ゆき也やへと近づいてくる。

「さあ決めろ。――お前の考える悪とは誰だれか？　真の解放者は誰か？　真の理解者は誰か？　我輩か、それとも海かい尊そんたちか？　お前は本当は、誰のために戦うべきだ？　何と戦うべきだ!?」

　――俺おれの戦う理由？

　その行也の頭の中には桜さくらしかいない。桜のために、ここへ来た。

　笑っている桜、拗すねている桜、寂しそうな桜、行也の誘いを突っぱねた桜。

　桜、桜、桜。桜ばかりだ。

「……揺らぐところなんか、最初からどこにもないじゃないか」

　行也は呟つぶやいて笑うと、ポケットからハンカチを取り出した。それを使って、もう指の動かない右手と刀を縛り始めた。



「……何をしている？」

「俺は、お前を倒す。そしてみんなを呼びに行って桜を救出する」

　コン＝トルパリは、行也の愚かさを憐あわれむような声で言った。

「気でも違ったのか？　我輩の話を聞いていなかったのか？」

「黙れ……。俺は桜が自分の意志で語った言葉しか信じない。俺が戦う理由は、桜の本心なんかじゃない。アイツが俺に『言ったこと』だ。アイツの意志のために戦う。たとえそれが明らかな嘘うそでも、強がりでも、アイツが言ったことが全すべてだ」

　行也は随分と苦労して、どうにか刀と右手をギチギチに固定し終える。

「――さあ、準備いいぜ？　やろうか」

　理解し難がたいというように、コン＝トルパリは首を振った。

「つまりは、騎士サクラの見栄のために命をかけるのか？　貴様はそんなもののために、命を失おうというのか？」

「そうだ！」

　打ちかかる行也に、コン＝トルパリは剣を構え直し、弾はじいて受け流す。すぐに反撃。

　だが行也は今度は退ひかず、その場を維持したまま反撃を避よけるのに成功した。

　先ほどまでは剣先の『点』を見ていた。だから翻ほん弄ろうされ続けたのだ。しかし実際に見えるべきなのはコン＝トルパリの手首だった。そして長剣の攻撃は線として理解すれば、何とか避よけることぐらいはできる。

「少しはやるではないか。――それで勝てるというものではないがな。しかし貴様の先ほどとの変わりようは、我輩には理解できない。貴様の中で何が変わった？」

「――俺おれはお前が嫌いだ」

「ほう」

　攻防の中で、ついに行ゆき也やは最初の一撃を打ちこむ。もっともコン＝トルパリはこれを危なげなく剣で止め、弾はじき返す。

「どうした、憎しみの子？」

　行也は舌打ちして、さらに打ちかかった。

「違う『嫌悪』だ。お前たちは――死の国デイサマスの人間だか何だか知らないが。自分たちは骨だけの空からっぽの存在で、自分のその空っぽに満足できないから他人をうらやむ！　そのくせ口では相手を馬ば鹿かにする!!」

「我輩は下くだらぬ者の下らなさを、下らぬと告げているだけ。それをうらやむだと？」

　表情を持たないガイコツ騎士は声色で冷笑する。だがそれに行也も冷たい笑いで返した。

「そんなのただの理屈を言うフリだろう？　お前は本当は、嫉しつ妬としているだけのヤツだ。だから他人の足を引っ張って、自分の仲間にしようとする！」

「嫉妬、嫉妬だと！　――この我輩が!!」

　その一言にコン＝トルパリが一瞬見せた動揺は、異様なほどだった。そして行也にそれを見抜く技量や余裕があったわけではない。ただ。

　――今、攻撃入るんじゃないか？

　瞬時にそう判断しただけだった。

　おそらくもう二度と来ないこのチャンスに、行也は全すべてをかけた。一度見ただけ、見よう見まねとっておき。リズムとテンポと身体からだの動きは、完全再現できる自信がある。

　――颯サは鋭く現れる形さま。

　行也は剣を横に振りかぶり、コン＝トルパリに向かって一気に踏み込んだ。

　――区クは分かたれる形さま。

　突進の勢いをためた横よこ薙なぎの一いつ閃せん。刀と長剣がかちあって、鉄の火花が散る。行也の刀の刃ははかなり欠けてしまったが、コン＝トルパリの長剣も弾かれた。その結果は見ず、行也はすぐに剣先をフの字の軌道。左下に振り下ろす。足下への攻撃。

　だがそう何度もスキを見せるほど、コン＝トルパリも甘くない。体勢をすぐさま立て直すと、右足を退ひいて攻撃を避けた。同時に行也の剣先を押さえ込むため、返した剣を斜めに振り下ろす。

　その瞬間、行也はひらめいた。

「そうか、こういう技か！」

　すぐさま行也は振り下ろしていた剣先を、上に切り返す。ただし相手の剣を避けた。

　その結果発生したのは『双方の空振り』という思わぬ事態である。

「何！」

　コン＝トルパリは唸うなる。

　自分で剣を翻ひるがえした行ゆき也やとは違い、コン＝トルパリは空から振り後の姿勢を維持できない。ひとまずは顔面への攻撃を避さけようと腕が伸びきる。

　しかし行也の剣先は顔へは届かず、途中で止まって再び落ちる。フェイントをかけて右の足下へ――つまりΛの字を描く。さらに振り下ろした剣先で字を完成するため、次は横へ。

　コン＝トルパリも空振りした剣を横に滑すべらせ、再度の足下への攻撃を防ぐ。

　だが行也は一歩踏み込み、軸足に全身の体重をかけた。その上で振った刀で、コン＝トルパリの剣を思いきりよく横へ弾はじく。行也の剣先は反動でその場に止まった。

　体勢を崩したコン＝トルパリ。その真正面に、行也の剣先と身体からだの軸が揃そろう。

　――開ラは開かれたる形さま！

　行也はさらにもう一歩踏み込み、膝ひざで身体を沈ませる。同時に刃やいばを上へと返し、下から上への必殺の一撃――力任せに思いきり切り上げる。

「さくら斬ぎり!!」

　行也の剣先は避けようのない位置から、相手の顔面を強襲した。

　正面胴は鎧よろいがあるので効果がない。狙ねらうのなら唯一露出しているガイコツ顔。それで相手を破壊できるのだと思っていた。しかし。

　――まさか！

　この判断はただのカンでしかない。しかし最後の最後、土ど壇たん場ばで、行也はあろうことか手を引っこめた。

　それでも行也の剣先は、コン＝トルパリの顔面に食い込む。同時に無茶な扱いで傷だらけだった行也の刀はついに折れた。結果、致命傷を与え損そこねたのは、幸いなことだったのか？

　コン＝トルパリのガイコツが割れる。その仮面の下に、人間の顔がある。

「何だよこれ……」

　コン＝トルパリの正体に、行也は言葉を失っていた。

　桜さくらそっくりの顔、桜そっくりの髪の、成熟した女性。それは子供の行也が夜桜の下で出会った、あの女の人だった。桜さくらヶが丘おかに帰ってくることになったきっかけの人――。

「何をやってるんだ、アンタは!!」

　行也は彼女――『先代桜』、桜の母親に向かってそう叫んだ。



　双方が呆ぼう然ぜんとする。

　しかし先に動いたのはコン＝トルパリ、――いや先代桜の方だった。バチンと平手で、露あらわになった顔を覆おおう。その指の間からは、しわくちゃに歪ゆがませた顔が覗のぞく。

「……お前は、見てはならないものを見た」

　そう告げると再び、ためらいなく剣で斬きりかかってきた。

「なぜあの時の子供が私を暴く――どうしてここにいる、誰だれの差し金だ！　なぜお前は、知りすぎている!!」

　言っていることは無茶苦茶で、猛攻は止まらない。行ゆき也やは飛び退のき、折れた刀で剣を弾はじき、何とか攻撃をしのぐ。だが次の行動へ繋つながらない。

「アンタは、まだ俺おれのこと憶おぼえてて――」

「……お前……消えなければならない…………消し去らねば!!」

　その目は狂気じみて踊っている。泣き叫びながら、巨大な剣を振り回す。先ほどまでよりよほど隙すきの多い攻撃だった。しかし行也は手が出せない。

　彼女は桜さくら自身であり、桜の可能性の一つだった。そして桜の母であり、行也の恩人だ。

　――結局行也は、戦いで一番陥おちいってはならない状況に自分からはまりこんだのだ。

　意識が戦いを放棄してしまっている。

　あっという間に行也は、円形ホールの壁際まで追いつめられた。

「逝ってしまえよ!!」

　先代桜は、もはや逃げ場のない行也の真正面で、剣を大きく振りかぶった。

　――負ける。殺される……。

　追いつめられた行也は、もうその瞬間を待ちかまえることしかできなかった。

　だがそこで大音とともに、部屋の壁が打ち砕かれた。

　行也たちとは少し離れた部分が外から崩され、もうもうと土煙が上がっている。その向こうからいくつもの人影が姿を現した。生きた、人間の姿だ。

「そこまでにしてもらおうかのう!!」

　先頭に立つのは海かい尊そんだった。彼女は黒くろ鎧よろいを着た先代桜を見て、目を細める。

「……こういうカラクリじゃったのか」

　海尊の表情は痛々しいが、だからといって時間を無駄にはしなかった。金こん剛ごう杖じようを握り直すと、一気に先代桜へ突撃する。

「行也、よく持ちこたえた。あとは引き継ごう！」

「お前は……敵かァ！」

　先代桜は向かってくる海尊に長剣を構え直すと、両手で横よこ薙なぎに振り抜いた。しかし海尊は、突き進むままにその攻撃の下をかいくぐる。

「桜！　わしじゃ、海尊じゃ！　分からぬのか!!」

「知るものかぁぁあ！」

　先代桜は二度、三度と長剣を打ち振るう。それを海尊は木でできた金剛杖で打ち据すえた。力に逆らわないよう、長剣の軌道を捌さばく。

「気をしっかり持て、桜！」

「黙れ！　惑わすな!!　――私につけ込もうとするなァアア!!」

　すでに先代桜の攻撃はまともな剣技をなさなくなっている。やたらめたらに剣を振り回すばかりだ。海かい尊そんは一いつ旦たん身を退ひくと、一喝した。

「――哀あわれな魂よ！」

　手の中で金こん剛ごう杖じようを回し、腰だめに構え直す。そして瞬発力だけで、一気に踏み込んだ。

「金剛撃バサラうち!!」

　その海尊の突き出しだけで、金剛杖がしなる。直後に杖つえの頭が、先代桜さくらの胴甲かつ冑ちゆうを叩たたいた。

　これで一体どれほどの衝撃が加わったのか、彼女の両足は宙に浮いた。床を滑すべる。

　だが間かん髪はつを置かず、二撃目が脇わき腹ばらに叩きこまれる。さらに続けて次を、次を、次をと、徐々に加速しながら金剛杖での突きが続く。相手の体勢を崩して強引に隙すきを作り、その隙に対して次の一撃が叩きこまれる。一方的なその繰り返しだった。

「心晏やすらかなれ――!!」

　海尊は叫ぶと同時に、ひときわ強烈な一撃を叩きこむ。先代桜の手から剣が飛び、甲冑が割れて破片が舞った。その身体からだも部屋の端まで吹き飛ばされる。

　そのまま気を失ったのか、先代桜はもうピクリとも動かない。

　海尊は倒れた彼女のそばまで行くと、俯うつむいたまま跪ひざまずいた。

「何ということじゃ……。わしが至らぬばかりに、桜に桜を害させるなどと……」

「ンな声出すな」

　やって来た満まん身しん創そう痍いの行ゆき也やや、その後ろの騎士団員たちを、海尊は赤い目で振り向く。

「まだ俺おれたちはやることがある。今すぐ手を打たないと、もう一度同じことの繰り返しになる。――あの中にいる桜がいるんだ。何とかしたい」

　行也は、桜の『繭まゆ』を指さした。それで海尊もようやく元のシャンとした表情に戻り、立ち上がる。

「あれは……赤せき山ざんの鎖なのか？　何ということを。もちろんすぐに手を打とう」

「どうすればいい？」

「正道で行ゆく。鉄の繭は桜の意志。ここで今すぐ解くことはできぬ。だったら我々はあれを外に運び出すしかない。桜さくらヶが丘おかまで戻れば、手だてはいくつかある」

「このデカイの全部、運ぶのか。大仕事だな……」

　行也は疲れたように言うが、海尊は笑った。

「大したことではないよ。私たちの全すべてだからな」

「まあな――」

『だがそれは無駄なこと……』

　地の底から轟とどろくような声が、そう告げる。声はまさに行也たちの足下から響いた。



    

  
    
      


第八章





　直後に、部屋の床が揺れ始めた。

「今度は何だ、次から次に！」

　行ゆき也やは舌打ちしながら姿勢を低くし、周囲を見回す。揺れの原因はすぐに分かった。

　円形の部屋を取り巻く十本の黒い柱。それが石造りの床を割りながら移動を開始したのだ。十本全すべてが部屋の真ん中に向け、集まろうとしている。

　問題はそれで床がバラバラにされようとしていることだった。この部屋の下は地面ではない。それどころかどうやら、巨大な空洞になっているようだった。床が破壊されれば、その空洞へ落ちるしかない。

「全員、散開して――」

　海かい尊そんが指示するが、それさえ間に合わなかった。石の床は薄板のように割れ、一気に崩れ落ち始める。

　海尊はすぐさま手印を切ると、飛行リングを背後に浮かべた。迫り来る柱の間をすり抜け、落下しそうになっていた意識のない先代桜さくらの身体からだを捕まえる。

　他ほかの騎士団員も同じように次々と、リングを展開し危機を切り抜けた。ただどうにもならないのが一人。

「うわぁあああ！」

　行也は情けない悲鳴を上げながら、石の破片とともに落下していく。それにいち早く気づいたミサキは翼を打ち振り、猛スピードで行也を追いかけた。その左手を、すんでのところで捕まえる。

「行也。右手、振り回さない……」

　ミサキにしては厳しい顔で、すぐさまそう言われる。それでパニック状態だった行也は、ようやく自分が助かったことを理解し、冷静さを取り戻した。同時に右手に括くくりつけたままの折れた刀のことを思い出す。

「すまなかった。とにかく、助かったよ……」

　精根尽き果てた声で、行也は項うな垂だれた。

　見下ろす視界の先では、石材の巨大な固まりが次々と床に激突しているところだった。そのさまはまるで滝のようで、粉々に砕けながらもうもうと土煙を上げている。ちょっとした壮観だった。その中をミサキはゆっくりと高度を下げていく。

　行也はミサキを見上げて訊きいた。

「このまま空洞の底に下りるのか？」

「……私たちは招待された。だから行く」

　答えたミサキの顔は、なぜか緊張に強こわばっている。しかし行ゆき也やとミサキのあとから、海かい尊そんたちもついてきていた。ミサキの判断は正しいらしい。

　やがて土つち埃ぼこりが収まり、下の様子が次第に見えてくる。

　空洞の壁と床は灰色――いや実際は真っ白な石壁に、無数の赤い宝石がはめ込まれていた。その煌きらめきはまるで、行也たちを見上げる昆虫の目のようだった。

　さらに特徴的なのは、何本も立っている柱である。そもそもこの下の空間から、上の円形ホールまで貫通していたらしい。

　先ほど床を破壊した黒い十本の柱は、途中で五本ずつ一つにまとまり、二本の太い柱となっている。まるで天に向けて伸ばした巨大な腕のようだった。

　――だとすると、赤せき山ざんの鎖を絡め取った白い柱二十四本は、長く伸びた肋ろつ骨こつのようである。首や腰に当たるものはないからこの連想は突飛なのだが、行也はこの解釈をほとんど確信していた。なぜならちょうど心臓の位置に、薄気味の悪い匣はこが置かれているからだ。

　管くだが何百本も楽器のように突き出した、奇妙な模様の匣。

　ただそれだけのものでしかないのに、なぜか行也はそれが非常に不吉なもの――この事件の元凶であると直感していた。

　やがて空洞の底まで下りたミサキは、翼を二三度振ると、行也を瓦が礫れきの転がる床へ下ろした。自分もふわりと着地する。先代桜さくらを背負った海尊、そして他ほかの騎士団員たちも同じように下りてきて、周囲を見回す。

「嫌な感じだな……」

　そう感想だけ呟つぶやいた行也は、上を振り仰いだ。

　吊つり下げられた桜の方は、床の崩壊に巻きこまれていない。まだ元の円形ホールの高さにとどまっている。しかし床が抜けたせいで、吊り下げられた桜が直接見えた。この位置からだとまるで、上下逆さまの花びらがあり、その中央に桜がいるかのようだった。

「引き離されちまったな。――これからどうするんだ？」

『どうする必要もない、ただここで滅んでゆけ』

　答えたのはミサキでも海尊でもない。先ほどの不気味な模様の匣である。

　そして匣は『ドン！』と空気を振るわす音を響かせ始めた。何度も何度も音が鳴る。

「何なんだ、あれ？」

「……死の国人デイサマスじんの外居アークじゃよ」

　海尊は緊張した視線を匣に固定したまま、短く答えた。

　――外居アークって、前に桜が言ってた精神の入れ物か。

　行也がそう思い出す間にも、硬質に見えた匣の外面がドクンドクンと脈打ち始めた。一定周期で外面に凹おう凸とつができ、それがよく見ると徐々に、人の顔へと変へん貌ぼうしていく。まだ形は子供の粘土細工のようで明確ではない。しかしその表情が悪意で禍まが々まがしく笑っているのは分かった。

　海尊がそれに向かって問う。

「ようやく姿を現したようじゃの、死の国デイサマスの住人よ。おぬしは何者か？」

『……宿りし我インサイド・マインドは、ネウストリア』

　顔は答えた。海かい尊そんは油断なく目を細めたまま、さらに告げる。

「ではネウストリア。世の理ロゴスに基もとづき、桜さくらの身を返してもらおう」

『理ロゴスに基づき拒否する。お前の要求は誰だれにも利益をもたらさない』

「――意味が分からぬ。理ロゴスに基づく根拠の説明を要求する」

『一、桜さくら羅らを潰つぶそうとする我に取り、総長・吉よし野の桜は邪魔になる。ゆえに我には利がない。

　一、実行中の《神殿落とし》により桜さくらヶが丘おかは消滅する。ゆえに総長・吉野桜の存在意義は消滅し、お前たちには利がない』

「話にならぬよ」

『話にならぬのは理ロゴスに基づいて、お前たちの方だ。時間の引力の中を真っ逆さまに落ちていくしかないゴミ屑くずのような意識体。桜羅の占拠する土地は、元々我ら常世国デイサマスのものだった空間。それを我は取り戻すだけの話』

「全すべての取り決めは理ロゴスに基づき、我々と死の国デイサマスの王との間で決まっていること。――というかのう。別に桜ヶ丘はおぬしのものではなかろう。おぬしの故郷でもない。縁もゆかりもない土地じゃ。それを『取り戻す』とは、何とも滑こつ稽けいな話じゃのう」

『だがあの特殊空間は未来の我のものとなる。事実を作ってしまえば同じこと。――かつての桜羅が、そうしたように』

「トチ狂いおって……」

　海尊は忌々しげに呟つぶやいた。

「そのようなことをしても、おぬしが死の国デイサマスの王に処断されるだけじゃ」

『だが理ロゴスに基づき、そうはならぬのだよ』

「何だと？」

『我は常世国デイサマスから地上世界へと侵攻しようとする者たちの後ろ盾だてを得ることになる。最初の《路》を得た者に、それはもたらされる』

「それも聞き捨てならん話じゃが、今この場の構造はハッキリしたの。つまりはおぬしの先走り。おぬしをここで滅すれば、全ては振り出し。おぬし自身も破滅ということか」

『では、やってみるがいい！』

　外居アークがひときわ大きく脈打つとともに、周囲を取り巻く大量の管くだが、四方八方へ一斉に伸びた。だがそれは海尊たちを襲うのではなく、純白の周囲の壁に次々と突き刺さる。

「何のマネじゃ!?」

『《同期》するのだよ。この秘儀堂テレステリオンそのものを我が外居アークに変える』

　さらに刺さる管が増えていく中、次第に空洞全体が外居アークの脈動と同じ速度で脈打ち始めた。石壁に血けつ管かん瘤りゆうが生まれ、薄桃色に変わっていく。柔らかな肉へと変わり始めている。その変化に満足したように、黒幕ネウストリアは言った。

『これで秘儀堂テレステリオンは我そのものとなったわけだ。次は桜羅の山を食い、我が体内に取り込んで、永遠に我がものとしよう』

「――それを黙って見過ごすとでも？」

　金こん剛ごう杖じようを構え直す海かい尊そんを、ネウストリアは嘲ちよう笑しようする。

『その威勢はどこから来る？　すでに吉よし野の桜さくらは機能せず、貴様たちも数が増えただけの同じような者たちばかり。はるか昔にどこかの誰だれかが命じたことを、いまだに繰り返すだけの存在。――操り人形に操られる人形たちよ』

「……お前、桜にもそう言ったのか？」

　今まで黙っていた行ゆき也やが、ネウストリアに言った。

「そうやって桜のことを笑わせたのか？　桜の母親に――」

『黙っていろ。成り行きでいるだけの、役柄をわきまえぬ脇わき役やくの人形が……』

「俺おれは桜が好きだから、成り行きの結果、ここにいる。つまりこれは俺の意志だ」

　行也は強大な顔を睨にらんで言う。

「桜は自分の母親の……いやもう一人の自分の無責任を憎んだから、桜であり続けること選んだ。これは桜の意志だ。そして桜さくら羅らは人々を植民させるためだけの人寄せの『サクラ』が、巻きこまれた人々を守るための楯たてとなることを誓った組織だ。これが桜羅の意志だ。――これは俺たちが選んだ俺たちの道だ。お前は嘘うそをついている」

『他ほかに道はなかった、その結果だろう！　それを操られていると言う!!』

「じゃあお前はどうだ？」

　行也は静かに問い返す。

「お前だって桜さくらヶが丘おかしか選べなかった。だから桜を標的にした。しかし俺のせいでいくつかの企たくらみが失敗した。――正直に言えよ、本当は追いこまれてんだろ？　だから下くだらん人形どもと、口を利く羽目になった。何だ、俺たちと同レベルじゃないか？　偉そうにすんなよ」

『…………』

　――実際、大したことはない。

　行也はため息をついた。

　よく理屈は分からないが、この『神』を気取っているものは、肉体が特殊なだけの単なる『人』だ。少なくとも思考能力的に、人間を超越した存在ではない。

　裏切り、嫉しつ妬とし、嘘をつき、愚ぐ弄ろうする。下げ世せ話わで下らない生き物だ。

　だったら桜ヶ丘を守るために、倒せばいいだけの話だ。いや、倒さなければならない。

　そのためにはもっと力がいる。

「お前も！　そろそろ、いいかげんにしろよな！」

　行也は天井から吊つり下げられた花――その中央に吊り下げられた桜に向かって声を張り上げた。

「ナニいつまでも他人の人生うらやんで、そんなところでぶら下がってんだ!?　お前がやるって言うから、みんなここまで来てんじゃねえか！」

　だが答えはない。

『無駄なことだ。あれはすでに自ら、世界を嫌い呪のろった。自らの内から外を拒否し、内外を断絶させたのだ』

　口を挟んでくる神様に、行ゆき也やは「いいからちょっと黙ってろよ」と言ってやる。

「お前の外っていうのは、騎士団がどうとかそれだけか？　お前が桜さくらヶが丘おかに張り巡した繋つながりは、一本や二本切れただけで、全部終わりになんかならない！」

　しかし桜さくらは反応しない。

「薄情なヤツだな！　お前、『うぐみ』と友達になったんだろ？　それどうすんだよ？　部活できないのがショックなら、何か適当なの作ればいいだろ。ヒマな時は桜さくら庵あん開いて、来ない客をいつまでも待てばいい。そういういろんなことに、本当にもう未練ないのかよ？　そんなに桜さくら羅らがやなことバッカかよ？　みんなで仕事して。エラントリィみたいなヤツにも会って。それが終わったら『金きん坤こん軒けん』でラーメン食べて。それから――」

『ぐっぐー』

　行也は押し黙って海かい尊そんと顔を見合わせた。だが双方無言のまま、音のした方、はるか彼方の天井を見上げる。その時にはもう、劇的な変化は始まっていた。

　桜の手足の枷かせからは、一斉に鎖が押し出され始める。そして次の瞬間、花の形に組上がっていた鎖は一斉にばらけ、戒いましめの元となる鉤かぎ針ばりの柱を猛然と襲い始めた。あっという間に鉤針の二十四本の柱は粉々に破壊される。

　解放され落下を始めた桜の周囲に、光の輪が出現し、ゆっくりとここへ下りてくる。

　その桜に向かって、行也は怒鳴った。

「お前、反応するトコそこかよ！」



　緩やかに下降する桜の周りで、自由を取り戻した赤せき山ざんの鎖が回転し始めた。一部は速やかに桜の手足を覆おおう鎧よろいへと変わり、残りはいつものように大気に溶けて消える。

　やがてすっくと床に降り立った桜は、『みんなご苦労！』と手を挙げた。

「心配をかけたね！　でも桜羅を思うみんなの強い気持ちが、奇跡を起こしたのさ」

「腹減っただけじゃねえか。いいからヨダレ拭ふけよ」

「おっ、さっそくジョークかい、行也！」

　桜はわざとらしい笑顔でビシッと指さしながら、左手の袖そででサッと口元を拭ぬぐった。ホントしょうがないヤツだなと、行也は肩を落とす。

「――まあ私の悩みっていうのは、結局その程度のことってわけさ」

　異様なまでに元気そうな顔で、桜は言う。しかしその足下は、ふらついていておぼつかない。元気なのは顔だけだ。

　――だがそれでも笑った顔でいたいのなら、行也も合わせる。

　これはリーダーの意志だ。

「それでどうするんだ？」

「うん、アイツ倒そう」

「早いな。そして分かりやすいな！」

　だが他ほかの騎士団員たち、そしてミサキも、頷うなずいて返した。

「……桜さくらがやるなら、やる」

「どうせ倒さぬと、秘儀堂テレステリオン落下を止める手だてはないからの」

　やれやれという海かい尊そんのため息に、桜は声を上げた。

「もう落ちてるの？　それは急ぐしかないね！　よし!!」

　桜は愛刀の薄あさ緑みどりを鞘さやから抜くと、ネウストリアの外居アークに向かって高々と掲げた。

「我こそは!!」

　朗ろう々ろうたる声が、威圧するように周囲一帯に響き渡る。

「四し四し之の桜さくら羅らの守かみ――源みなもとの櫻さくら子こなり!!　我はここに『使命の名』『真実の名』と共に参上を宣言する！　この騎士宣言者の名乗りは、同時に宣戦布告である。耳にする全すべての者は、強制的に己の立場を決定しなければならない。すなわち『敵か、味方か？』　――異界の者、お前は敵か!?　味方か!?」

『敵に決まっているだろう！　――バカか!!』

　外居アークから伸びる管くだの一部が、全ての先を針のように細らせ、桜へ向け一斉に伸びる。それを桜は一刀の元、まとめて切れ味鋭く叩たたき斬きった。

　桜はいつもよりちょっとだけ意地悪な顔で、小さく舌なめずりして言った。

「――それではこれより『桜さくら羅ら』が討とう伐ばつする！」



「さて、宣戦布告はいいんじゃが。勝てる算段はあるのかどうか……」

　海尊は金こん剛ごう杖じようを振り回して構えると、早々にぼやいた。海尊自身、まだ気を失った先代桜を背負ったままである。どこまで戦えるかと考えてしまう。

　しかし海尊はその弱気を打ち払った。

　そもそも桜が戦いを急いだ理由は、神殿が地上に向けて降下しているという状況によるものだ。桜さくらヶが丘おかへの神殿接触まで、もう時間がない。

　だが敵も総力戦の構えである。肉の壁には次々と楕だ円えんの穴が開き、その中から剣と楯たてを手にしたガイコツ兵士が続々と姿を現す。

　どうやらネウストリアは自らの肉体とした神殿を、自由自在に作りかえているらしかった。血管のように神殿中に通路を作り、各所に散っていたガイコツをここ一ヵ所に集め始めている。桜羅騎士団は包囲されているのも同じことだった。すぐさま乱戦が開始される。

　おまけに敵の攻撃方法はガイコツだけではない。

「上から来るぞ！」

　海尊は注意を促うながす声を上げて、自分はすでに駆けだしている。

　神殿中に配置されていた石の柱。それが先の尖とがった大きな骨と化して、肉の壁から頭を覗のぞかせようとしていた。かなりの高さから乱戦模様の部屋の底へ向け、次々と落ちてくる。

　その最初の落下点にどうにか先回りした海かい尊そんは、鋭い柱を次々と金こん剛ごう杖じようで叩たたき割った。

　――こういう大雑把な攻撃なら、何とかなるんじゃが。

　そんな海尊の思考を読んだかのように、今度は壁の途中が盛り上がって張り出しへと変わる。そして上に新たな通路が開き、魔法の矢と弓を持ったガイコツ弓兵がごっそりとやって来る。

「厄介な……」

　海尊はそう呻うめくしかなかった。神殿突入時のような攻撃をこんな狭いところで放たれたら、とても避さけられたものではない。

「大丈夫……私が行く」

　海尊の背後にいて同じものを見たミサキが、短くそう告げる。そして翼の一打ちとともに、海尊の頭の上を飛び越えた。その手に持った騎兵槍ランスの先には、あらかじめ大きな石の瓦が礫れきが突き刺さっていた。

　ミサキの接近に気づいたガイコツ弓兵は、すぐさま矢を放つ。だがミサキは槍やりの先に突き刺した瓦礫を前にかざした。それを楯たてに、まずは矢の攻撃を弾はじく。

　だがこの間も飛ぶ速度は落とさない。かざした槍と瓦礫ごと、さらに加速。ガイコツ弓兵の列に思いきり突っこんだ。

　一体一体の構造は脆もろいガイコツは、この突撃でバラバラになる。

　しかしそれで終わりではない。別の場所にできた新たな張り出しに、別の弓兵の一隊が姿を現す。

「ん」

　巨大なハンマーと化した槍を手に、ミサキはすぐさま宙で身を翻ひるがえした。



　行ゆき也やは一いつ旦たん、桜さくらと合流する。

「結局どうすればコイツを倒せるんだ？」

「ん。なに、シンプルな話でね」

　桜は『シンプル』とはほど遠い激戦の様子を見回しながら、行也に言った。

「ネウストリアを名乗る精神体の器――つまり外居アークを破壊すればいいのさ」

「あのでかい顔そのものをか？」

「そう。ここはもう地上に近すぎる。だから殻からがなくなれば、ネウストリアを構成している『情報』は時間の流れの中で蒸発するのさ。肉体を失った人間と同じ。それで終わり」

「大将の首取れば、それでお終しまいか――」

　行也はすぐさま、あの神殿の心臓とでも言うべきものの姿を探す。外居アークは乱戦を避けるように、部屋の奥側へと移動していた。さらにその前を多量のガイコツ兵士で封鎖している。

　おまけに厄介そうなことには、骨のような柱の一部が外居アークの周り集められ始めていた。新たな厚い骨の壁を自分の周りに作ろうとしているらしい。もう数分あれば完成してしまいそうだった。

　この乱戦が長引くほど、状況は不利になる。

「注意は他ほかが引きつけてくれてるんだ。一気に斬きりこむ」

「気持ちは分かるけど、行ゆき也やが一人でかい？」

「いや俺おれがってわけじゃなくて――」

　笑って返す桜さくらの言葉に、行也はちょっと後悔した。突撃隊を組織することは、すでに桜も考えているのだ。

　しかし戦力が足りていない。分散させられているのは桜さくら羅ら騎士団の方なのだ。

　一方、行也が考えている間、桜はじっと行也の右手を見ている。

「行也、……その手」

「何だ？　ああ――」

　それで再び思い出した。半分に折れた刀がハンカチで括くくりつけられている。そして武器はそれだけ。行也は攻撃を焦あせっていながら、自分はまともな剣さえ持っていなかったのだ。

　何かないかと周囲を見回し、運良くすぐに瓦が礫れきの中に落ちている長剣を見つけた。先代桜が使っていたものだ。

「あれ使わしてもらおう」

　すぐに取りに行く行也を、桜が慌あわてて追いかける。

「そうじゃなくて、その手のケガさ。――大体そんな長くて重い剣、持てるのかい？」

「ああ括りつければ何とか。いや……言われてみれば、どうかな？」

　拾ってみると、剣は見た目以上にズシリと重い。折れた刀よりマシだと思うが、両手でやっと持ち上がるかどうかという感じだった。

　――いやそうじゃないだろ。よく考えろ。

　行也は首を振った。そもそも体調がまともでも、こんな長い剣を振り回す技量は行也にはない。自分で思っている以上に、意識が朦もう朧ろうとしているらしかった。判断力が落ちている。だから専門家の桜に、突撃を勧めてしまったりする。

「ふむ、ちょっと待ってて」

　そう言いながら桜は、黙考する行也の血だらけのハンカチを解ほどいた。折れた剣が床に転がる。だが手が空からになっても、やはりもう指が全く動かない。

「今は治療をやってる時間がない。特別に『力ちから紙がみ』を貸すから、それで何とかしのいで」

　桜は長剣を行也の右手に握らせると、懐ふところから純白の紙を取り出した。以前は桜が髪に巻いて、リボンのようにしていた力紙だ。身につければ百人力という不思議アイテムの一つである。

「でもこれを俺が使ったら桜は――」

「私はまだ法ほう術じゆつだの刀の薄あさ緑みどりだの、いろいろあるさ」

「でも血で汚れる。紙じゃ洗濯できないし――」

　桜は行也を無視して、長剣ごと力紙を巻いた。紙は勝手に収縮してきつく締しまり、あまった端がボンと開く。そしてその真っ白だった表面にさっそく小さな血が染みがつく。

「これで剣の方は持てそうかい？」

「ああ、何か……軽い」

　驚いて行ゆき也やは声を上げた。

　あれほど絶望的な重さに思えた剣が、羽根のように軽い。それどころか腕だけでなく、ついさっきまで力の入らなかった足下さえ、しっかりとする。

　もちろんダメージが完全に消えたわけではない。しかし、もう一踏ん張りぐらいはできそうだった。

「いけそうかい？」

　桜さくらの問いに行也は頷うなずいた。

「大丈夫だ」

「ふむ」

　桜は考えるような顔で指を顎あごに当てると、行也を上から下まで一眺めして頷いた。

「じゃあ行ってみようか。――ついて来て」

　そう一方的に告げると、桜は自分の刀を抜いて、敵の外居アークに向かって走り出した。行也は慌あわてて追いかける。

「ちょっと待て。もしかして本当に斬きりこみかけるつもりか？」

「？　冗談だったのかい？」

「そうじゃないが、反省してたところだった」

　正直な行也に笑いながら、桜は行く手のガイコツ兵士を薙なぎ払う。行也もそれを手助けした。何せ剣のリーチが長いので、振り回すだけの力があれば、戦い方の幅は広い。

　急に突出し始めた二人に、海かい尊そんが慌てた声を上げる。

「桜、無茶をするものではない！　孤立する!!」

「大丈夫さ。多分――これで全部何とかなる」

　後ろで長剣を振り回す行也を横目に、桜が答えた。当の行也はそこまでの自信はない。しかし状況的に他ほかに方法がないのも確かだ。要は行也がしっかりやれるかどうかにかかっている。

　ともあれ、どうにか二人は押し寄せるガイコツの波の中を突破しきる。目前に残るのは、骨の柱で取り囲まれた外居アーク本体だけ。だが最大の難関もここからだ。

「行也、このまま一気に行く！」

『慢心したな！』

　勝ち誇ったネウストリアの声が、外居アークを囲む骨の柱の中から響く。

　同時に桜のちょうど正面にあった柱が、グニャリと曲がって伸びた。先の尖とがった骨の先端を、一直線に桜へ向かって差しのばす。

「――避よけてもしょうがないね」

　桜は行也を後方にかばう位置へ移動すると、薄あさ緑みどりの刃やいばで太い骨を断ち切った。

「似たようなことを何度やっても同じさ！」

『どうかな？』

　今度は外居アークを取り囲む全すべての柱が、一斉に折れて二人に伸びる。しかし今回は直接向かってこない。二人を迂う回かいして取り囲むように一いつ旦たん伸び、あらゆる方向から一斉に襲いかかってきた。

　逃げ場はない。そして桜さくらがどう立ち回っても、一人で捌さばける量ではない。

　しかし今なら二人いる。

「この局面、どうするか分かるかい行ゆき也や!?」

「桜が俺おれに合わせるんだろ！」

「そっちでもいいや！」

　それぞれの武器を手に背中合わせ立つ桜と行也は、完全な正反対位置に『ザン！』と一歩を踏み出した。手にした剣は二人同時に、横へ深く振りかぶっている。そして迫り来る攻撃を可能な限り引きつける。

　――このタイミング!!

「颯サは鋭く現れる形さま！」

　行也と桜は、同時に前方へ跳ぶようにもう一歩踏み出した。

「区クは分かたれる形さま！」

　桜は鋭い剣で、自分を襲う攻撃をバラバラにする。行也は長く威力のある剣で、力任せに向かってる敵の切っ先を粉々に粉砕する。

「開ラは開かれたる形さま！　喰くらえ、『さくら斬ぎり』!!」

　同時二発の反撃により全てが切断され、骨の柱が切れ端となって宙に飛散する。

『そんなことが――』

「いや、まだまだ!!」

　言い放つ桜の足下に光の輪が浮かぶ。飛行のための推進力を真横に使って、桜はまだ宙にある骨の切れ端の幕を突っ切った。一直線に外居アークへ向けて飛ぶ。

「二段目・さくら斬り――！」

　水平の切断から始まる『さくら斬り』を、ついに桜は外居アーク本体に叩たたきこんだ。

　その硬い精神の容器に続けて五回、剣が入る。区切って割ってバラバラにし、最後に剣先はその真下。

「お引き取り願おう、桜さくら羅らの勝ちだ！」

　勝利を告げるとともに垂直に真上へ、思いきり斬り上げる。外居アークは縦に真っ二つに割れ、次いで無数の破片となってバラバラに飛び散った。断末魔の声が神殿中を振るわせて響き渡る。

　その声の中心。外居アークの中から現れたのは、赤い輝く光の点と、それを取り巻いて回る火花の雲のようなものだった。

　それは桜の言った通り、徐々に蒸発を始めて小さくなっていく。輝く点の輝きもまた、どんどん薄れて消えてゆく。

　奇妙な赤い雲は、なおも切れ切れの声で言った。

『何の意味もない――勝利だ――。お前は――――欠落している。闇やみを――抱えた――お前は――――何度でも間違い――裏切る。――その闇に満ちた未来に――――何を見いだした？』

「見いだした未来なんて何もない。ただ気がついただけだよ。――『時』の流れの中にあって、私という存在がいまだここにあるのは、私がまだ私を『諦あきらめていない』ことの証あかしなんだ」

『つまりは――見栄――か？』

「いいや『誇り』さ。いつか誰だれもが必ず『ここ』を去らなければならない『私たち』の、最後の拠より所だよ」

『時なき世の我らにとって――何と――――価値のない――――――――』

　赤雲の声が言葉になったのはそこまでだった。

　残りは雷音へと変わり、その音も天へ昇るかのように、空洞を移動していく。

　それと同時にガイコツたちは、全すべてその場に崩れ落ちバラバラになった。肉と化していた壁も、歪ゆがんだ形のまま石へと戻り、あちらこちらにヒビが入る。

　そしてこの場にあった『圧迫感のある気配』は、完全に消滅した。

「これで――」



    

  
    
      



    

  
    
      　行ゆき也やが桜さくらに話しかけようとした直後、神殿全体が大きく揺れた。それも立て続けに二度三度四度と、強烈に揺さぶられる。

　先代桜を背負い直した海かい尊そんが、桜たちに向かって叫んだ。

「空の中で秘儀堂テレステリオンの引力がほどける！　分解するぞ!!」

「うん、みんな巻きこまれないよう気をつけてねー」

　すっかりやりとげた顔の桜は、にこやかな表情で仲間たちに言った。地震のような揺れの中でこれは、どうにもシュールであると行也は思う。

「っていうか、なあ桜。つまりこの神殿、壊れようとしてるんだろ？　それっていろいろ大変なんじゃないのか？」

「そうだね。でも大丈夫、破片は地上に落ちないよ行也。神殿としての機能をやめた途端、向こうの世界に帰っちゃうからね。バラバラになったあと全部消えるよ」

「そうか。それは良かったな……」

　行也は落ちつきなく左右を見て、ついに桜に聞いた。

「それであのさ。ここ消えたら俺おれたちはどうするんだ？」

「ん。大丈夫だよ。もうちょっと周囲の分解が進んだら、飛んで脱出するよ」

「ああ、みんな飛ぶんだ」

「うん。飛网法術ロゴス・ウオークは騎士団基本中の基本だしね！　できないヤツは帰ったら桜さくら羅らブートキャンプだ!!」

「ねーだろそんなの、絶対なさそう！　っていうかあのさ、何か忘れてるよな」

「何が？」

「何がじゃねえよ――」

　言い終わる前に行也の立つ床が、ガタンと崩れてなくなった。慌あわてて手を伸ばしたが、どこにも指すらかすらない。すでに神殿の建物全体が分解を始めていた。

　――そんな一日に何度も同じ目に。

　奥歯を噛かみしめ、何とかならないかと周囲を見回す。どうにもならなかった。

「合う日もあるよね！　ああぁああ―――！」

　絶叫を残して落下する寸前、その行也のシャツの後ろ襟を桜が無造作に掴つかんだ。どうにか身体からだは止まる。だが衝撃で上半身のシャツの裾すそが、ズボンからスポッと抜けた。そして今度はシャツのボタンが、下から順に弾はじけ飛び始める。

「……あのさあ、桜」

「ん、どうかしたかい？」

「いや、もんのすごい恐こわいんだけど」

　言ってる間にも今度はビリビリと布の裂けるような不吉な音が、背中から聞こえてくる。

「上がって来なよ、行也。力ちから紙がみが効いてるんだから、手で支えられるよ」

　ああ、そうかと行也は桜の差しだした手を左手で掴んだ。右手に括くくりつけたままの剣がものすごい邪魔だが、何とか腕一本で桜の肩まで手をかけ、行也はため息をついた。

「どうしたの。お姫様だっこの方がいいのかい？」

「んなこと欠片かけらも考えてねえよ！」

「そうかい」

　桜さくらは残念そうに呟つぶやいた。

　すでに分解した神殿はそれぞれの破片が放射状に飛び散り、空気へ溶けるように消えてなくなる。その向こうにあった死の国デイサマスの異世界風景も消失した。

　周囲はどんどんと暗くなり、元通りの夜が戻ってくる。

「見て、行ゆき也や――！」

　桜が眼下を指さした。行也がそちらへ目をやると、見慣れた桜さくらヶが丘おかの夜の風景がそこにある。

　星空の中でまだ続く流星雨の中を、二人は彼らの住む場所へと下りていった。



    

  
    
      


終章





「で、その五分後に俺おれは、金きん坤こん軒けんでラーメン食ってるわけですが……」

　横一列に三人並んだカウンター席で、行也はハァとため息をついた。何かおかしくないかと思うのだ。

　隣に座る海かい尊そんは、神妙な顔であえて無言。さらにその向こうにいる桜だけが、さっきからズルズルと一人でうるさい。まさに口の幅全部を使って、ラーメンをすすり続けていた。

　ひとまず秘儀堂テレステリオンの消滅により、事件が大体終わったのは確かだ。

　そこで桜は処理雑務をミサキに押しつけ――。

　海尊は先代桜の治療を他ほかの団員にまかせ――。

　行也は何の仕事もできないので、つき合いで――。

　三人して閉店間際のラーメン屋、金坤軒に駆け込んだのである。

　もっとも海尊に関しては、桜がここへ来る気だったことが分かっていたかどうか疑わしい。桜が行くべきところがあると言いだしたので、自分もついてきてみればコレである。

　おまけに他の客がもういなかったからいいようなものの、ボロボロの格好をした三人に黒眼帯の店主オカシラがクレームをつけた。

「……何だその不衛生な格好は？　ラーメン屋、舐なめてるのか？」

　注文を取りに来るなり彼はそう言った。これに桜さくらが答えた。

「町内会の出し物を練習していたのさ！　全部メイクだから安心して」

　――言い訳のバリエーション少な……。

　行ゆき也やの心のツッコミは厳しい。そもそもこのころにはもう、行也は非常に不機嫌だった。

　とにかく店主は注文されたラーメンを出すと自分は店の奥に引っこみ、ガランとした店には三人だけが並んで座る今の状況となったのである。

　桜が麺めんをズルズルすする音を背景に、海かい尊そんが小声で行也に訊きいた。

「……食わぬのか？」

　ブスッとした顔で行也がいると、海尊はわざわざ自分で一口食べてみて、固い表情のままニッコリする。

「ん？　うまいぞ？」

「知ってますよ。いただきます……」

　答えて行也はようやくドンブリに手をつける。一口食べるとやっぱりうまい。そうでなくても立ち上る芳ほう香こうに、食欲をそそられ続けていたのだ。

　だが一言も口は利かない。再び海尊は言いにくそうに行也へ言った。

「どうしてそんな不機嫌そうな顔をしておるのぢゃ？　――おぬしの力で、大仕事を終えた。今というのは、千載一遇の機会ではないのか？　わしは何か勘違いしておるのか？」

「そもそも何の話ですか？」

「何のって……。いやおぬしは、桜のことを大事に思っていて――」

「俺おれは桜さくらヶが丘おかに危機が迫ってたから、協力しただけですよ」

　海尊は「は？」と、ポカンとした表情を浮かべた。

　だが行也にも意地がある。

　今回の件で桜に関してはっきりしたことは、よくよく考えればたった一つ。

『金きん坤こん軒けんのラーメン』＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨『行也』

　――という事実だけだ。本当にそれだけ。行也はラーメンに負けているのだ。

「そういうことでしょう……？」

「おぬしというヤツは……。本当に面倒臭くさい性格をしておるな」

「夏になったらスイカとかガリガリ君に負けるんだろうなあ……」

「しっかりしろ、話の軸がずれてきておるぞ」

「オカシラ、替え玉追加だよ！」

「まだ食うのか!!」

　行也と海尊がハモって桜にツッコむ。

　眼帯店長はブツブツ言いながら奥から出てくると、「もう閉店だからこれで最後だ」と三人に言う。ものの数分で麺をゆで終わると、それを桜のドンブリに放ほうりこんで再び店の奥に引っこんだ。

　また桜さくらのズルズルが始まる。行ゆき也やは憂ゆう鬱うつだった。海かい尊そんは首を振る。

「桜さまも、食べてばかりではなく、この者に何か一言を」

「ん？」

　ラーメンをナイアガラの滝のようにすする桜は、それをどうにか呑のみこむと言った。

「ん、大丈夫。ラーメンは冷めるけど行也はなくならないから、慌あわてなくていいよ」

「普通は逆なんだぜ、桜！」

「そうかい？　――ところで行也、手が止まってるよ？　それ食べないんだったら、私に譲ゆずってくれないかな？」

「言われなくても食べるよ……。俺おれだって晩飯食ってないんだ。ってか一人で一体何杯食う気だよ」

　行也は止まっていた箸はしを動かし始める。やっぱりうまい。

　一方残念そうな顔の桜に、海尊は何やら耳打ちを始めた。ヒソヒソ話に桜は何度か相づちを打つと、ラーメンの残りをきっちり全部すすって、席を立った。

　――今度はナニ始める気なんだか。

　行也は見て見ぬフリをして、自分の全存在よりうまいラーメンを食べ続ける。だがその最中に、桜は行也の隣に来ると、頭を腕でガッチリホールドした。

「ふぁに？　待て、何!?　今度は何なんだよ？」

　驚いて振り向く行也の顔の間近に、桜の顔がある。

「海尊が、今回行也は頑張ったんだから、ほっぺチューぐらいするのぢゃあ、って」

「ナニ吹き込んでるんだアンタは！　桜も真に受けてそういうこと――」

　だが行也が抗論する間にも、桜の顔が近づく。

　っていうかまた胸当たってる！

「いや騙だまされないぞ騙されないぞ騙されないぞ騙されないぞ……」

　ブツブツ言いながら行也は、頭を固定されたまま意地でもラーメンを食べる。

　そして頬ほおに、温かくて柔らかな感触がある。

　桜の顔が離れた。

　行也は呆ぼう然ぜんとして、身を離した桜を振り向いた。すぐ隣に、困ったような桜の顔がある。

「その、今回はありがとう。行也には感謝しているのさ……。そういうこと改めて言うの、何だか恥ずかしくて」

　普段絶対に見せない、叱しかられた子供のような顔を俯うつむかせて、桜が言う。

　行也は信じられない思いで、まだ頬に残っている感触を上から指で触れた。指は油でべとつくし、えらく醤しよう油ゆ臭くさくなったが、ああ！　まあそんなことはどうでもいい。

「その俺も……ガキっぽい態度でごめん。すまなかった。あ、桜、あのさ話があって」

「ん！」

　桜も慌てて顔を上げた。平常心を装よそおってはいるが、頬がほのかに明るく赤い。行也の次の言葉を待つ姿勢だ。その右手には中空から現れた鎖が渦巻いて、赤せき山ざんの鎧よろいが現れ始めている。

「え？」

　一言喋しやべる間さえない。

　とにかく予想通り、行ゆき也やは思いきりぶん殴られた。この展開はさすがに予想していなかった行也は、なす術すべもなく吹っ飛ばされる。ドワン！　ガシャン!!　と身体からだごと金きん坤こん軒けんの玄関戸をぶち破った。

　店全体を揺るがす大騒音に、店主が奥から飛び出してくる。

「何をやってる！　店壊すなよ!!」

　慌あわてて海かい尊そんが謝った。

「すまんのう、弁償するので――」

「当ッたり前だ！　閉店までに直せ、あと五分で直せ！」

「それはさすがに無理かの……」

　申し訳なさそうに言う海尊の隣で、桜さくらは元へと戻った手をじっと見る。

「やっぱり赤山の鎧の『貞てい操そう防衛システム』、先に何とかしなきゃあダメだね」

　――何ソレと、行也があとで聞いた話によるとこうだ。

　赤山の鎧は桜の血の混じりを許さないようにできている。従って桜から異性にちょっかいを出して『遊ぶ』のは見逃すのだが、桜が異性を受け入れようとすれば、自動的に対象を攻撃するのだという。初対面の時に行ゆき也やが天井にぶつけられたのも、この機能のせいだったらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「いやいや前途多難ぢゃのう、桜さくらよ……」

「ちゃんと怒ってる俺おれの目を見ろ！」

　店主がでかいオタマでポコンと海かい尊そんを叩たたく。なぜかこの破壊が海尊の仕業であると、頭から思いこんでいるらしい。

　まあそもそもの原因を作ったのは海尊だと言えなくもない。しょうがないので海尊は、謝りながら言い訳を始める。一方――。

「お前ら……こっちの心配もしろよ……」

　店の前の道ばたに転がったままの行也は、切れ切れの声で呻うめいた。

　その元へ、ラーメン鉢ばちを持った桜が立つ。

　温かくも冷たくもなく、ただ気のままに吹く夜風が二人を包み込む。

「世はすっかり春だねえ、行也」

「何まとめに入ってんだよ……。っていうかそれ、俺のドンブリだろうが、お前……」

　起きあがる力もない行也は、転がったまま言い返した。桜はラーメンを一口すする。

「私、こんなんだけど、それでもいいかい？」

「…………」

　どう答えたのか、実は行也はあまりよく憶おぼえていない。何せ直後に気絶してしまった。ただどうやら、相当に気恥ずかしいことを言ったのは確からしい。

　そんなこんなでこの翌日から、行也と桜はつきあい始めることになったのだ。



    

  
    
      


　あとがき





　読者の皆さまこんにちは。もしくは始めまして。伊い都と工こう平へいです。

　今回のテーマはずばり『騎士団』。騎士でお姫様な元気ヒロインと、無ぶ愛あい想そう主人公が火花を散らす、丁ちよう々ちよう発はつ止しな恋物語（一部サンドバック）。

　そして騎士団といえば外せないのが植民集落コロニー。小高い丘の小さな町を舞台に、様々なキャラクターが集つどいます。

　対する敵のワルモノは、死者の世界の住人たち。

　ちなみに日本の神話では、死の世界は『坂の上の山の中』にあることになっています。今回はさらにその上、空からやってきます。

　双方ぶつかり合ってのドタバタバトルをお楽しみください。



　ところで今回の裏テーマは『時間』。

　実は前の作品をやっていた時にいくつか家系図を調べたんですが、その最中に何だか不思議な気分になりまして。

　何せただの名前しか書いていない表――それも10キロバイトあるかないかのデータを、数百年・数千年がかりで作り続けているわけです。

　その動機はどこから来たのか？　そもそもなぜ『これ』が残すべきものだったのか？　そんな疑問から発展して、今回のようなお話となりました。

　人間の何気ない行動の選択を見た時、『時間が流れている』という事実は意外と大きな比重を持っているなあと。

　逆に言うと歴史って、一見理屈に合わない変なことを結構やりますよね。



　といったところで。

　それでは最後に、この本に携たずさわって頂いた皆さまに感謝のご挨あい拶さつを。

　今回の本はミヤスリサさんに挿さし絵えを担当していただきました。クリクリした素敵な桜さくらを描いていただいてます。ありがとうございました。

　また編集の笹ささ尾お氏にも、相変わらずでいろいろとお世話になっております。「まあ仕事だからしょうがないよねー」的な寛容の精神で一つ。

　そしてこの本を手にとって下さったみなさまへ。本当にありがとうございました。

　また次の本でお会いしましょう。それでは。

伊都工平



    

  
    
      

　著者

　伊都工平（いと・こうへい）

　　１９７５年11月生まれ。兵庫県出身、神奈川県在住。著書に『第61魔法分隊１～５』『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）『モノケロスの魔杖は穿つ１～４』（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　ミヤスリサ

　　ＰＣゲームの原画をメインにやりつつ

　　イラスト等を各所で執筆中。

　　詳しくは“〝http://www.kit.hi-ho.ne.jp/dnalab/”〟で。
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